



























































シャンク!!ザ・レイトストーリー




VOL.1








秋田禎信





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













　目次








①シャンク!!ザ・オープニングストーリー（前編）

②シャンク!!ザ・オープニングストーリー（後編）

③シャンク!!ザ・髭ストーリー（前編）

④シャンク!!ザ・髭ストーリー（後編）

⑤シャンク!!ザ・盗掘ストーリー（前編）

⑥シャンク!!ザ・盗掘ストーリー（後編）

あとがき




電子書籍版巻末特典　文庫未収録イラストギャラリー













































「お前さんは魔法使いシーカーいか？」

「……ああ」

　しばらく迷ってから、彼はうなずいた。

　辺境とはいえ千の人が住む街である。それに答えるのは軽はずみなことだった。

　しかも昼下がりの頃ころ合あい、人通りのある道の隅すみである。雑ざつ踏とうに声は紛まぎれるが、今のやり取りを耳にした者もいたはずだった。だがそれでも人の流れは止まらず、彼を残して通り過ぎていく。

「誰だれも気にしやせんさ。この時勢、魔法使いといったところで人を害する術が使える者などそうおらん」

　特に感情を交えないまま、言葉は続く。

「……そして、そんな戯たわ言ごとを素す直なおに信じとるような輩やからは、我らの隠かくれ身みを破ることなどできんさ」

　それを聞いて、少年はうなずいた。

　その隠れ身をしていたはずの彼に容易たやすく尋たずねてきたのは、道ばたに寝ね転ころがっていた髭ひげだらけの男だった。ここが住すみ処かといってもおかしくない態度で、ついでにひどく汚よごれた風ふう体ていだったが、その中にあって眼めだけは異様に若々しく輝かがやいている。

　その男は起き上がらないまま、続けて聞いてきた。

「坊主ぼうずは、どのような術を使うね？」

「人を助ける術を」

　彼は言って、自分の身を示した。とはいっても、身体からだをすっぽりと覆おおう白いマントの下から。頭をぐるりと巻いた布を顔にも回して、人相を隠している。肩かたのあたりに不自然なふくらみがあった。が、魔ま法ほうを嗜たしなむ、あるいは取り憑つかれた者ならば、肉体に異形を現すのは珍めずらしいことではない。

　その少年の姿を見上げて、髭の男は笑ったようだった。少なくとも髭の奥で口が曲がった。眼に変化はない。常に若く、まばたきをすることもないとなれば、感情を宿すこともあるまい。その男は感心したように息を漏もらしてからつぶやいてみせた。

「ほう。それは尊いことだ。だが、どういったことが人を助けることとなる？」

「人に害なす者を倒たおせば、それが人のためになる」

「はっはっはっ。敵を呪のろう術を使うのが、お前さんの生業なりわいか。人に害なす者とは、どういった者のことか？」

「永遠の命を得るために人をさらって殺すような奴やつ……つまり、お前みたいな奴だな」

　少年は気さくに答えた。男もまた、特にどうという様子もなく変わらない。

　ただ、寝ていた頭をわずかに上げた。

「だがおかしいな」

　不思議そうに、首を傾かしげる。頭を上げたのはこのためらしい。そのまま続ける。

「坊主が人を呪い殺すほどの術者ならば、言葉だけでわしを縛しばれるだろうに。坊主の声にはなんの力もない」

「そうだろうな」

　これもまた素直に、少年はうなずいた。

　男はまじまじと少年を見てから、さらに言ってきた。

「しかし確かに、隠れ身をしておった……高度な術だ。わしのような者にしか、坊主に話しかけることはできんかったろう。わしは、まんまと誘おびき出されてしまったわけだな」

「好こう奇き心しんが魔法使いを殺す。ことわざ通りだよ」

「ふむ？」

　と。

　少年は窮きゆう屈くつに、肩を縮めた。不自然に身体が傾かたむき始める。だが倒れるわけではない。起き上がることも倒れることもできない状態で、わずかに傾かしいで動けなくなる。

　髭の男はようやくに、地べたに座る体勢を取った。そのまま、ため息とともに声を吐はき出す。

「どうしたことか。とうとう坊主のほうが、わしの声に縛られたよ。それでどうやってわしを殺すのだ？　さっぱり分からん」

　男が不快に思っているのは、ただその不明の一点、それだけのようだった。少年は答えることなく目を閉じて、呼吸を計っていた。マントの下にある腕うで一本、指一本動かせない。魔法による呪じゆ縛ばくは、かかってしまえば解く手段はない。

　が……

　少年は告げた。

「どんなに強力な縛いましめでも解くことはできる」

「ほう？」

「お前たち魔法使いは、敵意ある者に触れられていたら魔法は使えない」

「確かにそういった弱点はある。だからわしは、まず坊主の動きを封ふうじた。だからもう関係ない」

「……そうだな。もうひとつは、魔法使いの慢まん心しんを突ついて対たい抗こうすることだ……」

　マントの下で握にぎりしめている二連装スプリンばね式銃グ・ガン。それを意識しながら、少年は叫さけんだ。

「ブリアン！　今だ！」

　刹せつ那な。

　彼のマントが跳はね上がる。布地がなくなると、肩のふくらみがあった部分には黒い塊かたまりが乗っていた。それまで狭せまい場所で身体を縮めていた鬱うつ憤ぷんを晴らすように四つ足を伸のばし、長い尻しつ尾ぽを立てたその塊は……黒くろ猫ねこだった。

　金色の両りよう眼めを爛らん々らんと輝かせ、その猫が声こわ高だかに叫ぶ。

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう！」

「ぬかったわ！」

　その猫が唱えた言葉を聞くなり、髭の男が悲鳴じみた声をあげる。

　途と端たんに、少年は呪縛が解けるのを察した。動くようになった腕で、スプリング・ガンを構える。

「逃にがすかっ！」

　さほど殺傷能力の高い武器とはいえないスプリング・ガンだが、この距きよ離りで当たれば、たとえ魔法使いでも痛い程度では済まされない。彼は二本あるトリガーの一方を引き絞しぼるべく、指に力を込めようとした。

　が、やはりその刹那。

　銃じゆう口こうの先にいた髭ひげ面づらの男の姿が消えた。そして消えたのみならず、別の姿がそこに現れている。

　素すつ裸ぱだかの少女。

「…………」

　互たがいに無言で、銃口を挟はさんで見つめ合う。

　あまりにもかけ離はなれたものが唐とう突とつに現れ、少年は啞あ然ぜんと硬こう直ちよくした。少女もまた大きな瞳ひとみをぱちくりして、状じよう況きようが分からずにいるらしい。その中で。

　少年はなんとか、つぶやいた。自分の肩かたに乗っているものに問いかけるつもりで。

「へ……変身した？」

「違ちがう。入れ替かわったんだ。あの魔法使いは逃げた」

　黒猫はあっさりと答えてきた。あまりにも淡たん泊ぱくな言い方に、少年はやつあたりするように声を荒あららげる。

「入れ替わったって、この子誰だれだよ！」

「知るもんか」
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　その返答もまた、気楽なものだった。

　短い時間だったろうが、沈ちん黙もくが過ぎた。

　それは少女が、状況を理解するに要する時間……理解して、彼女が口を開いた。

「にゃあああああっ！」

　その悲鳴に、かろうじて効果を残していた隠かくれ身みが破れるのを自覚する。

　群衆が立ち止まり、逃げ道はなくなった。

　少年は。

　シャンク・アーバロンは。

　観念して両手を挙げた。




「だいたい、なーんでわざわざ『今だ！』なんて叫ぶかな」

「……ごめん」

「タイミングを見て、ぼくが勝手に飛び出す計画だったよね？」

「……悪かった」

「あの魔ま法ほう使つかいがあとほんの一いつ瞬しゆん長く戸と惑まどっていてくれれば、ぼくの呪じゆ文もんで縛ることができたのに。宣言してどうするよ」

「……ホントにね」

「そのあげくが誘ゆう拐かい犯扱あつかいで牢ろう屋やの中だ」

「…………」

　つまり、そのあげくが誘拐犯扱いで牢屋の中だった。

　ほかにどう考えようもない。武器も荷物も取り上げられ、警官詰つめ所しよの地下拘こう置ち所しよの湿しめった床ゆかに寝ねそべって、シャンクは天てん井じようを見上げていた。床と同じ、石造りの天井。面おも白しろみもなく、なにも注意を引くものはない。つまるところ、人が通れるような素敵な隙すき間まもなにもない。

　格こう子しのはまった扉とびらはだいぶ長いこと沈黙したままだった。弁解も虚むなしく、ここに放ほうり込まれて数時間が経たっている。そろそろ夕ゆう餉げの頃ころ合あいのはずだった。単に容疑をかけられ拘束されただけならば、とっくに外に出してもらえて良いはずである。あまり良い成り行きとは言えない。

　寝転がった彼の胸の上に、猫が寝そべっている。言うまでもなく、牢内に連れてくることができたはずはない。この牢に、猫が入ってくる隙間があったわけでもない。が、ここにいる。

　その猫に向かって、シャンクはつぶやいた。

「オロボイに言わせれば、この世界は神々に祝福され、人々が敬ってその賜たま物ものを大事にしている限りは誰もが幸せでいられるんだと。とても道理に満ちた世界であるってさ」

　胸の上で丸くなって、尻しつ尾ぽだけを横に振ふりながら猫ねこが答えてくる。

「あのずる鼬いたちの言葉でさえなければ、それを信じる気にもなるんだけどね」

「でもオロボイの奴やつは、こう言ったこともある。この世界は悪魔に魅み入いられていて、人々が気づかずに安あん穏のんとしているうちに少しずつなにかを腐くさらせていくんだと。とても道理に満ちた世界であるってさ」

「ふうん？」

「多分、同じ意味で言ってたんだと思うけどな」

「なにが言いたいのさ」

「警察っていうのは、味方にするのは良いけど敵に回すと面めん倒どうだってことだよ」

「誘拐犯扱いなら、まだマシさ」

　猫は言うなり手足を伸ばして起き上がると、大きなあくびをした。夜よ藍あい色いろの毛並みに覆おおわれた顔の中、白く鋭するどい歯がずらりと並んでいる。薄うすいピンクの舌が震ふるえているのも見えた。その舌で前まえ脚あしを舐なめると、顔を一回洗ってから、猫は言葉を続けた。

「ぼくらの素す性じようを知られたら、面倒どころじゃ済まないよ」

「分かってるよ、ブリアン」

「いいや、分かってないね。だいたいシャンク、ぼくがいつも言ってるだろ。魔ま法ほう使いを仕留めるなら、たった一度のチャンスを逃のがしちゃいけない。魔法使いシーカーは各おの々おの、自分のためだけにしか魔法を使わない。敵にしかならない相手だ」

「魔法を失敗して猫になっちまった魔法使いに言われるんでなけりゃ、それを信じる気にもなるんだけどね」

　ゆっくりと虚うつろに言葉を盗ぬすみ、シャンクは目を閉じた。猫が胸の上で、フーと威い嚇かく音を発するのが聞こえてくる。

「言っとくけどね！　ぼくの身体からだにかけられた呪のろいは、究極の魔法に挑いどんだ代だい償しようで……ぼくが真性の魔法使いだからこの程度で済んだんだ！　普ふ通つうなら死んでたね！」

「そんなこと言ったって猫は猫だし……」

　と、右みぎ眼めだけを開けてシャンクは応じかけた。そこで言葉を止める。

　ブリアンもまた反応していた。怒いかりの形相を引っ込めると、すぐさま彼の胸の上から飛び降りて牢の隅すみに移動する。この黒猫の使う隠れ身は強力ではあったが、あえて注意して見ようとする者に対しては通用しない。街中で顔見知りに気づかれずすれ違ちがうことはできても、牢の中にいるはずのシャンクの姿を看守の目から消すことはできない……いるはずのない猫一匹びきが隠かくれる程度なら話は別だが。

　牢の扉の外に、ひとけがあった。階段を下りてくる靴くつ音おと、会話が分厚い扉を通して聞こえてくる。

　やがて扉が揺ゆれ、鍵かぎの音が響ひびいた。シャンクがブリアンと視線をかわしている間に、扉は開いた。そこから顔をのぞかせた中年の警察官が、聞き取りづらい声で言ってくる。

「失礼しました。容疑が晴れましたので、もう自由の身です」

　口調は丁てい寧ねいだったが、感情は伴ともなっていない。屋内であるため馴な染じみのある黒い帽ぼう子しはかぶっていないものの、警官の態度はあくまで警察官らしいものではある。

　彼はもう一度シャンクの身体をじろりと眺ながめると、後ろ手に持っていたらしいマントと武器ベルトを差し出してきた。

「これも返へん却きやくします」

「はい」

　返事だけをして、シャンクは受け取った。白いマントと、鞘さやに納められた刀、そして剣けん帯たい。さらにはベルトのフックに、スプリング・ガンの銃じゆう身しんを吊つっている。その弾たまを入れた袋ふくろとともに。

「随ずい分ぶんと、その……物々しい装備ですな」

　やんわりと皮肉を利きかせて、警官が言ってくる。その男が気づかない牢の隅から、黒くろ猫ねこが首をかき切る仕草で親指（のつもりの肉球）を床に向けているのを目の端はしで見ながら、シャンクは素知らぬ顔で答えた。

「正せい教きよう会かいの庇ひ護ご下にない土地を旅するのなら、この程度のものは必要でしょう」

「この界かい隈わいの治安は保たれております。正教会ではなく我々の手でね」

　顔を引きつらせた警官に、シャンクは肩かたをすくめた。武器ベルトを手早く身に着け、マントを肩に回してから、

「そうですか。俺は教区内から来たので、こちらのことは知りませんでした」

「……そうは見えませんがね。その銃は旧式ですが、とても使い込まれている」

　じろじろとこちらを見ながら、さらに食い下がってくる男に、シャンクは笑いかけた。

「旧式だからですよ。兄のお古です。兄はマニアでしたから……ほら、こちらの剣は新品同様でしょう？　俺は武器なんて使えませんよ」

「まあ、確かに……」

　まだ納なつ得とくはいかないようではあったが、ぶつぶつ言いながらもその男は扉を開け、牢から出ていった。シャンクもあとに続いて、廊ろう下かに出る。扉が閉まるより先に、すり抜ぬけるように黒猫がついてくるのを確かく認にんしてから、前を行く警官に彼は訊たずねた。

「ところで、俺の冤えん罪ざいが晴れるのに随分と時間がかかったようですけど」

「冤罪ね」

　警官は、市民に対する礼としてはぎりぎりの口調でそうつぶやいてからあとを続けた。

「まあ状じよう況きようから拘こう束そくさせていただいたものの、あの娘むすめさんの証言……うう……なんというか非常に解かい釈しやくの難しい証言の数々から、どうもあなたに非があるのではなさそうだと」

「？」

　その警官の言っていることこそ分からなかったものの、シャンクは適当に同意した。やがて雑多に混み合った警察詰つめ所しよの中を抜けて表まで出ると、そこには婦警がひとり待ち受けていた。彼をここまで連れてきた警官が、その婦警に敬礼をして、そのまま無言で詰め所にもどっていく。

　わけが分からずに、その婦警を見やる。ふっくらとした中年の女だが、そこにいたのは彼女だけではない。

　そこにいると言い表すのが正しいのかどうかは、シャンクにも分からなかった。彼はとにかく、誰だれかが説明してくれるのを待って黙だまっていた。婦警はひとりの少女を背負っている。いや、婦警はなにもしていない。だがその婦警の背後から猿さるのようにしがみついて、首に嚙かみ付いている少女がいた。よく見ると婦警は髪かみもぼさぼさであちこちに痣あざを作り、顔や手にも無数の歯形がついている。言うまでもないが、婦警はあまり機き嫌げんの良い様子ではなかった。

「お疲つかれ様さまです。失礼いたしました。あなたの身み柄がらを解放いたします」

　まるで背後の少女など存在してもいないかのように言ってくる彼女に、シャンクはなんとか返事を絞しぼり出した。

「は、はぁ……」

「行いき違ちがいから拘束してしまったことには謝罪いたしますが、これも職務ですのでご容よう赦しやください。というわけで」

　と、にこりともせずに肩かた越ごしに背後を示して、婦警は続けた。

「この娘さんもお返しいたしますので、どうぞよろしく」

「…………」

　言われてシャンクは、その娘を見やった。

　当たり前だが、もう服は着ている。警察で用意したのだろう。真新しく、そして安物の上下ツーピースである。

　背が低く手足が短く愛らしく、そんな見かけだけで判断するのなら、年ねん齢れいは十二、三歳というところだろう。

　それが婦警の首をかじるに至る経けい緯いというのを思いつけず、困り果ててシャンクは足あし下もとにうずくまっている黒猫を見やった。猫もわけが分からないのか、目を見開いている。

　と。

「ねこっ！」

　唐とう突とつに、少女が叫さけんだ。叫んだ時には、もう婦警の背中から飛び降りていた。

「ねこっねこっ！」

「キィィィィィィ！」

　目にもとまらない速度で地面の猫を抱だきかかえ、そのまま猫ごと道の端まで転がっていく少女と、およそ猫らしくもない悲鳴をあげるブリアンとを見送って。

　シャンクにできたことは、ただ呆ぼう然ぜんと口を開けることだけだった。やがて少女は通行人を蹴け散ちらし道の端に激突してから、また跳はね返ってもどってきた。すっかり目を回したブリアンを大事に抱きかかえ、地べたにちょこんと正座した姿勢で止まると、小首を傾かしげて小さくつぶやいてみせる。

「……ねこ」

「満足した？」

「うん」

　なんとはなしに聞いたシャンクの問いに、少女は素す直なおにうなずいた。

　と、婦警がそそくさと敬礼して立ち去ろうとする。

「では、よろしくお願いいたします。これからも市民の味方、外区警察にお頼たよりくださいませ」

「いやちょっと！　ちょっと待って！」

　慌あわててシャンクは、去りゆく婦警の背中に取りすがった。

「えっと……いや別に、俺はこの子のことなんかなにも知らないし、保護者でもなんでもないんだけど……」

「この子を連れていかないのなら、容疑なんてなんでもいいからもう一回拘置所に放ほうり込みますよ。既すでに署内では何人かが病院送りになってます」

「…………」

　彼女の腕うでを摑つかんでいた手をぽとりと落として。シャンクがぱくぱくと口を動かしているうちに。

　婦警は去っていった。




「釈しやく放ほうされた理由はよく分かったよ。ここが教区内でなくて良かった。ちゃんとした警察なら、君ごと逮たい捕ほしてただろうからね」

　猫を抱いたままついてくるその娘を肩越しに観察しながら、シャンクは告げた。彼女は猫さえ抱いていればそれでいいのか、存外素直についてきている。ブリアンはまだ目覚めていない。

　無言のままのその少女への言葉に詰つまって、彼は咳せき払ばらいした。聞く。

「……で、君、名前は？」

「あなたには？」

　即そく座ざに、彼女が聞き返してくる。シャンクはまばたきして、

「え？」

「名前あなたの。あなた聞いたのをわたしが聞いたの」

「…………」

　言っていることはよく分からなかったものの、彼は目を閉じてなんとか分ぶん析せきしようとした。だいぶ時間が経たってから、とりあえずは名前を聞くならまずそちらからというような意味合いではないかと判断する。

「ええと、俺はシャンク。俺の名前ね。それで君の……」

「ねこを？」

「猫を、なに？」

「ねこ名前。名前のねこ。どうなの？」

「……ブリアン、だけど。一応ね、それは厳密には猫ではなくて……いや別にいいんだけどさ」

　今ひとつペースを摑めず、もごもごと彼は口ごもった。

　わざとやっているのではないか……とも思うが、首を傾げたまま純じゆん粋すいにこちらを見返してくる少女の瞳ひとみに曇くもりはない。悪意も、悪意ない悪戯いたずらも見当たらない。

「そ、それで、君の名前は？」

「分かんなし」

「なし？」

「覚えてなし。わたしのどうしたらここにいたの？」

「…………」

　シャンクは通行人の往来の中、立ち止まった。少女もそれにあわせて、ぴたりと止まる。両足をきれいにそろえて。

　しばし虚こ空くうを見上げて、彼は意を決した。とりあえず分かったことは、ただひとつのことだった。

　手に負えそうにない、ということ。

「……えーと……あのさ、ちょっとその猫ねこ返してもらってもいいかな」

　彼女の抱だいているブリアンを指さして、聞く。少女はあっさりうなずいてみせた。

「いいよ。二十数える間だけ」

「うわ短みじか。まあいいか。少し相談するから待ってて。おい、ブリアン、ブリアン！」

　受け取った黒猫の額をぺしゃぺしゃと叩たたきながら、呼びかける。

「う、うーん……回転……大回転……うわぁん母上、洗せん濯たく物ものが可哀かわい想そうだよ……」

　よく分からない譫うわ言ごとを漏もらしながら、ようやく猫は明るい金色の両りよう眼めを開いた。と、ねぼけ顔で言ってくる。

「やあシャンク。洗濯物は……あれは回しちゃいけないんだ……」

「いや回すけど。そうじゃなくて、なんかこの子、変なんだ。記き憶おくがないって」

　果たしてこれで理解してもらえるかどうか、確信はなかったものの、シャンクは簡単にそう言って黒猫の顔を少女のほうに向けた。ブリアンはほんの少し彼女を見ただけで、

「記憶を抜ぬかれてるね」

「そうなのか？」

「うん。多分この子、あの魔ま法ほう使つかいにさらわれたっていう子供のひとりだよ。生いけ贄にえを完全な処女にするために記憶を消すっていうのは、ありふれた話で」

　と。刹せつ那な。

「ねーこー！」

「キィィィィィィ！」

　二十数えたのだろう。飛び出した少女が猫をさらって、また道の端はしまで転がっていった。またなにごともなかったように正座の姿勢で止まる少女（と猫）のもとまで追いかけると、シャンクはつぶやいた。

「記憶を抜かれてるぅ？」

「……ねこ」

　彼女の返事はまるっきり関係のないものだったが、彼は気にせずに頭をかいた。どうしようも思いつかず、嘆たん息そくする。

「じゃあこの子、どうすりゃいいんだよ」

「あの……魔法使いを……追いつめて……記憶をもどさせる……しかないね……」

　今回はまだ意識が残っていたのか、少女の腕の中でブリアンが声をあげる。息も絶え絶えではあったが。

「でも……一度罠わなにかけ損そこなったからには……あいつの隠かくれ身みを破る手段は……」

「ねこー」

「……もう簡単にはいかない……」

「ねーこー」

「ぼくとしては……取れる手段はひとつ……だけで……」

「ねこここここここ」

「キィィィィィィィィ！」

　ねこねこ言われながら撫なでられたり引っ張られたり逆さにされたりしているうちに、さすがに限界がきたのか猫が叫さけぶ。まったく気にしない様子の少女の腕から無理やりに這はい出し、地面に飛び降りると、

「いい加減にしろよ！　だいたいなんだ猫だ猫だって！　ぼくは猫じゃない！」

「ねこよね？」

　猫を指さして、彼女。シャンクは腕うで組ぐみし、うなずいた。

「まあ、見た目はね」

「裏切るなシャンク！」

　なんにしろ、彼女が聞いてくる。猫を指さしたまま、

「でもこれ変よね？　しゃべるねこ」

「ちっとも変じゃない！」

　言い返したのは、その当のブリアンだった。少女が飛び出しても手のとどかない距離でようやく足を止め、毛を逆立たせている。

　そんな威い嚇かくも気にせず、少女は気楽に続けた。

「変よ。変態？　しゃべるねこ」

「断じて変態じゃない！」

「じゃあしゃべるのなんで。しゃべるねこ変。やっぱり変」

「あーもーうるさいな！　呪のろうよ!?　ていうか、どうして君は、ぼくの声が聞こえるのさ。今はシャンクにしか聞こえないようにしゃべってるはずなのに」

「？　聞こえるもの」

「えー……と」

　言い合うふたりに、シャンクは横から声をかけた。往来の人通りも気になったが、ブリアンが隠れ身を使っているのかもしれない。特に誰だれの注意も引いていない様子だった。

「ここはひとつ、お互たがい変同士ということで仲良くしてくれないかな」

「わたし変じゃないもんわたししゃべっても変じゃないしだってわたしはしゃべるから」

「ぼくは変じゃない！　ちょっとばかり猫ねこっぽいだけ！」

「…………」

　それぞれ即そく座ざに返してくる両者を見比べて、シャンクは深々と嘆息した。

　と、これもまた唐とう突とつに、少女がぺこりと頭を下げてくる。彼女は真まっ直すぐにこちらを見つめて言ってきた。

「助けてくれてありがと。あなた正義の味方？　すごい変だけどすごからし」

　一応は、感謝なのだろう。シャンクはまたこっそりと息をついてから手を振ふった。

「……悪いけど、君を助けたわけじゃないんだ。用があったのはあの魔法使いで、君を身代わりに姿を消されちまった」

「どゆこと？」

「俺は秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくなんだ」

「なにそれ？」

「そのものずばり、魔法使いに挑いどむ盗賊だよ。そういうの聞いたことない？」

「聞いたことあるかも。あるかどうか分からない。多分ないかも」

「……いや、こっちが分からない」

　困ることにも慣れて、シャンクは気まずく言うと顔を上げた。陽ひが暮れかかっている。彼が身体からだを起こすと身に着けた武器がじゃらりと音を立てた。




　かつて隆りゆう盛せいを誇ほこった魔ま法ほうというものが、究極の到とう達たつ点としたものは……究極であるが故ゆえ、たったひとつのものだった。

　不死。

　この世界、この次元に、存在を損なわないまま永遠に生き続けること。

　百年ほども昔のことだろうか。力を持った魔法使いシーカーらは、誰もがそれぞれの方法でその目標を目指した。

　ある者は世界の精せい髄ずい精せい霊れいを頼たより、ある者は魔界の存在を定義しそこに接せつ触しよくを試みた。ある者は肉体そのものを強め、ある者は木々、石土と同化しようとした。ある者は呪じゆ文もんで、ある者は祭さい壇だんでそれを求めた。

　魔法そのものの手段が人それぞれである上、不死の秘法へのアプローチもまた誰もが異なった……先人と、同どう輩はいと同じことをしていたのでは、それは成し得ないと誰もが信じていたからだ。

　魔法が衰すい退たいを迎むかえたのは、不死の秘法への研究の中、当然の結果として国土が枯かれ風紀が乱れすぎたせいとされる。末期の魔法使いらは、過激な手段をも辞さなかった。生いけ贄にえ、人体実験、他者の研究を潰つぶすための戦争、魔法使いは忌いみ嫌きらわれ、恐おそれられた。

　その時代が終わりを告げたのは、魔法使いらが自じ滅めつしたせいでもある。多大な人材、エネルギーを注ぎ込みながら結果を出せないことで、魔法による文化はあっという間に衰弱していった。その最後の混乱期は一いつ般ぱんに失意の荒こう廃はいと呼ばれる。秩ちつ序じよも倫りん理りも失い、魔法使いも魔法使いでない者も、ただ狂きよう騒そう的てきに破は滅めつへと飛び込んだ悪夢の十年間である。

　気がつけば魔法使いたちの姿はなかった。困難の時代を生き延びた人々は、魔法使いたちは残らず死し滅めつしたと慰なぐさめ合った。そして二度とそのような魔道に人が足を踏ふみ入ることのないよう、正当な人の教えを敬うことを誓ちかった。それが正教会の発はつ祥しようとされる。教区内においては魔法そのものが法はつ度ととされ、魔法を志す者は正教会の屈くつ強きような騎き士し団だんによって極きよつ刑けいが与あたえられる。

　だが。

　こう囁ささやく者もいた。

　魔法使いは死滅などしていないのではないか……

　教区の外で、今も過去と同じく不死の秘法を研究し続けている魔法使いは多いのではないか……

　かつての失敗から、今度は誰にも知られぬよう、陰かげに潜ひそみ……

　あるいは……

　かつてあれほどの危難を生き延びた魔法使いならば、本当に不死を達成している者もいるのではないか……

　それならば……不死の者ならば……当然、まだ生きているはずだ……

　こういった噂うわさは、皮肉なことに教区の中でこそ根強いものがあった。正教会は不死の存在を強く否定している。不死の実在を知っているからこそ否定するのではないか……と。

　教区の貴族社会はその結果として、ある種の人材を求めることとなった。

　教区の外に出向き、魔法使いの存在を摑つかみ、その研究を盗ぬすみ出してくる者。

　魔法使いそのものを雇やとい入れることはできない。彼らは己おのれの利のため以外には決して魔法を使わない。そしてその利はまず金銭では賄まかなえない。それを試みた貴族もいた。が、なにしろ不死を求める魔法使いである。その強ごう欲よくさと要求は底なしだった。愚おろかなヴィントクラーデ家の失しつ墜ついとして伝えられる一大スキャンダルは、その名家の破滅的没ぼつ落らくと正教会による断固とした処しよ罰ばつで周囲を戦おののかせた。なによりもその事件を見た貴族らは思い知った……魔法使いは飼えない、と。

　そして、魔法使いではなく、魔法使いに挑むことのできる盗賊が必要とされた。

　彼らはいつしか、秘儀盗賊と呼ばれるようになった。




「……なあ、ブリアン」

「なに」

「今回の納期は短いんだよ。一週間しか時間をもらえなかった。あと四日以内には、教区にもどらないと……」

　手配していた宿の、その屋根の上に寝ねそべって。シャンクはつぶやいた。

　夜空には星が広がっていた。黒地に光点の地図のように。輝かがやくものを見て、自らは闇やみに沈しずみ込む。そして、

「そうだね」

　すぐ横で、黒くろ猫ねこのブリアンが相づちを打ってくる。猫はぐったりと疲つかれた様子で、やはり少女の胸に抱だかれていた。少女自身はといえば、無言で首を傾かしげながら、機き嫌げんよく正座している。

　言うまでもなく、屋根の上に出ていることは宿の人間には無断である。言えば止められていただろう。

　星空の下に連なる、屋根上の世界。それは地上と雲の狭はざ間まにある特別な空間だった。そこには誰だれもいない。ふと、誰かが見上げていることはあっても。空に面し、どこまでも開けているのに私的な場所となる。

　微睡まどろみすらを覚え、慌あわててかぶりを振ふって目を覚ましてから、シャンクはブリアンに向き直った。

「それが分かってて、もうこの手しかないって？」

「仕方ないだろ。奴やつはプライドが高そうだった。だから自分の身近にぼくらみたいなのがうろうろしてれば目め障ざわりだろうよ。向こうから姿を現す。自身の安全を確保して、必勝の態勢を整えた上でふぇ」

　最後のふぇは、黒猫の牙きばを見ようとした少女に口を広げられたせいだった。

　シャンクは腰こしのスプリング・ガンのばねがきちんと巻き上げられていることを確かめながら、控ひかえめにつぶやいた。

「こんなの引っかかってくれるかな」

「魔法使いは自分のことしか考えない。だから引っかかるさ。そういうもんなんだよ」

「……お前も？」

「もちろん。あの魔法使いが嫌いやみたらたら逃にげていって、今いま頃ごろこちらの間ま抜ぬけぶりをほくそ笑えんでるかと思うと、本当に我が慢まんがならないあーもー」

　最後のあーもーは、猫の尻しつ尾ぽを鼻先に押しつけてじゃれさせようとしている少女の手を振り払はらいながらのものである。

「でも、はっきり言ってこれ、策なんて言えるかね」

　シャンクが聞くと、ブリアンは不本意そうに眼めを細めた。

「じゃあほかにどうしろってのさ。隠かくれようとしてる魔法使いを簡単に見つける方法なんてあるもんか。向こうから出てきてくれるよう仕向けるしかないんだよ」

「っても、これじゃ相手の気まぐれに期待するだけで、向こうだって馬ば鹿かじゃないんだからわざわざ出てくるわけが……」

「これなに？」

　唐とう突とつに声をあげたのは、少女だった。が、そちらを見やっても、彼女の見ている方向になにがあるわけでもない。ただ彼女は、なにもない空間に手を伸のばし……

「えい」

　ぺしんと軽い音を立てて、なにかをはたいた。そこから拳こぶし大だいのなにかが転がり落ちる。

「なんだ!?」

　慌てて、シャンクは跳はね起きた。マントの下でスプリング・ガンを構える。突然現れたのは、球形の生物だった。生物だと分かるのは、その物体にたったひとつ目が開いていたからである。それはしばらく屋根を転がって、なにやらのたうち回っていた。やがて力無くころころと屋根の傾けい斜しやを落ちていく。

「シャンク！　今のは目だ！」

「いや聞かなくても分かるけど」

「そうじゃなくて！　魔法使いの雇う覗のぞき屋で！」

「まあ、それはそれでわざわざ説明しないでも分かりそうな……」

「うわー！　どう言えばいいんだー！」

「ええと、いや、言わんとしてるところは伝わってるから」

　少女の腕うでの中で頭を抱かかえて苦く悩のうするブリアンに、シャンクはため息混じりに告げた。そのまま、ふたりをかばうように銃じゆうを構える。といって、相手の姿があるわけでもなく、どちらに向かってにらみを利きかせれば良いのかすら見当がつかなかったが。

　が、あっさりと。

「あっち」

　と少女が指をさす。月のある方向だった。シャンクが反応するよりも早く、ブリアンが彼女の腕から飛び降り、口早に叫さけぶのが響ひびき渡わたる。

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう！」

　少女の導く一点に炎ほのおの塊かたまりが現れる。星のひとつとしか見えなかったそれは、すぐさま巨きよ大だいな火球に膨ふくれあがり、あっという間に空そのものを覆おおい尽つくすような大だい火か炎えんへと変じた。

「燃えろ燃えろー！　燃えっちまえ！」

　ブリアンが歓かん声せいだか命令だか、煽あおり立てるように叫び続けている。夜の影かげを落とされ闇に庇ひ護ごされていた街が、真昼よりもまぶしく熱射にさらされた。悲鳴をあげようにも喉のどが渇かわいて息ができないほどの気流の渦うずが……

　噓うそのように、突然消える。

　再び夜の静せい寂じやくを取りもどした街に、ようやくシャンクは喘あえぎ声を発した。

「は、派手すぎやしないか？　大おお騒さわぎになるぞこれ」

「ちゃんと隠してるさ。それに、こんなものは子供だましだよ。あの熱の万分の一でも敵に触ふれれば上等だ。魔ま法ほう使つかいならこの程度は防げて当然」

　自じ慢まんと悔くやしさを半々に含ふくんで、ブリアンが答えてくる。

「……真性の魔法使いなら、こんな原始的な技は使わない。言葉ひとつで相手を殺せるんだから。それこそが本当の力だ。ぼくだってこの呪のろいがなければ」

　なんにしろ、炎が舐なめ尽くした空にはその痕こん跡せきもなにも残っていない。熱気の息苦しさすら、もう感じない。少女も指を下ろしていなかった。その指先から遥はるか離はなれて、三日月がなにごともなかったように輝いている。

　ブリアンが警けい戒かいを解いていないことから、シャンクもまた銃を構えなおした。
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　黒くろ猫ねこはぴんと耳を立て、ゆっくりと言ってくる。

「どうも頭の良い相手ではなさそうだね。黙だまって隠れてれば見つける手段なんてないのに。こんなに早く手を出してくるなんて」

「あ。まだいるあっちの向こうからでも反対側のもある」

　その少女の言葉の解かい釈しやくに余計な時間を費ついやしたとはいえ、シャンクは素す早ばやく身体からだを反転させた。彼女は今では月を見ていない。反対側の、屋根の端はしを見ている。

　今度は彼女が手を出すまでもなく、屋根の上に突然姿を現したのは鉄線を束ねて造ったような人形だった。シャンクよりもわずかに背が高いほどの大きさで、指の代わりに余った有ゆう刺し鉄線が垂れ下がっている。左ひだり腕うで側は鉄線そのまま、右手はさらに、鉄線に絡からむように金かな鎚づちを握にぎらされていた。

「シャンク！　あれは……」

「鉄の化け物だっていうんだろ。魔法使いの雇やとった。見れば分かる」

　シャンクが飛び出すと、鉄線の怪かい物ぶつもまた真まっ直すぐに屋根を横切って飛びかかってきた。すこぶるバランスの悪い造形だというのに、走っても足音ひとつ立てないどころか、屋根板に傷すらつけていない。洗練された兵士の動きだった。

　そのことに舌打ちしながら、スプリング・ガンを構える。怪物が振ふりかぶったハンマーの一いち撃げきを身体をずらしてかわしながら、シャンクはすれ違ちがいざまその銃じゆう口こうを怪物の側頭部に突つきつけた。

　引き金をひとつ引く。

　勢いよくばねが弾はじけ、二連装になった銃身の一本から弾だん丸がんが飛び出した。甲かん高だかい金属音と、それに続く衝しよう撃げきとが怪物の上半身を震ふるわせる。

　だが、それだけだった。弾丸は一いつ瞬しゆんだけ怪物の動きを止めたものの、表面をえぐることもなく跳はね返される。怪物はすぐに体勢を立て直そうとした。が。

　その時にはシャンクは片かた膝ひざをついて、マントの裾すそを怪物の片足に絡みつけている。

　意志を持っているように怪物の足を捕とらえたマントを、シャンクは勢いよく引っぱり上げた。衝撃でバランスを崩くずしかけていた怪物が容た易やすく転てん倒とうする。そのまま怪物は屋根の傾斜を滑すべり落ち、落下していった。

　そして。

「いるまだまだ」

　少女の指し摘てきは、なんとはなしに予想していたものではあった。

　シャンクが顔を上げると、これもまた脈みやく絡らくなく、屋根の四よ隅すみに一体ずつ、今と同じ鉄の怪物が立っていた。さすがに脅きよう威いを感じたのか、とててて、と少女が駆かけ寄ってくる。屋根のほぼ中央で、シャンクは改めて彼女をかばおうと銃を構えた。装そう塡てんされた弾たまはあと一発しかない。

　視線での牽けん制せい……などというものがこの怪物に通用するのかどうかは分からないものの、それでも現れた鉄人たちを順番に見やりながら、シャンクはつぶやいた。

「なんとかできるか？　ブリアン」

「どうだろうね。さっきも言ったけど、ぼくが今使える程度の子供だましなら、魔法使いは防げて当然なんだ……」

　足あし下もとからブリアンの声が返ってくる。

　さらに、頭上からも。

「そう。防げて当然だな」

　それはブリアンの声ではなかった。見上げると、すぐ真上……しかし手のとどかない空中に、あの魔法使いの姿がある。昼間見た時と、風ふう貌ぼうは特に変わらない。見開かれたままの両りよう眼めも、なにも。

　銃口をそちらには向けなかった。撃うったところでこの距きよ離りではたいした威力はない。ただシャンクは、弾丸の代わりに皮肉を放った。

「まんまと誘おびき出されたくせに、随ずい分ぶんと態度がでかいじゃないか」

　が。魔法使いは態度を崩さない。

「お前たちはなにを勘かん違ちがいしている？　誘き出された？」

「……こそこそ隠かくれてりゃいいものを、わざわざ出てきやがった。ほかにどう言えと？」

「ふむ？　なるほど。貴様らこそ、こんなところでぼやぼやしてなにをしているのかと思えば……なんのことはない。なんも知らん愚おろか者か」

　魔法使いの侮ぶ蔑べつは、負まけ惜おしみには聞こえなかった。空中で腕うで組ぐみしたまま、言葉を投げ下ろしてくる。

「まさか、わしが貴様らから逃にげるために、我が身と交こう換かんにその娘むすめを投げ与あたえたと？　その娘の正体を知っておれば、そのようなこと思いつくまいに」

「……どういう意味だ！」

　聞き返したのは、ブリアンだった。

　魔法使いが嘲ちよう笑しようする。

「その娘はな、あの時わしが家にもどろうとした瞬間、その経路を逆行して逃げおったのさ。記き憶おくもないくせにたいした手並みだ……その娘がなにか、教えてやろう。スプレッド・ムーンという」

　瞬間……

　どん！　と背中を叩たたかれて、シャンクは息を詰つめた。それほど強い力ではない。叩いてきたのは少女だった。瞳ひとみをきらきらさせて、注意を引くために殴なぐってきたらしい。

「わたし！　名前のよく分かったから教えて欲しいのだから！」

　どうやら自分の名前を聞いて、自己紹しよう介かいしたいらしい。どうでもよいことだとは思いつつも、勢いに押されてシャンクはうなずいた。

「……う、うん」

　と、少女が自信たっぷりに胸を張り、得意満面に言ってくる。

「どむーん」

「いやそんな略し方ねぇだろ」

　だが。ブリアンはなにやら神しん妙みような様子だった。泉のような眼を見開き、畏おそれを含んだ声でつぶやくのが聞こえた。

「……シャンク。その名前は……」

「どむーん？」

「じゃなくて。人の世界に分け与えられた月。大気の力で固化した純じゆん粋すい魔ま力りよくのことだ。その存在を知っているのは真性の魔法使い……ムーンウォーカーだけ。シャンク！　そいつただの魔法使いじゃない！　ぼくに匹ひつ敵てきする魔法使いだ！」

「じゃあたいしたことないんじゃ……」

「うわー！　すっごい腹立った！」

　ブリアンの抗こう議ぎは無視して。

　シャンクは、軽く肩かたを回した。つぶやく。

「参ったね。こんな教区の近くに本物の魔法使いがいるとは思っていなかったから、たいした装備持ってきてないよ」

「魔法使いはどこにでもおるさ」

　言ってくる魔法使いへ、シャンクは不敵に笑いかけた。

「くだらない外げ法ほうの輩やからならな。俺が言ってるのは本物の力を持った魔法使いのことさ。でも良かった」

　スプリング・ガンをベルトのフックにもどして、告げる。

「もとより、俺が狙ねらってるのはそういう連中だからな」

「どうやら貴様らも、ただの鼠ねずみではなさそうではあるな。はて。ならば何故わしは貴様らのことを聞いたこともないのか……」

　魔法使いの口調には感かん嘆たんが含ふくまれていた。ただし、勝利を確信し、見下した感嘆を。

　それを自覚した上で、魔法使いはあとを続けてくる。

「わしは感謝しておるところだよ。貴様らがその娘を手に入れて、さっさと逃げ出していたとしたら間に合わんところだった。これも教えてやろう。そのスプレッド・ムーンは、十三人目のイモータルに達する鍵かぎだ。ただしその娘自身の記憶がなければ始まるまいよ」

「ぺらぺらと余計なことを言うもんだな」

　シャンクが告げると、魔法使いはさらに哄こう笑しようを大きなものにした。

「だが、おかげでもう逃げられまい!?　その娘の記憶をもどすことができるのはわしだけだからな。さあ挑いどめ。そして力に屈くつせよ！」

「ならぼくが挑んでやろう！　このムーンウォーカー、ブリアンが！　これは太古よりの決けつ闘とうの作法だ！」

　黒くろ猫ねこが叫さけびをあげた。

　だが、その声に含まれた震ふるえに……シャンクは気づいていた。

（俺じゃあ勝てないと……そう言いたいのか、ブリアン）

　夜空に浮うかんだ魔法使いは、両りよう腕うでを広げ、厳おごそかに声を発する。月夜に鳴り響ひびく、ただし余人には聞こえない隠いん者じやの声。

　その見開かれた眼めの下にある、件くだんの娘、スプレッド・ムーンは……そろそろ退屈してきたのか、あくびをしていたが。

「呪のろいなどで獣けものに堕おちた者が決闘などとほざくな。対等のつもりか」

　朗々と轟とどろく嘲あざけりに、ブリアンが構わずに発声を貫つらぬき通そうとする。

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を──」

「その意味のない呪じゆ文もんはなんだ！」

　魔法使いの叫びに呼応するように、少女の身体からだが振しん動どうした。次いで、陶とう器きが砕くだける耳みみ障ざわりな音。

　ぱん、と弾はじけたのは、少女の両手首から先だった。痛みはないのか、彼女自身はその手を掲かかげて不思議そうに目をぱちくりしている。

　同時に、空間がねじれるほどの……意識したくなくとも顔が向いてしまうほどの重圧が、空中の魔法使いのもとに集まるのを、シャンクは感じ取った。

「貴様らに見せてやろう。これが真の力だ……その鉄人形とは桁けたが違ちがうぞ」

　すべては一いつ瞬しゆんの間だった。ブリアンが呪文を唱えられない間の。魔法使いが空に差し上げる手の先に、鎖くさりが握にぎられている。

　その鎖はさらに魔法使いの頭上へと吊つられていた。遥はるか上空に、その鎖に首をつながれて、引きずり出されようとしている巨きよ大だいな頭がある。

　月の影かげに隠かくされ、その詳しよう細さいは捉とらえられない。が、禍まが々まがしい輪りん郭かくと擬ぎ人じん化かされた猛もう獣じゆうの異様な面相は見て取れた。

「伝説の魔ま物もの……あれは吸きゆう血けつ鬼きだ。でかい。宿を踏ふみつぶすくらいある」

　弱々しく、ブリアンがうめくのが聞こえてくる。その言葉に被かぶせるように、魔法使いが叫んだ。

「わしはその娘の真の名を知り利用できる！　少しずつ砕いて力に転化する！　そうして真の力に一歩近づく！　永遠不ふ滅めつの力だ！」

「馬ば鹿かな！　そんな借り物の力で、真の魔ムーン法の道ウオークを目指せるものか！　調子に乗るな！」

　抗こう弁べんするブリアンを、まるっきり物事の推移など無視して抱だき上げようとしている少女が、手首のなくなった両手を困ったように見下ろしていた。

　シャンクも魔法使いをではなく、吸血鬼とやらをではなく、彼女を見ていた。

　やがて。シャンクはマントを肩から外して、彼女に被せた。

「…………？」

　眼まな差ざしで問いかけてくる彼女に、小声で囁ささやく。

「これを被って、かがんでいて。ブリアンも入って」

「シャンク？」

　これは、ブリアンだった。が、それ以上は聞いてこない。

[image: ]

　説明する時間もなかった。気配で感じ取る。やはり物音も立てずに鉄人形らがいっせいに動き出していた。金かな鎚づちを振ふり上げ、四体まったく同じ動作で屋根の中央を押し包んでくる。

　シャンクは身体を反転させ、それら四体の動作をすべて一いち瞥べつした。さらに、その場で垂直に飛び上がる。高く。鉄人形の頭よりも高く。

　振り下ろされるハンマーは、その場に残された少女、マントを被ってうずくまる彼女を狙ねらっていた。逃にげ道みちはない。シャンクは勘かんを頼たよって、四個のハンマーのうち、最も高い位置にある先せん端たんに、ほんの一瞬だけ着地した。

　そしてさらに跳ちよう躍やくする。

「なに!?」

　とは、魔法使いの悲鳴だった。二度目の跳躍で、シャンクの手がぎりぎり魔法使いの足にとどいていた。強く摑つかみ……そして、体重をかけて引きずり落とす。

　敵意ある者に触ふれられ、魔法を解かれた魔法使いを落とすことに苦労はなかった。まずは屋根板に叩たたきつけ、シャンクも続いてその上に落下する。魔法使いの身体を摑み直し、シャンクはさらに重力へと体重を委ゆだねた。魔法使いを捕とらえたまま屋根の傾けい斜しやを転落していく。

　屋根の上の別空間からありふれた地上への移動は一瞬だった。落下感に耐たえながら、魔法使いの身体からだをしっかり固定する。我知らず、シャンクは大声を出していた。そして。

　地面に落下した時には、魔法使いの下腹に膝ひざを突つき刺さしていた。

　内臓を潰つぶされ、さすがに多少は効いたのだろう。魔法使いはいまだ嘲ちよう笑しようを顔面に貼はり付かせたままではあったが、その眼めに媚こびるような色を滲にじませていた。喉のどの奥からごぼごぼと音を立てている。しゃべりたいらしい。聞き取りづらいが、シャンクは聞き取っていた。

「……わしを殺せばお前たちはスプレッド・ムーンを利用できない……秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくよ……ここに来たことは無む駄だ足あしになるな……」

　シャンクは魔法使いの声を無視してベルトから銃じゆうを引き抜ぬき、銃口を敵の眉み間けんに突きつけた。魔法使いの表情が引きつる。

「貴様……なにを考えている……？」

「お前が途と方ほうもない間抜けだってことをだ」

　冷然とシャンクは告げ……

　残ったもう一方の引き金を引いた。

























　引きつった笑えみを浮うかべた魔ま法ほう使つかいの眉間に、ぴたりと当てられた銃じゆう口こう。

　シャンクがトリガーを引くと、ばねが弾はじける音とともに銃身が激しく震ふるえた。スプリング・ガンの弾だん丸がんが機構に従って射出され、標的の頭ず蓋がい骨こつを抉えぐる。

　魔法使いは身をよじり、少しでもその凶きよう器きを避よけようとしていた。が、間に合わなかった。シャンクは意識して体重をかけ、魔法使いが身動き取れないよう組み敷しいていた。さらに魔法使いといえど、敵意ある者に触ふれられている時には魔法を使うこともできない。

　至近距きよ離りから顔面に弾丸を受け、動きを止めた魔法使いの額に、シャンクはスプリング・ガンのストックを押しつけた。押し殺した声で告げる。

「……見た目は無傷だが、頭蓋骨にひびくらいは入ったかもな。それをさらにぶっ叩たたいたらどうなると思う？」

　魔法使いは答えてこない。ただ意識はあるのか、呼吸を荒あららげて恐きよう怖ふに戦おののいた眼まな差ざしを見せている。

　それを見返し、シャンクは恫どう喝かつを続けた。

「お前が手にかけてきた犠ぎ牲せい者しやの数なんて知らないが、俺には情けなんて期待すんじゃねぇぞ。俺はお前らみたいな魔法使いシーカーなんて連中は、みんな死に絶えたほうが世のためだと思っているんだからな」

「貴様、ただの秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくでは……ないな？」

　ようやく吐はき出してきた魔法使いのつぶやきに、シャンクは舌打ちした。返事する。

「そう言うお前は、ただの魔法使いだよ。どこにでもいる、腐くされた魔法使いだ」

　そして、鎚つちのように銃を振ふりかぶる。

　瞬しゆん間かん、後ろから蹴けり飛ばされ、シャンクは地面に転がった。勢いに逆らって動きを止め、起きあがりつつ舌打ちする。魔法使いは彼を蹴り落とした足をゆっくり下ろしてやはり起きあがりながら、

「だがわしのことも、ひ弱な学者とは思わんことだ。坊主ぼうず」

「知ったことか」

　吐き捨てて、シャンクは相手に飛びつこうとした。触れていさえすれば、魔法は封ふうじることができる。まだ間合いはそれほど開いてはいない……

　が。

　魔法使いが腕うでを一いつ閃せんすると、その敵とシャンクの間になにかが着地してきた。四体の鉄人形。それらすべてが同じ格好で金かな鎚づちを構えている。が、そのうちの一体は他とは違ちがったものも担かついでいた。白いマントにくるまれた、少女と黒くろ猫ねこ。

「こぉのー！」

　破れかぶれで、シャンクは突とつ進しんを続行した。魔法使いをではなく、少女を抱かかえている鉄人形を目指す。人形らの動きが遅おそかったわけではないが、退路を気にせずに懐ふところにだけ潜もぐり込もうとしたシャンクに分があった。襲おそい掛かかってくる人形の包囲をくぐり抜ぬけ、マントから顔だけ出してきょとんとしている少女の元へと肉にく薄はくする。

　マントを摑み、シャンクは鉄人形を蹴け飛とばした。勢いで、少女と黒猫を人形の腕からもぎ取る。白いマントが解けて宙に舞まった。そして……まるで意志を持っているように、自然とシャンクの肩かたに留まる。

　少女はいまだよく分からないのか、小首を傾かしげている。両手首は失われたままだったが、腕だけで無理やり黒猫ブリアンを抱だきかかえていた。さらにそれを抱え込んで、シャンクは身体からだを丸めた。

　鉄人形が周囲から、いっせいに金鎚を振り下ろしてくる。タイミングのずれた複数の打だ撃げきをマントの上から身体に受けながら、シャンクは少女と黒猫ごと後方に跳とんだ。その間、シャンクの身体には、衝しよう撃げきひとつ伝わってこない。

　無傷のまま、シャンクは再び魔法使いや鉄人形との距離を開けていた。

「うわー」

　驚おどろいたように、少女が声をあげる。

「うわー。それー変ー。変態マントー」

「変態じゃないから。前になんとかいう魔法使いのところから盗ぬすんできたものだけど」

　指（ないが）をさして言ってくる彼女にそう答えながら、シャンクはあたりを見回した。

　両りよう腕うでをあげた格好で、魔法使いが立っている。シャンクはつぶやいた。スプリング・ガンをベルトのフックにもどしながら、

「さて……どうする？」

「坊主。聞くまでもないことを訊たずねるのは愚おろか者だよ」

　と。魔法使いは瞬まばたきする間にその場から消えた。いや、真まっ直すぐ空中に浮かび上がった。どう跳んでもとどかないほどに。鉄人形だけが、地上に残っている。

　さらにシャンクは、右肩に慣れた重みを感じた。いつの間にか黒猫が肩に乗り、耳元に囁ささやいてくる。

「逃にげるぞ、シャンク！　あいつが紛まがいなりにも真性の魔法を使うのなら、今のぼくらじゃ勝ち目がない！　それに、奴やつが魔法を使うたびに……この子が砕くだける！」
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「ああ」

　腰こしにしがみついてきている少女を見下ろして、シャンクはうなずいた。が、躊ちゆう躇ちよして問いかける。

「でもどうやって逃げるんだ。あいつ空飛んでるぞ」

「ものすごい速度で遠ざかればいいだろ」

「いや、ものすごい速度ってどれくらいの速度だよ」

「そんなもん、可能な限り速くに決まってるだろ。できればもぐれ。地面もぐれ」

「あーったく、もう！」

　的確なアドバイスに従い、シャンクは魔法使いに背を向けた。少女を抱きかかえ、全速力で駆かけ出す。

「逃がすか馬ば鹿か者めが！」

　魔法使いの怒ど鳴なり声に、そりゃそうだよなぁと思いながら、別の通りに入り込む。

　その背後から、鉄の足音。

「…………っ!?」

　悪お寒かんを覚えて、シャンクは横に跳んだ。そのすぐ横を、鉄人形の金鎚が振り下ろされて通過していく。もう追いついてきたらしい。

「速いっ！　速すぎっ！」

　横からさらに打ち付けられてくる金鎚の先せん端たんを頭を下げて避よけ、シャンクが叫さけぶと、その肩の上でブリアンがのんきに答える。

「ていうか君が遅い」

「仕方ないだろこんなに荷物抱えて！」

「言い訳する暇ひまがあったらもっと速く！　もうなんか光になれ！　次元超こえろ！」

「ああああああもおおおおおお！」

　追いついてきた鉄人形は一体だけではない。

　別の一体が頭を飛び越こえ、シャンクの前に回り込んだ。振ふり向きざま、横よこ殴なぐりに金鎚を振ってくる。

　と同時に、横に迫せまっていた鉄人形もまた後ろからスイングしてきていた。挟はさみ撃うちの形になる。

　かわそうにも、ふたつの武器に挟み込まれた隙すき間まはあまりにも小さい。

「だあああっ！」

　シャンクは少女を抱き込んで、マントを身体中に回した。その上で、安あん全ぜん圏けんとなる小さな隙間に無理やり身体をねじ込む。

　一いち撃げき目の鎚つち。これはやり過ごした。

　追撃。わずかにかすめる。マントの防ぼう御ぎよで痛みはないが。

　衝しよう撃げきに身体からだを引っ張られ、体勢が崩くずれる。

　踏ふみ出したつま先を地面に痛打して、シャンクは悲鳴をあげた。その時にはもう転てん倒とうしている。

　なんだか分からないうちに視界が巡めぐり、身体の各所を満まん遍べんなくどこかに打ち付け、ようやく地面に寝ねそべって動きが止まる。最後に見えたものは夜空と少女の顔だった。仰あお向むけに倒たおれた状態で、自分の身体の上にちょこんと彼女が座り込んでいる。彼女はよく分かっていない様子で、不思議そうに空を見上げていた。

　その向こうで、二体の鉄人形が金鎚を振り上げていることにも気づかずに。

「だああああおおおおやあっ!?」

　慌あわててシャンクは少女を引きずり倒すと、身体を入れ替かえるように転がって自分が上になるよう覆おおい被かぶさった。そのまま、ぞっとする予感とともに待ち受ける……鉄人形たちが武器を振り下ろしてくる衝撃を。

　それほど待つことはなかった。ふたつの打撃を、ともに背中のマントで受け止める。ほとんどの衝撃は防げたものの、それでも息が詰つまった。そのまま一呼吸ほどもその状態で地面の砂を摑つかむ。なんとか無事だった少女は、やはりよく分からないように夜空を見上げていた。

　シャンクは肩かたを戦慄わななかせると、肩越しに背後の鉄人形を睨にらみつけた。

「調子に……」

　ベルトに吊つっているスプリング・ガンの、グリップではなく銃じゆう身しんを摑み、

「乗るなぁぁぁっ！」

　叫びとともに、鉄人形の一方、その頭部に叩たたきつける。

　衝撃に、人形の頭が揺ゆれた。反撃を予想してシャンクは身構えた。が、人形は怪あやしげに首をぐるりと巡らせると、なにかを見失ったように突とつ然ぜん昏こん倒とうした。地面に倒れ、動かなくなる。

「な、なんだ？」

　分からずにうめくが、長く考えていられる時間もない。

　もう一体の人形が金鎚ではなく有ゆう刺し鉄線の左手でこちらを摑もうと手を伸のばしている。

　シャンクは手早く右手にマントを絡からめると、人形の手を摑み止めた。さらに身体を反り返らせて、距きよ離りを取ると、

「こおおおおおのおおおおおっ！」

　動けなくなった相手の頭に、思い切り自分の額を叩きつけた。

　まぶたを閉じていないはずなのに、目の前が真っ暗になる。

　いや、完全な闇やみではない。火花のようなものがちかちかと、暗い視界に散っていた。

　浮ふ遊ゆう感かんがある。とても身体が軽く気持ちが良いのに、なにかうるさい。シャンクはそれを黙だまらせようとして、はたと気づいた。叫んでいるのは自分だった。

「おおおおおおおおおっ!?」

　派手に額から血を流して、シャンクはその場にくずおれた。それと同時に、こちらの鉄人形も別の一体と同じように倒れて動かなくなる。

　と。

「あーあ。なんでよりによって頭ず突つきかな」

　声が聞こえると同時に、肩へと、ぽんとなにかが乗っかってくるのを感じた。先ほどの転倒でどこかに落ちていたらしいブリアンだった。

「おおおおおおおお!?」

　シャンクが悲鳴以外なにも答えられずにいるうちに、黒くろ猫ねこはしたり顔であとを続ける。

「馬ば鹿かだ馬鹿だとは思ってたけど、骨より硬かたいものに喧けん嘩か売るべきじゃないって、いつになったら分かるんだろね」
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「おおおおおああああ！」

「分かっててやったんなら、なお馬鹿だね。その怪け我がどうすんの。走れるの？」

「あーおーあーおー」

「……にしても、さっきから叫び声ばっかりだね」

　相手がそこまで言ってから、ようやくシャンクは声を止めた。血だらけになった額を押さえながら、怒ど鳴なり声をあげる。

「お前もなんとかしろよ!?」

「ぼくの魔ま法ほうは通じないんだってば」

　平気な顔で、ブリアンは答えてきた。走り回ったあげくに出血までしてめまいを感じていたものの、なんとかぎりぎり意識を保ってシャンクは声を荒あららげる。

「役に立てよ！　なんか！」

「じゃあひとつ気づいたんだけど……」

　と、倒れている二体の鉄人形を前まえ脚あしで指し（その肉球を見て目を輝かがやかせる少女の気配に気づき慌てて引っ込めてから）、ブリアンがつぶやいた。

「あの身体からだを動かしている中身があるんだ。だから表面は鉄製でも、衝しよう撃げきに弱い。人間並に動けるってことは、人間並に複雑で柔じゆう軟なんで繊せん細さいで……つまるところ弱いってことだ」

「……そういや、最初に屋根から落とした奴やつはいないみたいだな」

　大きく肩で息をしながら、シャンクはあたりを見回した。

「と、とりあえずこの怪我を……」

　だらだらと顔面にこぼれる血を指で拭ぬぐって、つぶやく。ブリアンが大げさにため息をつくのが聞こえてきた。

「またやんの？　分かってると思うけど、地じ獄ごく見るよ」

「仕方ないだろ」

　嫌いや々いや告げてから、歯を食いしぼって待ち受ける。ブリアンが頭の上に登り、前脚で額のあたりに触ふれてきた。

「で、いつまでにする？」

「えーと、うーと、三日」

「ほい。借り受け」

　ブリアンがつぶやくと同時、傷の痛みが消え失うせる。血の跡あとすらもなくなってしまった。

　それまでブリアンの尻しつ尾ぽを狙ねらっていた少女が、はっと驚おどろいたようにシャンクを見やった。傷の消えた顔面を興きよう味み津しん々しんにのぞき込んでくる。

「消えたの治した？」

「治ってないよ。一時的に棚たな上あげしただけ。三日後にはもっとひどくなって返ってくる。覚かく悟ごしといたほうがいいね」

「ううう」

　消えたはずの痛みがぶり返してきたような錯さつ覚かくに額を押さえる。だがなんとか気を取り直し、シャンクはあたりを見回した。

「それより、逃にげるなら今のうちに……」

　鉄人形は少なくともあと二体は残っているはずなのだが、見当たらない。

「追ってこないのか？」

「そんなわきゃないと思うけど」

　ブリアンが頭から左ひだり肩かたに移動する。少女を避さけてのことだろうが。

　ごそごそ逃げ回る猫ねこから少女へと視線を移して、シャンクは嘆たん息そくした。

「とにかくこの子を魔法使いから遠ざけないといけないわけか……ええと、スプレッド・ムーンだっけ？」

　と、つぶやくと。

　いきなり少女はふくれっ面つらになり、猫のいない右肩に飛び乗ってきた。思ったよりは軽いが、それでもバランスが崩くずれてシャンクの身体が右側に傾かたむく。

　さらになにをするかと思えば、彼女は口を大きく開くと、シャンクの頭に嚙かみ付いてきた。

「痛い痛い痛ててて！」

　叫さけびながら、少女を振ふり落とす。彼女は器用に着地して、まだ不ふ機き嫌げんな様子で声をあげた。強調するように自分の胸を叩いて、

「どむーん！」

「何な故ぜその名前に愛着持つかな……」

　嚙まれた側頭部を押さえながら、シャンクがうめく。と、それらすべてをスルーして、なにごともなかったかのようにブリアンが話を再開する。

「ところでこのどむーんだけど」

「いやその名前採用なのかよ」

　シャンクは聞いたが、それこそどうでもよいことなのだろうとも思えた。それよりも差し迫せまった問題がある。

「時間の無む駄だだ。とにかく逃げないと……あの魔法使いはどこから来るんだ？」

　すると。

　少女……どむーんが、さらりとつぶやくのが聞こえてきた。

「きっとしてる」

「え？」

「たらみく」

「…………？」

　分からず、首を傾かしげていると。

　しばらく虚こ空くうを見上げ、そして不意に、どむーんは言い直してきた。

「たくらみ準備してたの」

「誰だれが」

「あれなど」

　くるりと身体からだを回して、彼女が指さす……つまりはやはり、指をさしたつもりで手首のない腕うでを向ける。

　瞬しゆん間かん、その肘ひじから先が砕くだけ散った。

「!?」

　彼女が指した方向は間ま違ちがいなかったらしい。肘すらなくなったその腕で示した先に、みっつの人ひと影かげがある。

　二体の鉄人形。そしてそれに守られるように、魔法使い。

　さらには新たに、またなにかが現れようとしている。

「余計な手間をかけさせおって……貴重なスプレッド・ムーンを、また磨すり減らすことになった」

　魔法使いの声は、口くち惜おしげでもあり、どこか得意そうでもある。

「くそ……」

　いまひとつ実感がなさそうな少女を見下ろして、シャンクはうなり声をあげた。

「これだから魔法使いってやつは！」

「そうだよ。だから小こ僧ぞう、貴様は逆らうべきではなかった」

　手をかざした魔法使いの元へと、どむーん……スプレッド・ムーンが砕ける様を逆転させるような光が集束する。それとともに魔法使いの手元に現れたのは、巨きよ大だいな剣けんだった。

「スプレッド・ムーンの力を使えば、このようなものを呼び出すこともできる。太古に鍛きたえられた魔ま力りよくの刃やいばだ。持ち主は、今ごろ……いやこれは百十七年前から取り寄せたものだから、その当時に慌あわてたのかもしれんな」

　小こ柄がらな老人に持ち上げられるような大きさではない。だが魔法使いは剣の重さなど感じてもいないようにその剣を一振りしてみせた。人間ならばその刃の上で大の字になれるほどの広大な鉄の刃である。

「月へムーンの道ウオーク……魔ま力りよく奔ほん流りゆうの経路からこぼれ落ちるのが魔ま力りよく結けつ晶しよう、スプレッド・ムーンだ。どのような形に結晶化するかは魔力特有の気まぐれ次し第だい。だが生物として顕あらわれることは滅めつ多たにない。本当は雄おすのほうが良かったが贅ぜい沢たくは言ってられん。なんにしろ、わしはあとほんの少し待つだけでいい」

「なにが言いたい？」

「その娘むすめが成熟すれば増やすことができる。わしは無限の魔力を持つことになる。不ふ遇ぐうのシーカーなどではなく、イモータル……不死者に名を連ねる夢が現実のものとなる」

「悪いが無理だ。スプレッド・ムーンは連れて行く。魔法使いから秘ひ儀ぎを盗ぬすむのが秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくだ……」

　シャンクはどむーんを背後にかばいながら、敵の出方を待った。距きよ離りは離はなれているが、スプリング・ガンを装そう塡てんしている余よ裕ゆうはない。逃げられないことも既すでに分かった。

　じわりと押し寄せてくる寒々しい気配……汗あせの湿しめり気けを手のひらに感じる。指をこすり合わせてそれを拭ぬぐった。その手を、ゆっくりと、残った武器に触れさせる。

　剣の柄つか。

「シャンク！」

　ブリアンの叫び声は、警告のようにも聞こえた。

「惑まどわされるな。あの剣は虚こ仮け威おどしだ！　本命は別にある」

「なんだと？」

「たらみくー」

　どむーんの気楽な声。

〝たくらみ準備していた〟

　あの時間で魔法使いはなにかを準備していたと、彼女は言っていたのだ。魔法使いのあの剣がフェイクならば、砕けたスプレッド・ムーンの魔力はなにに使われた……？

　振ふり返る。

　見えたものは……

　津つ波なみのようでもあった。夜の道にびっしり隙すき間まもなく溢あふれるほどの鉄人形が押し寄せてくる。

　思わず、総毛立つ。なにをすれば良いかも分からず、ただ身体からだが縦長に伸のびるような、そんな感覚。

「ひょおおおおっ!?」

　鉄人形の群に吞のみ込まれる前にできたのは、悲鳴をあげることだけだった。

　目を開けると、牢ろうの中だった。

　警察の拘こう置ち所しよとそれほど違ちがいがあったわけではない。だが、大きな違いがひとつだけ。石造りのその部屋には、窓どころか扉とびらもなかった。

「なるほど……」

　床ゆかに転がったまま、シャンクはひとり、つぶやいた。

「殺されなかったのは運が良かったけど、どうしたもんかね、これは」

　身体を起こす痛みで、たいした怪け我がはしていないと悟さとる。打ち身がいくつかあるかもしれないが、深手ではない。ただしマントも武器も身に着けてはいなかった。取り上げられてしまったらしい。

　見回しても、黒くろ猫ねこの姿もない。当然、どむーんも見当たらない。

「しかし、魔法使いってのもどうしてこう抜ぬけ作さくなんだかね」

　半眼で立ち上がり、シャンクはぶつぶつと続けた。何度か壁かべを見て、壁の一部の出っ張りに手のひらを置く。

「この石だけ手て垢あかがついてりゃ、普ふ通つうなんだか分かるっての」

　それを押し込むと、滑かつ車しやと歯車の軋きしむ重々しい音を立て、壁の一部が開いた。のぞき込むと、そのまま通路になっている。

　が……

　嘆たん息そくし、シャンクは押し込んだ石を引きもどした。再び装置が稼か働どうして通路が閉じる。また牢の中央にもどり、彼は座り込んだ。

「……いや、抜けてるのは俺か。ここは奴やつのアジトだな？　どうせ部屋から逃にげれば、すぐに報告が飛んでく手て筈はずになってるんだろ」

　屋根の上に現れた目玉バケモノの斥せつ候こうのことを思い出す。

「丸まる腰ごしじゃどうしようもないしな。くそっ、オロボイの奴が、炸さく裂れつ弾だんの値上げなんてするから」

　その時だった。

　まるで、その愚ぐ痴ちに応こたえるように、背後でなにかが床に落ちる音が響ひびく。

　振り返ると、そこには剣けんが転がっていた。拾って確かめる。間違いなく、彼の持っていた剣だった。

「なんだ？」

　わけが分からず、うめく。と。

　ゴッゴッゴッ……

　先ほど聞いた機械音。勝手に通路が開いていく。完全に開ききったところで、装置は止まった。しんと静まり返る。通路の奥は暗く、先になにがあるのかまったく見えない。

「…………」

　唇くちびるを軽く舐なめて、シャンクは剣の鞘さやを剣帯に結びつけた。次の展開があるのか待つが、なにも起こらない。一呼吸……二呼吸。なにもなかった。

（罠わな……以外にあり得ない。ただ殺すだけならこんな回りくどいことはしないだろうけど。相手は魔ま法ほう使つかいだ。情けは絶対にない）

　警けい戒かいし、身構えたままで通路を見み据すえる。石の通路によどむ闇やみは揺ゆらぐこともなく、語ってくることもない。

（焦あせるなよ。あの魔法使いが俺をこの通路に入らせたいのなら、なにか理由があるはずだ。それが分かるまで……せめて想像がつくまでは入っちゃいけない）

　刹せつ那な。

　通路の奥から、悲鳴が聞こえてきた。どむーんのものだろう。

「くそっ！」

　仕方なく、そのまま通路へと踏ふみ込む。入ってしまえば躊ちゆう躇ちよなく、シャンクは駆かけ出した。通路はただ真まっ直すぐで、傾けい斜しやもない。途と中ちゆうで扉があるわけでもなく、先に進むだけだった。

　やがて、正面に薄うすぼんやりとした灯あかりが見える。小さな燭しよく台だいが左右から、両開きの扉を浮うかび上がらせていた。立ち止まり、手で押すと苦もなく開く。

　中は円形の広間になっていた。天てん井じようも高い。その天てん蓋がいの中央に設しつらえられている球形のガラス玉から、正体不明の眩まばゆい光が放たれて、それが照明になっている。入ってきた扉以外に出口はない。シャンクは飛び込んで見回したが、どむーんの姿はなかった。

　さらに、背後で扉が勝手に閉まる。

　がちゃん、と金属音。部屋の中央にふっと現れたのは、もう見慣れた鉄人形だった。たった一体だけだが。

「…………？」

　いまだ、意図は分からない。シャンクは眉まゆ根ねを寄せたまま、その鉄人形から間合いを開けるように半歩退いた。武器はない……剣しか。

　気勢も気合いも発するわけではない。前まえ触ぶれなく、鉄人形が躍おどりかかってくる。大きく横に跳とんで、シャンクは振ふり下ろされる鎚つちの軌き跡せきから逃のがれた。金属製の鎚が叩たたきつけられても、ドームの床には傷ひとつつかない。乾かわいた音が、薪まきでも割るように鳴り響いた。

「ひとつ分からないのは……」

　唐とう突とつに、声。ぎょっとしてシャンクは鉄人形を見やった。人形の顔の部分に、魔法使いの生身の顔が浮かび出ている。

　こちらの驚おどろきなどまったく無視して、魔法使いの顔は無表情に続けた。

「貴様の正体だ、坊主ぼうず」

「秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくだって言ったろ」

「違ちがうな」

　がしゃん！

　と、先ほどとよく似ているがもっと激しい金属音。ドームの中央に再び鉄人形が現れた……のだが、先刻とは違う。まず、一体だけではない。そしてそのすべての鉄人形が壊こわれていた。床に倒たおれたまま動こうともしない。外傷らしい外傷はなかったが。

「内部だけが、鋭えい利りに抉えぐられていた……外部を覆おおう装そう甲こうをきれいに避さけてだ」

　忌いま々いましげに、魔法使いが語る。鉄人形の腕うでで示された、動かない残ざん骸がいは三体分あった。

「お前たちを捕とらえた後……三体の兵隊がこのざまで残っていた。貴様の仕し業わざか？」

「なんのことだ？」

「その剣を調べたが、なにもない、ただの剣だった。そもそも、どんな技わざを使えばこんなことができる？……内部だけを斬きるなどと！　貴様、いったいなんの魔法を用いてこの兵を破は壊かいした？」

「さあね！」

　シャンクは吐はき捨てると、弾だん丸がんのように飛び出した。振り返ろうとする鉄人形を後しり目めに、三体の残骸が転がるほうへと走っていく。目当てはその残骸たちではなかった。それらが落下してきた空間へと、跳ちよう躍やくして飛び込む。

（出られるか……!?）

　それほど期待していたわけではなかったが。

　シャンクはその空間を飛び越こえて、そのままなにもなく残骸の向こうへと着地した。その場所が別空間につながっていることを期待したのだが、開きっぱなしではないらしい。

　足音を立てて、魔法使いの顔を宿した鉄人形がこちらを向く。この鉄人形が、そうしようと思えば足音なく動けることは分かっている。威い嚇かくのためにわざと音を立てたのだろう。

「逃げ場などあるものか。貴様に魔法があるのならば、見せてみろ……これは決けつ闘とうだ！」

「自分は安全な場所にいて決闘とはよく言ったもんだ」

　向き直ってシャンクは告げた。武器もマントもない。剣の重みを剣帯に感じながら身構える。

「お前自身が来いよ……そうしたら、いくらでも教えてやるよ」

「魔法使いが、わざわざ貴様の都合など聞くものか！」

　吠ほえて、魔法使いが突とつ進しんしてくる。

　鉄人形の性能はこれまでと変わるものではない。動作を見て、シャンクはそう判断した。一対一ならばかわし続けることもできる。そして隙すきを突つけば……

（問題は、だ）

　鉄人形の攻こう撃げきをぎりぎりまで引きつけてから避け、シャンクはつぶやいた。

（ブリアンとどむーんは、どこにいる？）




「いるここにね？」

「？」

　ブリアンは理解できなかったものの、あまり気にせずにどむーんの言葉を聞き流した。いちいち聞き返すことに疲つかれてもいた。なんにしろ、ほとんど裸はだか絞じめの体勢でどむーんに抱だきかかえられていることに心底ぐったりしている。

　捕らえられた後、ここに連れてこられても、どむーんは特に慌あわてた様子もなかった。奇き妙みようなガラス張りのケースとしか見えない円柱形の容器に、ブリアンとともにすっぽりと収納されている。ガラスに何度か爪つめを立てようとしたが、傷きず痕あとどころか触ふれた跡あとすらつかなかった。魔法も使えない。
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　容器が設しつらえられているのは、研究室とでもいうのか……実際にここの持ち主である魔ま法ほう使つかいがどう呼んでいるのかは分からないが、そういった施し設せつに見えた。陽光の入らない窓のない室内に、似たようなガラス容器がいくつか並び、汚よごれ放題の壁かべと床ゆかと対照的に錆さびひとつない鉄製の器具が整然と配置されている。棚たなという棚には書物や瓶びん詰づめのなにかが詰められ、溢あふれた品物は床に積まれていた。部屋の向こうには当の魔法使いが立っている……こちらに背を向けて。なにをしているのか、手鏡のようなものに顔を突っ込んだまま動かない。

「さて……」

　黒くろ猫ねこはため息をついた。

「どうしたものかね」

　その〝どうしたものか〟には、狭せまい容器の中で自分を抱きかかえたまま手放そうとしないどむーんのことも含ふくまれているのだが、これはどうしようもないらしい。

「ねこ」

　上じよう機き嫌げんにつぶやいている。

　さらに、頭を撫なでようとして……

　困ったように、どむーんが顔をしかめた。そして急に目を閉じ、全身を力ませて、

「んーむむむむむむむむ」

　顔を紅潮させ、口を横一文字に引きつらせてうめき出す。嚙かみ合わされた白い歯を見上げてブリアンがぼんやりしていると、やがて。

　ぽん！　と景気の良い音を立てて、どむーんの肘ひじから失われた部分が生えた。

「うわ。そんな簡単な仕組みなんだ」

　なんとはなしに呆あきれて、ブリアンはつぶやいた。よく見ると、どむーんの身体からだが一回り小さくなっている。全体を減らして失った部分を補ったらしい。

「ねこー撫でたねこー」

　彼女は生えた手をわきわきと握にぎると、目を輝かがやかせてここぞとばかりに撫でてきた。それ自体はさほど不快なものではなく、ブリアンも甘かん受じゆしていたが、どむーんのほうが物足りなくなったのだろう。今度は左手を前にして、うめき始める。

「んーむむむむ」

「まあどっちにしろ極きよく端たんに減りすぎたりしなければ、少しずつ本来の大きさにまでは再生してくはずだよね。成長期だし……いやあまり関係ないか」

　今度は左手を生やすどむーんに、ブリアンはあきらめの表情で頭を振ふった。今度はひっくり返った形で、わしゃわしゃと腹を撫でられる。

　前まえ脚あしを丸めて降参のポーズで、ブリアンは思考を続けた。

（もっとも、毎回ちゃんと壊こわれずに再生するかどうかは怪あやしいけど……この子の様子からすると、あの魔法使い、既すでに何度か限界ぎりぎりまで試ためしてるのか）

　鏡に顔を突っ込んだまま動かない魔法使いの背を横目で見やって、プライドを逆撫でされるのを感じる。明らかに魔法使いは、こんな容器ごときでブリアンの力を完全に封ふうじられると安心しきっているのだ。

（ふん。このブリアン様が、こんな辺境のこわっぱに舐なめられるなんてね）

　どむーんに両手で尻しつ尾ぽを摑つかまれ、ぶら下げられた姿勢でブリアンはうめいた。

（シャンクが見ていないのならあんな魔法使いなんか、ぼく本来の力でなんとでもできる……けど、迂う闊かつなことをすれば、それこそあの魔法使いはどむーんを全部使い切って反撃してくるかもしれない）

　それでは意味がない。

　魔法使いシーカー同士の決闘では、相手の生死はたいした意味を持たない。他人が死のうが生きようがどうでもいい……大事なのは、生き残った後に勝った気分になれるかどうかだ。ほかに意味はない。魔法使いは、気分よくいるために魔法使いとして生きている。

　それを解げ脱だつすること、つまり究極の願望を叶かなえた存在、それがシーカーを超こえる魔法使いの到とう達たつ……不死者イモータルといえる。

「ねねねーこー」

「……いや。あのね」

　いつの間にかどむーんの枕まくらにされていることに気づいて、ブリアンはようやく彼女につぶやいた。

「なぁにねこ？」

「猫じゃないし……いいお話をしてあげよう。どむーん、君も魔ま力りよく結けつ晶しようなら、魔法使いに従う義務がある」

「うん」

「より強い魔法使いを尊敬し、従う。それが魔力の性質だ……だから、不ふ相そう応おうな望みを持った弱い魔法使いは魔力に反逆される。つまり君みたいな極ごく上じようの魔力結晶が、あそこでこっちに尻しりを向けて馬ば鹿か面づらだけを鏡に突つっ込んで隠かくしてる力不足のぼんくらを尊敬する必要はない」

「うんうん」

　素す直なおにうなずく彼女の様子に気をよくして、ブリアンはにっこりした。とはいえどむーんが枕まくら扱あつかいをやめてくれたわけではなかったが、それもこの話の続きを聞けば理解してもらえるはずだった。そのまま続ける。

「さて、こんなことは知ってるかな？　口伝では、既に十二人の魔法使いが不死を達成したらしい」

「知ってたはずー」

「そか。知ってるか。実は、ジャジャーン！　そのうちのひとりはぼくの母上だ」

　ブリアンはどむーんに潰つぶされかけながら、なんとか誇ほこらしく胸を張った。

「母上こそ真のムーンウォーカー、月ムーのンウ道オークを支配してる魔女だ。母上に会えたらこの呪のろいも解いてもらえる。そしたら、十三番目のイモータルはぼくだ。だからぼくはシャンクの不死者探しを手伝ってるのさ。分かったら、もっとぼくを尊敬したほうが」

　言いながら、ちらりとどむーんを見やる。彼女はきらきらと瞳ひとみを輝かせ、こちらを見ていた。が、尊敬の眼まな差ざしとは少し違ちがう……

　胸を張ったことがいなかったらしい。柔やわらかい胸の毛に目をつけられ、ブリアンは殺気を感じた。

「ねーこー！」

「キィィィィィィィ！」

　嚙み付くように顔を擦こすりつけてきたどむーんに威い嚇かくの声をあげながら、ブリアンは部屋の中を見回した。これからすることは、絶対にシャンクに見られてはいけない。ほんの一目、うっかりのぞかれるだけでも身の破は滅めつとなる。

（大だい丈じよう夫ぶ……かな）

　魔法使いが油断している今ならば、気づかれずにやれる。

「……ねこ？……じゃなく？」

　どむーんが、つぶやきを発した。目を丸くして、こちらを凝ぎよう視ししている。狭せまい容器の中で、さらにスペースが減っていく。押し潰されるような息を彼女が漏もらした。

　答えずに、ブリアンは変化を続けた。




「そろそろ剣けんを抜ぬいたらどうだ、坊主ぼうず！」

　何度目か……何十度目か。

　鉄人形の攻こう撃げきをかわし続けるが、終わらない。額から流れ落ちる汗あせ……肺を引きつらせる呼吸と動どう悸きに内心悲鳴をあげながら、シャンクはうめいた。

「こんなもんじゃ斬きれない。そう言ったのはお前じゃなかったか？　魔法使い」

　円形のドームは、逃にげ回るのには適していた。隅すみに追いつめられることもない。が、身を隠す場所もない。剣を抜かないまま、シャンクはこの鬼おにごっこを、捕つかまれば有ゆう刺し鉄線で引きずり倒たおされるこの鬼ごっこを続けていた。

（あとどれくらい続けられる？）

　自分で自分に、問いかける。

　あまり肯こう定てい的てきな返答ができる自信は残っていなかった。

（思った以上に隙すきがない。いっそ、ここでケリをつける……か？）

　いや。

　シャンクは即そく座ざに否定した。この場で鉄人形を破は壊かいすることは容易でも、それで魔法使いを仕留め損そこなえば……

（あれを見れば、こいつは逃げるだろうな）

　冷ややかに、シャンクは鉄人形に張り付いた魔法使いの顔を見やった。見られれば逃がしてはならない。追っているところをブリアンに見られるわけにもいかない。

　誰だれにも見られてはいけない。

「どうした！　動きが鈍にぶくなっているぞ……坊主！」

　声こわ高だかに、魔法使いが嘲あざけりを発してくる。挑ちよう発はつだと承知で、シャンクは応じた。

「お前が焦あせっているからそう見えるのさ」

「焦る？　わしが？　なんのためにだ。わしはスプレッド・ムーンを取り返し、今度は抜け出せぬよう隔かく離り管かんの中に入れておいた。あれを内部から破ることは不可能だ。わしに不安はない。貴様を追いつめて疑問を解けば良い。さあ、真実を見せろ！　貴様は何者なのだ！」

「見たものをそのまま信じられないような奴やつにゃ、見せるものなんかないね」

　シャンクは言葉だけを残して、後ろに跳とび退すさった。鉄人形の伸のばした左手の有刺鉄線が眼前を通り過ぎる。

「ほざけ、盗人ぬすつとが！」

　続けて独こ楽まのように回転し、鉄人形が右手の鎚つちを振ふり下ろしてくる。もう一歩後ろに下がろうにも、背後は壁かべだった。横に大きくかわして身構える。

　靴くつの裏が滑すべり、身体からだが沈しずんだ。膝ひざから力が抜けている。

　剣の重みに体重を振り回されそうになっていた。疲ひ労ろうの蓄ちく積せきが感覚と実際の動作とに差を作っている。

（限界か？）

　これもまた自問する。シャンクは自然と、手元を剣の鞘さやにまでずらしていた。

（こうなったら、いちかばちか……！）

　思った時には、滑るように右手は剣の柄つかを摑つかんでいた。考えることもない、ただひたすら反復の修練によって導き出された流れの動き。剣の重さが消えた。剣が重量物であることをやめ、身体のひとつとなる瞬しゆん間かんだった。

　疲労から低くなっていた体勢は、足を床ゆかに食くらいつかせるようにさらに沈んだ。身体をねじり、抜ばつ刀とうの体勢を作る。

　すべては人の認にん識しきする間にも満たない刹せつ那な。だが、その刹那に、もうひとつ別のことが起こった。

　ぱりぃん！

　ガラスが弾はじけるような騒そう音おん。抜きかけた剣から手を放し、シャンクは顔をしかめた。魔法使いはその音を聞き、青ざめたようだった。鉄人形に突とつ進しんの指示を出すことも忘れ、目を見開き、そして。

　鉄人形から、魔法使いの顔が抜けた……奥の側に吸い込まれるように。人形の顔部分には黒い空くう洞どうが残っている。

　一瞬の閃ひらめきで、シャンクは飛び出した。

（隙が……あった！）
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　鉄人形の顔に空いた、虚うつろな穴に向かって跳ちよう躍やくする！

　なにがあったのかは分からないが、魔法使いも驚きよう愕がくしていたのだろう。空間をふさいでいなかった。五感すべてが統合され、一点に吸い込まれていくような奇き怪かいな感覚……一度縮んだものが再び伸びて、また反転し元へもどる。シャンクは声をあげたつもりだったが、なにも聞こえなかった。ただ、すべての色が溶とけ合った混こん沌とんの黒色を見ていた。艶つややかな漆しつ黒こくなのだが、渦うず巻まいて流れるその動きが見て取れる。どろりとした感かん触しよくが、特に味覚を刺し激げきした。

「ぶはぁっ!?」

　水面に顔を出すように。

　実際、空気を求めてあえぎながら、シャンクは飛び出した。最初に見えたものは、乱雑に積み重ねられた書物の山……いや柱だった。勢いよく飛び出したつもりがそれほどの慣性はなく、その暗い部屋の中央に着地する。彼が姿を現したのは、床に置かれた……魔法使いが落とした？　手鏡からだった。

　その魔法使いはといえば、研究室らしいその部屋の中央で、こちらに背を向けて棒立ちになっている。その表情は見えなかったが、肩かたが震ふるえているのはすぐに分かった。

　呆ぼう然ぜんと、つぶやいている。

「……どういう……ことだ？　わしが見ていないうちに。隔離管を内部から破っただと？……魔ま力りよく結けつ晶しようをどれだけ削けずったところで、そんなことは」

　魔法使いが見つめているのは、なるほど、内部から壊こわされたものらしいガラスの容器だった。それが隔離管という名めい称しようの装置なのだろう。部屋には出入り口がひとつだけあり、扉とびらは開け放たれている。通路はやはり暗く、先は見えなかったが、複数の足音が遠ざかっていくのが聞こえてきていた。隔離管とやらの中にいたなにかが逃げたらしい。

（閉じ込められていたものが逃げた……どむーん？）

　耳を澄すまして、シャンクは推測した。改めて剣けんを構える。遠ざかっていく足音は、ひとりではない……そして、ひとりは裸足はだしのようだった。猫ねこの足音とは違ちがうようだが。

　だがそれもすぐに聞こえなくなった。足音が、ひとり分に減ったようにも聞こえる。

「…………？」

　訝いぶかっていると、不意に魔法使いが振り返ってきた。顔にはもう余よ裕ゆうはない。憤ふん怒ぬの形相に、鼻がしわへと埋うもれていた。

　かぎ爪つめのように指を曲げ、魔法使いが叫さけんだ。

「お前たちは……何者なのだ!?」

　シャンクは答えなかった。無言で、再び抜ぬき打ちの体勢を作った。

　魔法使いはその指を自分の胸に食い込ませると、なにかを唱えた。呪じゆ文もんか、なにか守護する存在への命令か。誓せい言ごんか。それは分からないが、まるで体内から取り出したように、魔法使いの手に禍まが々まがしい形状の剣が現れる。

　夜道で出した、あの虚こ仮け威おどしの剣とは違う。室内でも振ふるえる、もっと小振りのものだった。その剣の先せん端たんをこちらへ向けて、魔法使いが恫どう喝かつしてくる。

「けちな盗とう賊ぞく風ふ情ぜいなら数え切れないほど、わしは始末したぞ……何者も、わしの魔法を破ることはできなかったのだ」

「その魔法もどうせ、どこかから奪うばってきたものだろう」

　落ち着いてシャンクが告げると、魔法使いはさらに激げつ昂こうした。

「わしは魔法使いシーカーだ。欲しいものを求め、なにをはばかることがあるか！」

　シャンクが剣を抜き放つ……そして同時に斬りつけるのと、魔法使いがそれを防ぐために鉤はりにも似た刃はを振り上げるのは、ほぼ同時だった。

　魔法使いにも剣の心得はあったのだろう。鉄人形への指示から、それは見て取っていた。シャンクがしたことは、ただ無心で剣を放つこと、そして敵を仕留めるための手順に正確さを心がけること……ただそれだけだった。

　この一いち撃げきは防げる。魔法使いはそう思っていたに違いなかった。こちらの抜き打ちを剣で受け、そして反撃のためのなにかを用意している。こちらを見み据すえる魔法使いの激げき怒どの眼まな差ざしには、その嗜し虐ぎやくからくる期待が満ちあふれていた。が。

　剣と剣が打ち合う寸前に、シャンクは剣を引いた。

　魔法使いには、その動作が見えていなかった。ただ打ち合うために最後の一いつ瞬しゆん、勢いに負けないよう自らの剣を一押ししようとしていた無自覚の力みのせいで、剣と身体からだに隙すき間まが開いた。そのことにすら、当人は気づいていなかったかもしれない。

　シャンクはそれを見ていた。引きつけた剣を、そのわずかな隙間へと正確に突つき出す。

　無音のまま剣と剣はすれ違い……そして、シャンクの剣が魔法使いの首筋を半分ほどえぐり取った。

「…………!?」

　紅潮した魔法使いの顔面が、真っ白に変じる。血の気がどこに引いていったのかは分からない。傷口からの血の噴ふん射しやを予想して、視界を奪われないよう半身を引いていたシャンクは拍ひよう子し抜ぬけして相手を見据えた。魔法使いは首を半ばまで切断されながら、血の一ひと滴しずくも流していない。

　だが、動けないのだろう。立ったまま、身体を戦慄わななかせていた。なにも言わず、シャンクは剣を構え直した。

　そのまま、一刀で魔法使いの頭部をはねる。

　投げ出された頭は、水分をたっぷり含ふくんだ果実が立てるような音を出して研究室の壁かべに激げき突とつした。今度こそ、首を失った魔法使いの傷口から噴水のように血液が吐はき出される。

「あ……あ！　あああああ！」

　あり得ないことだが、魔法使いの悲鳴が響ひびいた。胴どう体たいが語っているのか、それとも転がった首が泣いているのか。それは分からなかったが。

「すり……抜けて……斬きる、だと？　そんな……馬ば鹿かな！　こんなものは聞いたことも」

「あるはずがないさ。そのために、秘密が守られているんだ」

　返り血を避よけようとする試みはどう考えてもまるっきり無む駄だなことではあった。が、それでも部屋の隅すみに寄ってシャンクは告げた。

「言っておくが、これは魔法じゃない。純然たる技わざだ。お前たち魔法使いの知らないところで、魔法以外で魔法に対たい抗こうする技が伝えられているということさ」

　刀身の血を拭ぬぐい、鞘に納めてあとを続ける。

「〝交差必殺〟……門外不出、秘伝の剣だ。使い惜おしみするわけじゃないが、この技を見た者は確実に殺さないといけないもんでね」

　それを言う頃ころには、力ちから尽つきたのか、胴体からの血の噴出も衰おとろえを見せていた。それまでなんとか直立していた死体が、うつぶせに倒たおれる。

　それでもなお、魔法使いの怨えん嗟さは続いた。

「お前……剣けん客かく……シーカーを殺すための、まさか、正教会……正せい騎き士しか！……それがどうして盗賊などに……身を落として……」

「勝手に想像すればいい。いちいち答える義理はない。いくら魔法使いでも、その様じゃ、もう長くは生きられないだろう」

　今はただ、顔から血を拭ふくための水と布が欲しい。

　血の臭しゆう気きと剣の感かん触しよくとに嫌けん悪お感かんを覚えながら、シャンクはせめて雑ぞう巾きんでも探そうと室内を見回した。どのみち、なにか見つかったとしても使う気になれないような汚よごれた部屋ではあったが。

　が、その中で、はたと気づく。

　斬り飛ばしたはずの首がどこにもない。こぼれた血が、部屋の外の通路へと、点々とこぼれて続いている。

「……しまった！」

　己おのれの愚おろかさを罵ば倒とうして、シャンクは血の跡あとを追って出口へと駆かけ出した。

「走られてどこまでも疲つかれたのー？」

「いや聞かれても」

　というより疲れるはずもなかった。走るどむーんの腕うでに抱だかれて、ブリアンはぶらりと後うしろ脚あしを伸のばしていた。できれば腰こしから抱いてもらったほうが楽なのだが、それを言うのもなにか大事なプライドを捨ててしまうことになりそうな気がする。

　通路が何処どこに続いているのか。それはなんとも知りようがない。ただ途と中ちゆうに扉もなく真まっ直すぐに伸びるだけの通路は、住居としてまったく機能的ではない……魔法使いが隠かくれ住むために、なんらかの方法で造り出した独自の空間ということは十分にあり得た。

　とすれば、正規の出入り口などないほうが自然ではある。どこまで走っても出口はないのかもしれない。実際、かなりの距きよ離りを走ってきたはずだったが。

「とはいえ、走るしかないよね。君をあの魔法使いから遠ざけないと」

「うん走るー。楽しげー」

「……ぼくはあんまり楽しくない」

　金色の目を細めて、ブリアンは毒づいた。

「だいたいなんでこのぼくが、あんな程度の低い相手から逃にげ出さないといけないんだか。わけ分からない魔ま力りよく結けつ晶しように猫ねこみたいに抱かかえられて」

「わけ分かれー」

「また微び妙みような理解を要求されてるし」

　と……

　規則正しかったどむーんの足音が消えた。

　というより、転てん倒とうした。

　彼女の腕の中から投げ出され、ブリアンは自分でも猫のようなと思う悲鳴をあげた。

　そのことは不覚だったが、そもそもそんな悲鳴をあげさせられた責はどむーんにある。ブリアンは素す早ばやく転てん嫁かすると、倒れているどむーんに文句を言おうと口を開きかけた。

　が、そこで絶句した。彼女はまるで石像になったように硬こう直ちよくして、床ゆかに倒れている。その姿が薄うすれかけていた。

「どうした!?……砕くだけるのか？」

　呼びかけるが、どむーんの反応はない。そして。

「ワハハハハハハハハ！」

　飛来音とともに、笑い声が響く。

　通路の闇やみの向こうからなにかが現れるのを、ブリアンは気配で感じ取った。脚から自然と爪つめが出る……凄すさまじい勢いで飛んできた黒い物体が、自分たちのいる場所を通り過ぎてさらにすっ飛んでいく。

　身体からだの向きを変えると、その飛行物体もＵターンしてもどってきたところだった。血を滴したたらせている……魔法使いの首だった。

　血が残り少ないのだろう。眼球からも血の気がなくなっていた。青白い目を見開いて、魔法使いがうめくのが聞こえてくる。

「蘇そ生せいだ……スプレッド・ムーンすべてを砕けば、蘇生の法も不可能ではない……！」

「やだ」

　……とは、どむーんの囁ささやき声だった。ブリアンにしか聞こえなかったろう。か細い震ふるえ声。

「やだ」

　どむーんが、繰くり返す。だが、やはり動けないことには変わりない。拒きよ絶ぜつというには弱すぎるその声を無視して、透とう明めい化かが進んでいく。

「いい加減にしろ」

「なにをだ？　わしを止めることのできん者は、わしを止める資格はない……魔法に負け、呪のろいに堕おちた貴様はそこで震えていればいいのだ」

　相手の言葉には応こたえず。
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　ただ無言で堪かん忍にん袋ぶくろの緒おを切って、ブリアンは宙に浮うかぶ魔法使いの首を睨にらみつけた。

　途と端たんに、魔法使いの哄こう笑しようが止まる。気け圧おされたわけではない。もっと遥はるかに強力な縛いましめだった。

「…………!?」

　困こん惑わくの色を隠せず、魔法使いが狼狽うろたえうめく。

「なんだ……？　わしを縛しばったのか……この一いつ瞬しゆんで？」

「誇ほこりなきくずれ者が。真の力も知らぬ者が。たかだか数十年の生でこのムーンウォーカーに楯たて突つく愚おろか者ものが」

　ブリアンは再び、変化を始めていた。猫の黒い毛並みに、違ちがう色が混ざる。灰色……白……と転じて、それは金色の輝かがやきに化けた。

　視界も変わる。床に貼はり付いていた高さから、次し第だいに高く。人の背の高さまで。毛に覆おおわれて暖かかった肌はだが露ろ出しゆつし、さむけを覚える。通路は思いのほか寒かった。白い肌に鳥肌が立つのを感じながら、ブリアンはゆっくりと立ち上がった。

　頭から、長い金きん髪ぱつがこぼれ落ちる。素肌の大半を覆う長さである。胸を、腰を、滑すべるように指で撫なで、ブリアンは自分が本来の姿、人としての姿を取りもどしたことを確かく認にんした。

　変化はほんの一時に過ぎない……魔ま女じよとしての力で呪いに抗こうすることは過度の負担となって返ってくる。そのことは承知しつつ、高こう揚よう感かんが胸を占しめる。

「なんだと……？」

　魔法使いのつぶやきには、応える価値もなかった。だが、その声に含ふくまれた怯おびえは、彼女の気持ちの絶頂を後押しする。

「貴様……なにをする!?」

「良かろう。見せてやろう……この数多あまたある星々のごとき魔法の中にあって、本当の力と呼べる唯ゆい一いつのものを」

　細く、白い指の爪を、ぴたりと魔法使いの首に向けて……

　魔女は告げた。

「死ね」

　それはほんの囁きに過ぎなかった。だが、抗することのできない強制力を持っていた。

　死を命じる言葉が……いや、約束する言葉が、敵の存在の根本に突つき刺ささる。

　それを感じ取ったのだろう。魔法使いは恐きよう怖ふに目を見開いた。眼がん窩かからは眼球が、喉のどからは舌がこぼれるほどに。

　信じることはできない。認めることはできない。魔法使いの表情は、明らかにその事実を拒絶したがっていた。だが、認めざるを得ない滅ほろびを突きつけられ……その強がりも消えた。

　恐おそれとともに、つぶやくのが聞こえてくる。

「……お前……まさか本当に……真性の魔法使い……なのか」

「……たとえ呪いをかけられていようが、死んで滅びていようが」

　ブリアンは冷たく告げた。

「心を捧ささげた相手にさえ姿を見られなければ、魔女はいつでも魔法の根こん本ぽんにある本当の力を引き出すことができるのさ。ほんの一いつ時ときだけだけどね」

　その言葉に、魔法使いは絶望を深めるように声をあげた。悲鳴かもしれない。が、すぐにそれは笑い声に化けた。嘲ちよう笑しように。

「……お前……たち、互たがいに秘密を持つ……か。面おも白しろい……ハハハハハハ！」

　なにかを知って、知らせないままに滅んでいく。そんな嗜し虐ぎやく心しんに瞳ひとみをぎらつかせ、哄笑を強くしていく。

　そして。

　笑いながら、魔法使いは事切れた。

「…………？」

　彼の言っていたことは理解できなかったが……

　それを考えている時間もなかった。通路の向こう、距きよ離りの離はなれた彼方かなたから足音が聞こえてくる。シャンクの走ってくる音。

　ブリアンは小さく、そして悲しくため息をつくと、呪のろわれた黒くろ猫ねこの姿にもどった。

　魔法使いとしての決けつ闘とうは……勝った気分にはなれなかったが。

　どむーんが起きあがり、そして歓かん声せいをあげていた。




「よく天気が晴れてるっぽい気がしてれば楽しげー？」

「……いや、よく分からないけど」

「てくてくぽてくてずんずんのしのしずるずるべたべたぎっちょんぎっちょん歩くと疲つかれげー？」

「ぽてくてはぎりぎりセーフにしてもぎっちょんが分からないなぁ」

　教区への帰き途と。

　よく晴れた道を歩いていく。猫は少女に抱だかれ、その少し後ろにシャンクは続いていた。取り返した白いマントで身体からだを覆っていると、むしろ暑さを感じる陽気だった。

　どむーんはなにも変わらず、あたりを見回したり意味不明の声をあげたり猫で遊んだりしながら進んでいく。ついていくシャンクが息切れするほどだった。

　と、ずっとどむーんと会話（？）を続けていたブリアンが、こちらを向いた。

「結局」

　いつの間にか定位置になっている少女の肩かたの上から、黒猫は言ってくる。

「どうすんのさ？　この子連れて帰ったって、使えるわけでもないよ……名前が分からないんじゃ、魔ま力りよく結けつ晶しようとしての価値はないと同じだし」

「この子を売り物にするってのも考えてないけど、だからってほっとくわけにもいかないだろ。この子の記き憶おくって、どうにかして取りもどす方法あるのか？」

「さあ」

　ブリアンはあっさりと首を振ふった。あと尻しつ尾ぽも。

「でも、探せばどこかにあるかもね。探し物なんてそんなもんだよ」

「そんなもんかね」

　両手を頭の後ろで組み、シャンクは空を見上げた。大地よりも広い青空が、雲を浮かべてどこまでも続いている。

「探せばいつかは見つかるか……魔法使いは探し続けて、ついに不死の法まで見つけた。今度は俺たちもシーカーか」

　視線を下ろすと、どむーんが後ろ向きに歩きながらこちらをのぞき込んでいた。肩に乗せた猫と並んで。

「とりあえず、納期のほうが心配だよ。今回、まったく手ぶらの帰き還かんだしな」

　シャンクはそう言うと、剣けんと荷物を担かつぎ直し、さらに先を急いだ。
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「……これが成果か？　これが!?」

　ひねくれた面相の、初老の男。オロボイの発した声は、相そう貌ぼうにはよく似合った高めのトーンで、しかも慢まん性せい的てきな鼻び炎えんで常に鼻声だった。その男はいつものように汚よごれた布で鼻の下をこすりながら、テーブルに広げられた〝成果〟を指さした。瘦やせた木の枝のような指先で。

「この俺が大枚はたいて手に入れた情報を、お得意のよしみで安く譲ゆずってやったってのに……お前さんが持ち帰ったのはこれが全部か？　この前は名前も分からねぇ女の子ひとり拾ってきただけで、今回はこんだけ？」

「そうだよ」

　ほかに答える言葉を思いつかずに、シャンクはうなずいた。白いマントの下で腕うでを組み、ちらりと横を向いて肩に乗っている黒くろ猫ねこと顔を見合わせてから、再度うなずく。

「これが全部だ」

「なら質問を変えよう。お前さんは正気なんだな？　前みたいに腐くされ野や郎ろうどもの呪のろいにやられて、見るべきものを見られなくなっちまってるわけじゃあるまいな？」

　教区内では、やってはならないとされていることが無数にある。殺人、盗ぬすみ、詐さ欺ぎといった当たり前のものは、それをすれば直ちに法によって罰ばつせられる。

　法には定められてはいないものの、人々が自じ粛しゆくしていることもある。口にすべきではない言葉、口にすれば好ましくない相手の注意を引いてしまいかねない言葉。オロボイも、それをしゃべることを避さけて別の言葉で代用した。彼は様々な言葉で代用する。中でも〝腐れ野郎〟は最も多用した。ほかにも、ゴミ野郎、隠かくれ鼠ねずみども、社会クズ、あの野郎ども……いろいろあるが、どれも大差はない。それらが示すのは、ただひとつのものだった。

　シャンクは気にせずに、その単語を口にした。

「魔イモ法ータ使ルシーいカーはいなかったんだ。あの洞どう窟くつには」

「しぃぃぃぃぃっ！」

　オロボイが飛び出して、制してくる。彼がテーブルに突ついた手にぶつかって、〝成果〟がいくつか床ゆかに落ちた。オロボイもシャンクも、それをわざわざ拾おうとはしなかった。

　嘆たん息そくし、シャンクは告げた。

「誰だれが聞いてるっていうんだよ……ちっぽけな秘ひ儀ぎ商人と、秘儀盗とう賊ぞくの会話なんか」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　腐れた盗とう賊ぞくはともかく、オロボイ・ネレリール・クロンカン・ガイ様は、教区でも第一の秘儀商だぞ。正教会の連中が、いつだって目を光らせてやがる！　この俺の尻しつ尾ぽを捕つかまえるために！　常にスパイがいる！　壺つぼの中とかにもいる！　ちっちゃいのがいる！」
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「分かった分かった。そう思いたけりゃそう思ってればいいさ。ただ、繰くり返すぞ……あの洞窟には！　魔法使いは！　いなかったんだ！」

　一言ずつ声を大きくして、シャンクはオロボイを押しもどした。文字通りテーブルの向こうへと気け圧おされたオロボイに、さらに怒ど鳴なりつける。

「あったのはこれだけだ！　洞窟はほとんど埋うまっていて、それでもなにかあるだろうと期待してゴミさらいしたんだ！　三日かかったよ！　なにがとっておきの情報だ！　まあいいさ、あんたのお墨すみ付つきの情報だったんだ……是ぜが非でも買い取ってもらうぞ、これ全部！　一式！」

　ざっと手を振ふり、示す。そこに並べられているものが今回の遠えん征せいの成果だった。

　古びた壺。食器の類たぐいだろう。欠けた陶とう器きがいくつか。土に埋もれていたせいで、黒ずんで錆さびが浮ういているようにも見える。虫食いだらけの箱に、もとは銀製の優美なゴブレットだったのかもしれない歪ゆがんだ杯さかずき。壊こわれた壁かべ掛かけ時計。椅い子すの脚あし。色とりどりのタイルが何枚か。付つけ髭ひげ。

「ふうむ……」

　考え込むように、オロボイは口髭を引っ張った。黙もつ考こうの末、つぶやく。

「食堂だったんだろうな」

「見りゃ分かるよ！」

　勢いのままシャンクは叫さけび、さらに相手に詰つめ寄った。テーブルを乗り越こえたのは、今度はシャンクのほうだった。

「さあ、いくらで買い取るんだ!?」

「まあ待て。シャンク」

　胸むなぐらを摑つかまれる前に身をよじって器用にかわし、その老いた秘儀商は見慣れた小こ狡ずるい笑えみを浮かべてみせた。機先を制して怒鳴りつけ、自分の不ふ手て際ぎわを誤ご魔ま化かす策が通じなかったことを悟さとったのだろう。

「なんだ？」

　どのみち、相手がどんな駆かけ引ひきをしようと応じないつもりでシャンクは目つきを険しくした。オロボイはといえば、そんなことには気づいていないふりをしながら、あとを続けてくる。

「なんで付け髭が？」

「知るかよ！」

　テーブルを拳こぶしで叩たたき、

「付け髭なんかどうでもいいんだよ！　肩かたすかしも一回二回なら愛あい嬌きようだろうけどな、今度という今度は」

「いや待て。落ち着け。ひょっとしたら、魔法の付け髭かもしれんだろうが」

　がらくたの中からひょいとそれを持ち上げて、オロボイは光に透すかすようにそれを掲かかげた。もっとも、店内には明かり取りの窓などないが。

「……で？　なにかありそうか」

　じろりと半眼で見やり、シャンクが訊たずねると、オロボイの顔面にひとつぶまたひとつぶと汗あせの玉が増えていく。はっと閃ひらめいたように、その秘儀商は表情を変えた。

「つけると偉えらそうに見える！」

「それ魔法じゃない。ていうか魔法必要ない」

　淡たん々たんと告げて、シャンクはうなだれた。もう詰め寄る気力もない。

　そうしているうちに、オロボイの声が聞こえてきた。低く、押し殺した声こわ音ね。いつもの、誤魔化すための口先三寸ではなく。

「まあなんだ……お前さんも、この仕事に関しちゃ日が浅いが。こんなもんだと、そろそろ気づくべきだなぁ」

　うつむいたまま、シャンクは視線を上げた。相手を睨にらみつけるが、吹ふけば飛ぶようなその老人はむしろ面おも白しろがるような眼まな差ざしを返してきている。

「泥どろ隠がくれ野郎どもはな、隠れてるんだよ。そいつを忘れちゃあならねぇ。辺境の情報は教区では正教会が独どく占せんしている……そいつをお前さんらにリークするのが俺の役目。自分の売り物にケチをつけるのは流りゆう儀ぎじゃないがね、信しん憑ぴよう性せいについては、クズみたいなもんだ。そりゃそうだ。本物の情報は、教区内では禁きん忌き中の禁忌だからな」

「…………」

　シャンクは答えずに、視線に合わせて顔を起こした。マントの下で腕を組み、銃じゆうも剣けん帯たいもない丸まる腰ごしの身軽さにかえって違い和わ感かんを覚える。教区内では当然、武器など持ち歩くことはない。それもまた処しよ罰ばつの対象となる。

　特に表情を変えることもなく、オロボイはあとを続けた。

「だからお前さんらはな、うまく出し抜ぬかにゃならんのだ。辺境に伝わるおとぎ話じみた伝説や噂うわさ話ばなし……偽にせ物ものの情報、クズ情報を集めて、その中に一いつ片ぺんの真実が含ふくまれちゃいないかと嗅かぎ回るのさ。焦あせって泥の表面を探さぐったところで、見つかるものは少ない」

「くそっ！」

　毒づいて、シャンクは秘ひ儀ぎ商に背を向けた。が、言葉は追いかけてくる。

「焦る理由がなにかあるのか？」

　立ち去りかけた足を、シャンクは止めた。振ふり返りはしなかったが。

　しばし迷い、唇くちびるを舐なめてから、彼は答えた。

「別に。思ったほど手っ取り早く金にならないから腹立ってるだけだ」

　ぽん、と。

　肩に乗っている黒くろ猫ねこが、前まえ脚あしを彼の頭の上に置いた。頭を撫なでようとしているようにも思える。それが猫特有の無意味な仕草などではないと、シャンクは知っていた。

　同情的な猫の視線から目をそらし、彼は軽く嘆たん息そくした。

「次の情報は、いつになる？」

　訊ねると、オロボイは即そく答とうしてきた。

「当分はないな。お前さん、頭を冷やしたほうがいい」

　振り返る。オロボイはまだ未練があるのか、しげしげと付け髭を観察している。

「……つけると本物の髭が生えてくるとか、そんなのはどうだろうなぁ」

　ぶつぶつとつぶやくのが聞こえていたが。

　シャンクは割り込んだ。

「俺には犯罪歴がある。だからあまり教区内にいたくないんだ。それは言っただろう？」

「大だい丈じよう夫ぶさ。犯歴があろうとなかろうと、秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくなんて正教会に見つかれば即そく座ざに処しよ刑けいだ。つっても正教会のスパイは大商人様を見張るのに手て一いつ杯ぱいで、くだらん盗賊小こ僧ぞう一匹ぴきなんぞ相手するためにいちいち出動したりはしない」

「……ならいいんだけどな」

　無責任に断言する秘儀商を残し、シャンクは店を出た。店とはいっても、表からは潰つぶれかかったあばら屋にしか見えない。中に入っても大差はないが。オロボイはこの店とは別に、非合法品を貯蔵する倉庫をいくつか持っている。その所在は親にも口外しない、とは本人の弁だった。

　店は湿しつ地ちの真ん中にあり、オロボイ（とその訪問客）は年中、血吸い虫に悩なやまされている。シャンクは外に出て空気を吸うと、縦に伸のびた葦あしの陰かげに人ひと影かげを探した。こちらの足音を察して、ぴょんと子供の頭が飛び出すのが見える。

「しゃーんく！　ひたすら遅おそくなられて待つのにくたびれー」

　泥遊びでもしていたのだろう。手足を真っ黒に汚よごした少女が、無む駄だに満足そうな笑え顔がおで駆かけ寄ってくる。少女の泥汚れを警けい戒かいしてだろう。黒猫が総毛立ち、威い嚇かくの音を発した。もっとも、それで立ち止まる娘むすめでもないが……

　シャンクは気にせず、少女が白マントに飛びついてくるのを待った。辺境のとある魔ま法ほう使つかいから盗ぬすみ出したこのマントは、傷つくどころか汚れることすらない。

　黒猫は、そそくさとシャンクの頭の上に避ひ難なんしていた。ここならば、背せ丈たけの問題で少女の手はとどかない。

　もっともそれは、猫に触さわろうと背せ伸のびするこの娘……どむーんの手がぺちぺちとシャンクの顔を叩たたく結果を招くわけだが。

「それにしても」

　猫、ブリアンがつぶやくのが聞こえてきた。人間の言葉で、神しん妙みようそうに。

「なんで付つけ髭ひげが……」

「知るかよ！」

　泥だらけになった顔で捨てばちに、シャンクは叫さけんだ。




　教区は無論、ひとつの街ではない。

　正教会の手のとどく地域。それがすべて教区と呼ばれる。その定義は、正教師が滞たい在ざいし、いつでも中央教会の正せい騎き士し団だんに出動を要よう請せいできる体制が整っていること。正騎士は教区内外どこでも活動し、正しき人の生を妨ぼう害がいする魔法を駆く逐ちくする役割を担になっている。

　というより正教会は、魔法に関かかわろうとする者をすべて駆逐する。秘儀商人、秘儀盗賊、そしてそれらの犯罪者を雇やとい、不死の秘法を求める貴族や富商、あらゆる人間。そしてもちろん、魔法使いそのもの。

　とまれ、普ふ段だんから街角を正騎士が闊かつ歩ぽしているわけではない。そろそろ日が暮れる市場を、人混みを縫ぬって進みながらシャンクはつぶやいた。

「だいたい、教区にいたってやることないんだよなぁ」

「趣しゆ味みを持とう。ワーカホリックは恥はじだよ」

　肩かたの上から、猫が言ってくる。

　一いつ瞬しゆん、周囲の目を気にしてシャンクは左右を見回したが、すれ違ちがう誰だれも、猫がしゃべる姿を聞き咎とがめた者はいない。この猫が、聞かせたい相手以外には聞こえない声でしゃべることができるのは承知しているが、それでも教区内で魔法に関わっていることを示すのには危険があった。

「ねーこー」

　猫の尻しつ尾ぽを狙ねらって飛びついてくるどむーんを避よけつつ、シャンクは答えた。むっとしながら。

「趣味くらいあるぞ」

「どんな」

「天てん井じようにある例の染しみ、見るたびに育ってるような気がするだろ」

「……うん」

　うなずく猫ねこに満足して、シャンクはしばらく無言で歩き続けた。数歩ほども進んでか。驚おどろいたようにブリアンが叫んでくる。

「それ趣味!?」

「え？　駄だ目めなのか？」

「なんていうかかなり新しい概がい念ねんだと思うよ」

　と。

　ふと異変に気づいて立ち止まる。

　彼の周りから、通行人の姿が遠ざかっていた。ざわざわと不ふ審しんげな眼まな差ざしを向けながら、こちらを遠巻きにしている。

　見ると、どむーんの姿がない。あたりを眺ながめ回し、シャンクはようやく長い棒を両手に持ち上げ、どこから調達したのか鉢はち巻まきを締しめた少女の姿を発見した。

　……なにをやろうとしているのかは、だいたい見当がついた。

「ねーこー！」

　叫んで、どむーんが突とつ進しんしてくる。

　それほど長い距きよ離りではないが、彼の手前で棒を突つき、大きくしならせたその棒の反動で！

　棒が長すぎたのだろう。勢いよく飛び上がったどむーんは、そのまま彼の頭上を飛び越こえ市場の外れまで飛んでいった。

「えーと……」

　轟ごう音おんを立てて野菜店の軒のき先さきにどむーんが突き刺ささるのを見ながら、シャンクは頭を抱かかえて長々とため息をついた。

　店から飛び出した太った男が、損害に悲鳴をあげるか、大根と蓮はすの山に頭から突っ込んで足だけ出ている少女を心配するか、とにかく驚いて騒さわぐか、あるいはそれらすべてをごた混ぜにしたような声をあげている。

　シャンクが駆かけ寄ると、ちょうどどむーんが野菜の山から掘ほり出されたところだった。彼女は怪け我がひとつなく、ぴんぴんしている。両手両足をばたつかせて、彼女の身体からだを持ち上げている野菜売りの手から逃のがれようとしていた。

「下りられー。ねこぞんざいにここになくー」

「あのー、すみません。それ、うちのです……」

　どむーんを指さしてシャンクが頭を下げると、ようやく話が通じる相手が現れたと意気込んでか、野菜売りは目つきを尖とがらせた。

「お前か！　お前がやったのか！　売り物をめちゃくちゃにしやがって」

「弁べん償しよう……ですよね？」

「当たり前だ！」

　うんざりと硬こう貨かを入れた袋ふくろを取り出しながら、シャンクはどむーんを睨にらみやった。無駄なことだとは分かっていたが、少女は実際まったく理解した様子もなく、まだ猫に向かってとどかないジャンプを繰くり返している。

　幸いにして、どむーんが突っ込んだ野菜の山すべてを買い取れとは言われなかった。それでも彼女が潰つぶしてしまったかなりの量の大根と蓮れん根こんを袋ふくろ詰づめにして押しつけられ、途と方ほうに暮れる。

　と、振ふり返るとブリアンがどむーんに追われて、悲鳴をあげながら疾しつ走そうしている。市場を走り回るどむーんがちょうど大きな籠かごを蹴けり倒たおし、中に詰まっていた鶏にわとりが大量にばさばさ羽音を立てて逃にげ出したところだった。

「あぁぁもうー！」

　シャンクは叫ぶと、肩からマントを外した。そのまま走り出し、騒ぐ鶏に向かってそのマントを振る。網あみの要領で次から次へと鶏を捕つかまえると、鶏売りが起こした籠の中にぼとぼととすべての鶏を返す。
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　そしてまた振り向くと、視界に入ったのは軽食屋台だった。表にテーブルと椅い子すを並べ、乾かんパンや果か汁じゆうなどを売っている。嫌いやな予感を覚えるまでもなく、ブリアンが素す早ばやくそのテーブルの下を駆け抜ぬけていくのが見えた。

「ねーこー！」

「だあああっ！」

　当然のように黒くろ猫ねこを追いかけるどむーんが、そのテーブルを客ごと跳はね飛ばしていく。上空に舞まった菓か子しパンいくつかと果汁入りのグラスふたつ、シャンクは一いつ瞬しゆんで数え上げた。駆け寄ると同時に跳ちよう躍やくすると、鶏と同じ要領でマントを使ってパンを受け止め、さらに着地してグラスを左手で摑つかみ取る。だが、もうひとつグラスが飛んでいたはずだった。記き憶おくを頼たよりにその落下点を予測し、横目で見やると、案山子かかしのように片足で立ったまま左足を伸のばす……

　かちん！

　ほぼ奇き跡せき的に、グラスは水平を保ったままシャンクが伸ばした爪つま先さきの上に着地した。中身の青黒い果汁が危なげに揺ゆれるが、一ひと滴しずくもこぼれずその波を小さくしていく。

　ほぉぉぉぉ……と感かん嘆たんの声とともに、拍はく手しゆが起こる。両手両足すべてふさがっているためシャンクは会え釈しやくだけでそれに応こたえると、また恐おそる恐る視線を上げた。

　逃げることに夢中になったブリアンと、追いかけること以外なにも考えていないどむーんが、また新たな標的に突進していく姿が見えた。だが今度は店や売り物ではない。

「あああああああー！」

　シャンクが悲鳴をあげると同時、がちゃんという音がふたつ響ひびいた。持っていたグラスとパンをすべて取り落とし、首筋まで血を引かせて彼は叫んだ。

「そっれっはっ、やめろー！」

　と、全速力で飛び出す。

　どむーんたちが正面衝しよう突とつしようとしているのは、白い外がい套とうに身を包んだ一団だった。六人。全員、厳おごそかにフードを目ま深ぶかにし、口元のみをのぞかせている。金色の刺し繡しゆうが細く幾いく重えにも連ねられたそのサープリスは、長旅の風雨でくすんだ灰色のまだら模様に汚よごれている。先頭に立っているのは長身の若い男だった。

　そこまでを見て取った時には、シャンクはどむーんに追いついていた。彼女の身体を抱だきかかえると、今度は自分の勢いを止めるためにブーツのかかとを地面に突き立てる。

（止まれ……！）

　必死の祈いのりが通じてか。

　地面に転がるような格好で、シャンクの身体からだは止まっていた。目と鼻の先に、白の外套が迫せまっている。長身の男はこちらを見下ろしたまま、身じろぎもしていなかった。下から見上げる形になったため、フードの中にある顔も顕あらわになる。

　そこには厳いかめしいが端たん正せいな男の表情があった。じっと、冷れい淡たんにこちらを見つめてきている。男の後続の何人かが低く声をかけ、彼の前に出ようとした。が、その男当人が腕うでを振って制止する。

　その間、シャンクは動かずにただ彼だけを見返していた。体勢を低くして分かったことがもうひとつあった。その集団は全員武装している。外套の裾すその下に、剣けんの鞘さやが提さげられているのが見えていた。

「向こうのねこが向こうに行かられたのでー」

　どむーんがばたばたと暴れて、彼の手の中から逃のがれることも、シャンクは逆らわなかった。どこかへ走り去ったのだろうブリアンを追いかけて去っていくどむーんを見送りもしない。ただシャンクは黙だまって、男の出方を待っていた。

　外套の襟えり元もとには、深緑の地に金銀の壮そう麗れいな飾かざりがある。その紋もん章しようは、教区ではしじゅう見かけるものだった。正教会を示す印。

　法衣をまとい、武装する者は正教会でもただひとつ。

（正せい騎き士し……だ）

　息を吞のむ。

　フードからのぞくその正騎士の表情からは、感情らしい感情も読み取ることはできなかった。眼球に比して小さい瞳ひとみでじっと彼を観察しながら、なにかを考えている。なにかを考えていることだけは間ま違ちがいなかった。

　彫ちよう像ぞうのように整えられた唇くちびるが、そっと開く。漏もれてくる声は必要以上に絞しぼられていた。

「衝突を回かい避ひしてくれた。礼を言う」

「……はい。騎士様も旅路に災わざわいがなきよう」

　慎しん重ちようにシャンクは告げて、立ち上がった。通りの脇わきに退ひいて、そのまま通り過ぎていく騎士たちを見送る。

　十分に離はなれたところで、彼は安あん堵どを込こめて息をついた。

（まさか、こんなところで出くわすとはね……）

　振ふり返ると、また猫ねこを追うどむーんが小間物の詰つまった棚たなに激突したところだった。




「教区を出る!?」

　勢いよく荷物を詰めているところに、背後からブリアンが声をあげる。

　シャンクは非常携けい行こう食の数を適当に数えながら鞄かばんに入れ、曖あい昧まいにうなずいた。

「ああ」

「新しい情報とかなにもなしで？」

「そうだよ」

「なんで」

「これ以上ここにいたら、そのうち街中のものを買い取る羽目になるだろ!?」

　ようやく首だけ向き直り、叫さけぶ。

　ブリアンを抱きかかえたどむーんが、不思議そうに目をぱちくりさせるのが見えた。

「欲張らないしゃんく？」

「誰だれのせいだか分かってるのか？」

　まぶたを半分閉じた目で、じっとりと少女を睨にらむ。逃にげられないようがんじがらめに抱かかえられたブリアンがつぶやいた。

「ぼくのせいじゃないよね」

「同罪だ同罪」

　シャンクは告げると、鞄を手に立ち上がった。部屋の中を見回す。下宿街にあるなんの変へん哲てつもない彼の下宿は、人ひとりと猫一匹ぴきが居着く分にはそれほど不自由はなかったが、最近になって少女ひとりが加わっていきなり手て狭ぜまになっている。家具もすべて、前の住人が置いていったものをそのまま使っていた。

　そのひとつ、薄うすっぺらいベッドの下に手を突つっ込む。と、そこに細長いものをくるんだ包みがふたつ隠かくしてあった。

　と。

　どん！　と爆ばく発はつするように扉とびらが開く。恐らくは蹴け破やぶろうとしたのだろうが、無む駄だに頑がん丈じような樫かし材ざいの扉は跳はね返って外に向かって開いた。同時に、速すみやかに突とつ入にゆうしてくる複数人の足音が響く。

「…………！」

　シャンクが向き直るよりも先に、喉のど元もとに剣の先せん端たんが突きつけられていた。動けずに、固まる。

　狭い部屋に無理やりふたり、入り込んできたのは白い外套の騎士、紛まぎれもない正騎士だった。今はフードを後ろに落とし、ふたりとも右手に短剣を抜ぬいている。ひとりがシャンクを、もうひとりがどむーんの首筋に刃はを当てて制止していた。黒猫が、怒おこったように威い嚇かく音を発するのが聞こえてくる。

（やめろ、ブリアン……）

　心中で、シャンクは願った。不意を突かれている。ここで逆らっても勝ち目はない。

　通じたのか、ブリアンは猫らしく吠ほえるだけで収まったようだった。

　やがて遅おくれて、またひとり部屋に入ってこようとしている。帷子かたびらでも着ているらしい重い足音が、床ゆかを軋きしませた。

　見ると、それは先ほど言葉をかわした長身の騎士だった。やはりフードを下ろして、顔を出している。はっきりと光の下に出てきた顔は、先の印象よりもさらに若い。二十代の半ばか前半というところだろう。

　彼は剣けんを抜いていない。外套の前を割り、ゆっくりと伸ばした手で、シャンクの持つ長い包みを取り上げた。

（悪い予感が当たった……か）

　身動きできないまま、シャンクはうめいた。できればこうなる前に教区を出たかったのだが。

　騎士は無言で、包みを解いた。中から長剣とスプリング・ガンが現れる。それを掲かかげて、男は口の端はしだけで微笑えみを作ってみせた。無骨な両の目にはふざけた気配など微み塵じんも浮うかべないまま、

[image: ]

　「ふむ。教区内では武器の所持は禁じられている。当然知っているな？」

「封ふう印いん令れいは守っています」

　よどみなくシャンクは答えた。より間近に迫せまってきたように見える短剣の先を見み据すえながら。

「その剣も銃じゆうも、美術品として登録してあります。使用しなければ罪にはならない」

「……常じよう套とう手段だな」

　騎き士しもまた、さらりと告げて。

　そして不意に、持っているシャンクの剣の柄つかで横よこ面つらを殴なぐりつけてきた。攻こう撃げきは死角からで、為なす術すべもなくシャンクは殴り倒たおされた。倒れる余よ裕ゆうもないほど狭い部屋の中で、壁かべに激突する。

　痛みとめまいに耐たえながら、シャンクは顔だけを起き上がらせた。

　見上げた騎士の顔には、わずかな失望の色があった。

「避よけると思ったのだがな」

　と、ベッドの上にどうでもよさそうに剣と銃とを放ほうり捨てて、

「昼間の身のこなしからは、相当な手て練だれと感じた。わたしとて……教区に名を轟とどろかせる正騎士とて、同じことができる者はそうそういないと見たのだが」

「いやぁ、やってみれば意外とできるものかも」

　軽口を最後まで口にする間もなく、騎士の長なが靴ぐつの先端がシャンクの腹に突き刺ささった。咳せき込んで、うつ伏ぶせにのたうち回る。

　騎士の声こわ音ねは優やさしかった。

「白状したまえ。秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくなのだろう？」

「まさかぁ……」

　正騎士は魔ま法ほうに関かかわろうとする者を容よう赦しやなく抹まつ殺さつする。人々を人としての正しい教えに導くのが正教会の役目であり、かつて世界の秩ちつ序じよを崩ほう壊かいさせた〝魔法〟はその禁きん忌きの最たるものだった。

　自白すれば即そく座ざに殺される。正騎士はその権限を持っている。息を吐はき、身体からだから痛みが抜けるのを待ちながらシャンクは否定した。

　床に倒れたまま、相手の足の位置を見定めている。騎士の靴くつが再び床から離れるその一いつ瞬しゆんに、身体をずらして肘ひじを差し込む。

　相手の一撃を肘で受け、再度シャンクは痛みにもがく演技をした。騎士の言葉を一言一句逃のがさないよう、集中しながら。

「どうして我々がこんな辺へん鄙ぴな地区まで寄よ越こされたのかといえば、巡じゆん回かいが手て薄うすになったこの界かい隈わいに秘儀盗賊の溜たまり場ばができていると、そういった陳ちん情じようが後を絶たないのだ。我々は神聖な職務を遂すい行こうしなければならない。手間を取らせないで欲しい……」

「要は、神聖な点数稼かせぎか」

「なんだと？」

　騎士の声が引きつった。そのわずかな一瞬を待っていた。

　シャンクは飛び起きると、入り口のハンガーにかかっているいつもの白いマントへ手を伸のばした。もちろん、手がとどくはずもない。だが彼が手をかざすだけでマントは引き寄せられるように跳はね上がった。そのまま背後から、長身の騎士の頭に覆おおい被かぶさる。

　罵ば声せいがあがったが、シャンクは無視した。どむーんの首に剣けんを当てている騎士を視界に入れると、可能な限り身体をかがめて突とつ進しんする。

　狭い室内。突つっ込むにしてもそれほどの距きよ離りはなかった。騎士が反応できずにいる間に頭から激突すると、そのまま壁に叩たたきつける。衝しよう撃げきで、騎士の手から短剣がこぼれた。床に落ちたそれを、手早く拾い上げる。

「退ひけ！」

　壁に押しつけ自由を奪うばった騎士の首に、今度はシャンクが短剣を突きつけて、叫さけぶ。

　斬きりかかってこようとしていたもうひとりの騎士、そしてようやくマントから逃のがれることのできた長身の騎士、ふたりと対たい峙じする形となる。

「退け……たかだか秘儀盗賊の下宿に押し入ったあげくに正騎士がひとり返り討うちなんてことになったら、教会の失態だろう？」

「貴様」

　息荒あらく、長身の騎士がうなり声をあげる。

　シャンクは鼻で笑った。

「足あし下もとが見えてないから足をすくわれるのさ。言う通りにするんだ……そうしたら、悪いようにはしない。あ、この部屋からなにも持ち出すんじゃないぞ。扉とびらも閉めていけ」

「くそっ！」

　毒づいて、正騎士ふたりが部屋を出ていく。扉が閉まる音を聞いてからシャンクは目で促うながして、どむーんに扉の鍵かぎをかけさせた。さらに、

「どむーん、表に今の連中に似た奴やつらがいるか見てくれ」

「よく見ておくー」

　どむーんは猫ねこを抱だいたままぱたぱたと窓に駆かけ寄っていくと外をのぞき、手を振ふりながら振り向いて言ってきた。

「ここぞとばかりにー」

「…………」

　それが答えなのかどうかはかなり迷ったものの、シャンクは自分の予想に従うことにした。悪い予想というのは常に当たる。

「まあ、表にも人を配置してるか。そりゃそうだよな」

　と、壁に押しつけられたまま震ふるえている騎き士しに問いかける。

「……あんたも帷子かたびら着てる？」

「い、いいや？」

「良かった」

　シャンクは短剣を床に捨て、固めた拳こぶしをその騎士の鳩尾みぞおちに打ち込んだ。当て身を食くらわされ、意識を失って気絶した騎士の身体が、ずるずると床にくずおれる。

　それを待たずに、シャンクは手早く荷物をまとめた。マント、銃、剣帯、そして鞄かばんと。持って行かなければならない荷物はそう多くはない。

　なにもない部屋ではあったが、最後にやはり未練を込こめてシャンクは見回し、嘆たん息そくした。

「もうここには帰って来られないな」

「どこか遥はるかに出かけながら出かけつつ出かけずにどこ行くのしゃんくー？」

「意味分かんないけど、そんなの決まってるだろ。逃にげるんだよ！　ブリアン、お前の魔法で、どのくらい遠くまで移動できるんだ？　教区外まで行けるか？」

「そんな便利なもんか」

　自分の力の限度を認めるのが不ふ愉ゆ快かいなのだろう。あまり気乗りしない様子で、黒猫が答えてくる。

「いいとこ、通りの向こうまでかな」

「短みじかっ！」

「文句があるなら自分で飛んでけばいいんだ」

　ぶつぶつと愚ぐ痴ちる猫に、シャンクは手を振って応じた。

「あーもう分かったよ。仕方ない。途と方ほうもなく足りないが一応なんとか努力してお前の微び力りよくを役立ててみよう」

「ひたすらムカつくなぁ」

　猫は機き嫌げんを直さないまま、それでもゆっくりと唱え始めた。

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう」

　ブリアンの呪じゆ文もんに包まれ、シャンクは一いつ瞬しゆんの違い和わ感かんに堪たえるため下腹に力を込めた。目に映る光景が塗ぬり変わるように変化し、薄うす暗ぐらい下宿の室内から外界へと移動する。

　移動に慣性を感じることもなく、シャンクは足音なく地面に靴くつ底ぞこを触ふれさせた。あたりを見回す。宣言に違たがわず、移動した先は下宿から一区画と離はなれていない表の通りだった。振り返れば、下宿の玄げん関かんを見張っている正騎士の後ろ姿も見える。

（ここにいるのはふたりか。部屋に入ってきたのが三人。ここにふたり。勝手口にひとりってところか？）

　武器を出せば目立つことになる。包みに入れ直した銃じゆうと剣けんは鞄の一番上に詰つめ込んであった。その鞄もマントの中で抱かかえ込み、素知らぬ顔でシャンクは歩きだそうとした。

「距離を取れば、お前の力で〝隠かくれ身み〟できるよな？　そしたら、そのままオロボイのところに行こう」

　告げて、ブリアンの返事を待つ。

　だが返ってきたのはどむーんの悲鳴だった。

「あー！」

　声をあげる少女のほうを見やると、彼女は空っぽの腕うでを振り回しながら抗こう議ぎを叫んでいる。

「ねこがなきにしもあらずー！」

　なにを言っているのかまた分からなかったが、シャンクははたと気づいた。どむーんが抱きかかえていたはずのブリアンの姿がない。よくよく見回すと、少し離れた場所に黒猫が鎮ちん座ざしてあくびしている。

　魔ま法ほうを唱えたついでに、少女の腕の中から脱だつ出しゆつしたらしい。猫ねこはくるりと身を翻ひるがえすと、そのまま駆かけ出していった。

「ねーこー！」

　大声で、どむーんがそれを追いかけていく。シャンクは額を押さえて、背後を見た。当たり前といえば当たり前だが正せい騎き士しらもこちらの騒さわぎに気づいて、追つい跡せきを開始しようとしている。これで、こっそり距離を取る手はなくなった。

「だあああっ！」

　なにに対して文句を言えばいいのかも分からず、シャンクも走り出す。一応、ブリアンは正騎士らからは遠ざかる方向に逃げてくれてはいる。シャンクはすぐにどむーんに追いつくと、彼女の身体からだを抱え上げた。通行人の奇き異いの視線の中、さらに前を行くブリアンを追いかける。

　娘むすめひとりを抱えてそう速く走れるわけではないが、重武装の正騎士と比べればそれほど大きいハンデにはならない。シャンクが気を入れて走っている間に、ブリアンがちらりとこちらを振ふり向いて速度を緩ゆるめた。どむーんが抱だきかかえられているのを見て、彼女に捕つかまえられる危険はないと判断したのだろう。

「ねこー」

　ばたばたと暴れながら呼びかけるどむーんをなんとか押さえ込みつつ、シャンクは併へい走そうするブリアンへと叫んだ。

「なんでこんな時にわざわざ騒ぎを起こすんだよ、お前は！」

「君もことあるごとに自分の体重の十倍ある生物に抱えられたり頰ほおずりされたり撫なでられたり転がされたりされれば、少しはぼくの気持ちも分かるだろうと思うよ」

「耐たえろ！　猫なら！　それが宿命だ」

「猫じゃない！　まあそれはそれとしてさっき言いかけてたけど、逃げるのはいいとしてなんでオロボイのところなのさ？」

「…………」

　シャンクは答えないまま、大通りを避さけて脇わき道みちに入り込んだ。と同時、ブリアンが器用に肩かたに飛び乗ってくる。どむーんを抱えている右脇とは反対の、左肩に。

「ねこがー」

　猫に向かって伸のばされたどむーんの手を顔の前から避よけつつ、シャンクはつぶやいた。

「あの騎き士したちは、市民の通報でここに来たと言ってた。多分、見つかったのはオロボイだ。ほっとくと殺される」

「惜おしまれない犯罪者の死だね」

「いや、なんの抵てい抗こうもなく見捨てるなよ」

　うめくと、黒猫は猫なりの真顔でうなずいてみせた。

「そうだね。ずる鼬いたちが相手でも、恩を売っておけばそれなりに良いことがあるし」

「それなられず良いことながら良いよー」

「ええと……」

　一通り返答に困ってから、シャンクは裏道を縫ぬうように進んでいった。しばらく走ったところでどむーんを下ろして足を止める。さすがに荷物を持ってこれだけ長く走れば息があがっていた。

　とはいえ。

「……もう追跡をあきらめてる、てことはないだろうなぁ」

　後方を見やって、暗い心ここ地ちで嘆息する。見える場所に正騎士たちの気配があったわけではないが、犯罪者を追う正騎士の追跡は執しつ拗よう極きわまりないものだった。

「まだ来ない人だらけー来ない人のほうがちょっと多いはずー」

　根こん拠きよがあるのかないのか、そもそも意味があるのかないのか、どむーんが自信たっぷりに言ってくる。

　なんにしろ、シャンクのため息が浅くなるわけではなかった。

「迂う回かいしながらオロボイの隠かくれ家がに向かおう。とにかくもうこれ以上やっかいなことが重なる前に教区外に逃げたい」

「ねーこー」

「キィィィィィ！」

　また追いかけっこを始めたふたりとも、聞いてもいないようではあったが。




　シャンクはつぶやいた。

「……なんだこれ」

　ブリアンもつぶやいた。

「なんだろね」

　どむーんもつぶやいていた。

「けららすとれたぽろりー」

　三者は、ぼんやりと空を見上げていた。

　ゴロゴロゴロ……

　もどってきたオロボイの小屋は、微び妙みような様変わりを見せている。

　薄暗いのだが空模様は晴れ。雲もないのに雷かみなりの音が断続的に鳴り響ひびいている。風はないが肌はだ寒ざむい。小屋の扉とびらは閉じていたが、その表面に赤い塗と料りようのようなものでぞんざいに印が描かれている。角のある獣けものの頭部。のようにも見える。

「これさぁ……」

　シャンクが指さすと、ブリアンがうなずいてみせた。どむーんにしっかりと抱だきかかえられているため動かせる箇か所しよは尻尾しつぽと首くらいしかない。

「魔ま法ほう使つかいが虚こ仮け威おどしによくやる印章の類たぐいに見えるけど」

「ここは教区だぞ？　魔法使いなんかがいたら、正騎士団が大挙してやってくる」

　同じことを想像していたとはいえ、ぎょっとして聞き返す。ブリアンが、ふんと鼻息を吹ふいてみせた。

「だからさっきから、なんだろうなって言ってるんじゃないか」

「入ってみるしかないか……」

　シャンクは鞄かばんをその場に置いて、丸まる腰ごしのまま小屋に近づいた。恐おそる恐る、扉に手をかける。とりあえずなんの反応もない。

　雷だけは途と絶だえずに鳴り続けている。とはいえ、

「これ、空から響いてるんじゃないな」

「偽にせ物ものだね。どんなシーカーがやってるんだか知らないけど、どうにも虚仮威しがやめられない奴やつなんだろうなぁ」

　あまり好かない様子で、ブリアン。シャンクもうなずいて扉を開けた。

　しょせんは小屋である。内部に奥行きがあるわけでもない。そこには仁に王おう立ちする人ひと影かげが待ち受けていた。扉が開けられるのを待っていたように、いや実際待っていたのだろうが、雷に代わり今度は大声で哄こう笑しようが響き渡わたる。

「わはは……わはははは！　ついにこの時が来た。待っていたぞ。我が魂たましいを封ふうじた装身具を愚おろか者が身に着けるその瞬しゆん間かんを！」

「…………!?」

　シャンクは入り口から飛び退のいて、身構えようとした。空手であることを思い出すが、どうしようもない。それでもそれらしく構えているうちに、哄笑は続く。

「今こそ、今こそ我が悲願達成されたり！」

　そこに立っていたのは紛まぎれもなくオロボイだった。ただし目は真っ赤に燃え上がって形相も変化している。老人の猫ねこ背ぜすら矯きよう正せいされ、体格も変わっていた。その両手を翼つばさのように広げ、邪じや悪あくな恍こう惚こつに笑えみを強めている。

「装身具!?」
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　どむーんに抱かかえられているブリアンを見やって、シャンクは訊たずねた。黒猫はしっかりとオロボイを見み据すえ、口早に説明してきた。

「うん。不死を求める実験の中で何度か行われた手だ。身に着け一体となることをトリガーにして呪のろいを仕し掛かける。人格を刻み込んだ装身具によって着用者の身体からだを支配するんだ。着用者の身体が滅ほろんでも装身具は残る。不完全ではあるけれど、限定的な不死であるとは言える。でも……」

　と、突とつ然ぜん語調が弱まる。

　その理由は聞かずとも理解できた。オロボイは最後に見た時と、たったひとつの点を除いては変化などなかった。ただひとつ。

　見覚えのある付つけ髭ひげをつけていること以外は。

「……なんで付け髭？」

　ブリアンが小さく、本当に小さく、どうしようもなくつぶやくのが耳に入った。

（正せい騎き士しが間近に迫せまってる時に……オロボイが付け髭に乗っ取られた？）

　なんにしろ。面めん倒どうな事態がまたひとつ重なったことだけははっきりと思い知らされ、シャンクは頭を抱えた。

























　魔法使いが造り出した、実体のない雷らい鳴めい。そんなものを聞きながら、シャンクはぽかんと口を開けてそれを見上げていた。見上げていたというのは、オロボイがやや宙に浮うかんでいたからに他ほかならない。天てん井じよう近くまで浮ふ揚ようし、そしてもう少しで当たりそうで邪じや魔まなのだろう。首をやや傾かしげる格好でこちらを見下ろしてきている。

「わはははは！　ついにこの時が来た。待っていたぞ。我が魂を封じた装身具を愚か者が身に着けるその瞬しゆん間かんを！」

　付け髭をつけたオロボイは、両りよう腕うでを翻ひるがえしながら先ほどの台詞せりふをそっくりそのまま繰くり返した。

「今こそ我が悲願達成されたり！」

「…………」

　同じ言葉を繰り返されたところで、当然のことながら状じよう況きようが変わるわけではない。シャンクは変わらず、動けずにいた。

　すると。

「わははははついにこの時が」

「いや。もういい。分かったから」

　三度目の台詞をようやく遮さえぎって、シャンクはがっくりとうなだれた。誰だれにというわけではないが、つぶやく。

「なんだ……なんなんだ。なんでわざわざ正せい騎き士しに追われてる時に、こんなことに……」

「む？　どうした。いくら我わが輩はいの圧あつ倒とう的てきな魅み力りよくに翻ほん弄ろうされたからといって、いきなりそこまで絶望することはないと思うのだが」

　オロボイ……というより、それを乗っ取った付け髭は勝手なことをひとりで合点すると、いきなり手をぽんと打ってみせた。

「ひょっとして、ものすごいシチュエーションで我が輩登場しちゃってる？」

「うん」

　答える気になれないシャンクの代わりに、ブリアンがうなずく。

　黒猫がしゃべったことについては特に不思議を感じないのか、付け髭は元気に続けた。

「家族を失い社会に絶望した悪の神官が一通り信念を語った後、邪じや神しん降臨のために我が輩を身につけちゃった？」

「いやそれはない」

「困ったな我が輩、邪神にコネはないし……」

「ないと言ってるだろーに」

　その会話を聞きながら、シャンクはふらりと立ち上がった。頭は抱かかえたままだったが。なんとか視線を上げるため向き直る。

「な・ん・で・わざわざ」

　詰つめ寄ろうにも相手が浮かんでいるためその場で、両手を戦慄わななかせて彼は叫さけんだ。

「なんでわざわざ、正騎士に追われてすぐにも逃にげなきゃならない時にこんなことになってるんだよっ！」

「セイキシ？」

　付つけ髭ひげは首を傾げてみせた。理解できなかったらしい。

「そんなものは知らん。しかしお前ら、追われてるということは犯罪者かなにかか？」

「ええと」

　どう説明すれば良いものかシャンクが迷っていると、耳元でブリアンが囁ささやいてきた。

「多分、ここ百年くらいずっと埋うまったままだったんだよ、あの付け髭。だから現代の情報がなにもないんだ」

「……なるほど」

　納なつ得とくはできたものの、解決にはなっていない。

　シャンクはとにかくなにかを言おうと息を吸い、そしてふと気づいた。自分の肩かたに、ブリアンが乗っている。

「？」

　先ほどまでは、猫ねこはどむーんに抱だきかかえられていたはずだった。どむーんを探すと、少女はいつの間にかオロボイの小屋の中に散らばっているがらくたを探さぐっている。歓かん声せいをあげて彼女が拾い上げたのは、壁かべ補修用の木き槌づちだった。

　全員で、じっとそれを見ていると。

　彼女はいきなりそれを振ふりかぶった。

「えいっ」

　さらになんの躊躇ためらいもなく、それを天井近くのオロボイに投げつける。思いのほか勢いよく木槌は飛ぶと、正確にオロボイの顔面に命中した。悲鳴をあげて、オロボイが落下する。

「ぎゃああああっ!?」

「ひげー」

　どむーんは叫びながら、オロボイへと突とつ進しんしていった。やはりそれを眺ながめながら、シャンクはつぶやいた。

「……欲しいのかな」

「多分ね」

　ブリアンが応じる。とりあえず、どむーんの注意が自分から付け髭へと移ったことにほっとしているようではあった。

　が。

「やめんかーい！」

　オロボイ、いや付け髭の怒ど声せいが響ひびき、どむーんは相手に触ふれることもできずに突つき飛ばされ、押しもどされた。両手をつきだした格好のまま、再びオロボイの身体からだが浮かび上がる。

　狭せまい小屋の中である。天井もそう高いわけではない。それでもどむーんの背せ丈たけには絶望的な高さだった。足元でぴょんぴょん跳はねて手を伸のばす少女から必死で逃げ回りつつ、付け髭がわめく。

「えーい、魔スプ力レツド結・ム晶ーンの癖くせに魔ま法ほう使つかいの嫌いやがることをするんじゃない！　一体どんな育ち方をしておるんだ！」

「……あれ？　一目で分かるんだ」

　驚おどろいたように、ブリアン。付け髭はちらりとこちらを見、ふんぞり返って言ってきた。

「ふん。我が輩を誰だと思っておるか。魔法使いの生き字引、ベロ様だぞい。生き字引って死んだら死に字引になるのかなぁとかいう理由で命を狙ねらわれたり、様々な意味で慕したわれておった」

「その慕われ方についてはとりあえず無視しておくことにして……ぼくは魔力結晶なんて見ただけじゃ分からないけど」

　不承不承認めて、ブリアンがうめく。

　と、今度はあちらが驚いたように、付け髭いやベロ様とやらが目をばちくりした。

「む？　なにかと思ったら貴様も魔法使いか。なんでまたそんな可愛かわいいことに？」

「不死の魔法に失敗したんだよ。だいたい付け髭にそんなこと言われる覚えはない」

「うーむ……確かに……付け髭のほうが可愛いかもしれん」

「違ちがうそれ違う」

　律りち儀ぎに応じるブリアンの足の下で。

　シャンクはうんざりと周りの騒さわぎを締しめ出そうと頭を抱かかえていた。

（冗じよう談だんじゃない。教区内に魔法使いなんかがいるって正せい騎き士しに知れたら、奴やつら本格的な派は遣けん軍ぐんを組織してくるぞ……）
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　それこそ、けちな秘ひ儀ぎ商人や盗とう賊ぞくを狩かるなどというレベルの問題ではなくなる。

　そう。頭を抱えている場合ではなかった。

「ブリアン！」

　シャンクは顔を上げると、魔法使いを指さして黒くろ猫ねこに叫んだ。

「あいつを捕つかまえろ！」

「えー」

　猫はあっさりと不服の声をあげた。

「いーじゃん。ほっといて逃げようよ。そろそろ潮時だって」

「あああああ。この期ごに及およんで魔法使いなんて頼たよろうとした俺が馬ば鹿かだった……」

　再度頭を抱える。付つけ髭ひげベロとやらは、しつこいどむーんからなんとか逃げ回りつつ、こちらへと向き直ってきた。

「んむ!?　お前ら、我わが輩はいをどうすると？」

「ひげー。よこしー」

「いやお前は非常によく分かるから」

　飛びついてくるどむーんを押しもどしながら、付け髭ベロ。

　シャンクはなんとか気を取り直して、声をあげた。

「お前が乗っ取ってるその身体、返してもらわないとならないんでね」

「我が輩がそれを承しよう諾だくすると思うか？」

「お前の許可は必要ない」

　告げて、腰こしを落とし構える。狭い室内、この距きよ離りならば一ひと跳とびに摑つかみかかれる自信はあった。

　が。

「ふははははは。させぬわ！」

　付け髭は高らかに笑うと、両りよう腕うでを上げてみせた。天てん井じようを持ち上げるように。その手の先に輝かがやきが生まれ、そして。

　そこでぴたりと止まり、真顔で聞いてくる。

「昼の太陽と夜の太陽、明るいのはどっち？」

「え？　同じ……だろ」

「はーはははははー！」

　付け髭ベロが掲かかげていた光が、さらに膨ふくれあがって轟ごう音おんを立てる！

　激しい爆ばく発はつの後、小屋の大半は消し飛んでいた。不思議とシャンクもブリアンもどむーんも無傷だったが、吹ふき飛ばされた屋根から逃げていった魔法使いは……

　得意げに空を飛んでいく秘儀商人の後ろ姿を見送りながら、絶望的にシャンクはつぶやいた。

「……街……のほうに飛んでいった……？」

「だね」

　淡たん々たんと、ブリアンが同意する。黒猫は少し間を置いてから付け足してきた。

「ぼくら十分に頑がん張ばったよね」

「お前はなにもしてないだろっ!?」

　悲鳴じみた声をあげると、シャンクは小屋から飛び出し、魔法使いの逃にげていった方角へと駆かけ出した。




　街まで追いかけると、魔法使いのいる場所は一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。というより、彼らが駆けつけるまでに広場はかなりの人だかりになっていた。広場の真ん中に付け髭の老人が浮うかび上がり、腕うで組ぐみして笑い声をあげているのではそれも当然だったろうが。

「わははははははついにこの時が」

　また同じことを繰くり返しているらしい。シャンクは広場まで辿たどり着くと、武器の入った鞄かばん（とブリアン）をどむーんに押しつけ、体勢を低くして人だかりの中に割って入った。上空のオロボイに気を取られ、見上げている人々の間を縫ぬって走っていく。

　だいたいの目測で進んでから、人だかりの切れ目、つまりはオロボイの足元まで一気に突つっ切ると、初めて目標を見定めて跳ちよう躍やくする！

　高さは十分にとどいたはずだった。だがしかし、付け髭は思いのほか機き敏びんに空中で身を翻ひるがえすと、横よこ滑すべりするように位置を変える。結局シャンクは空から振ぶりした手を抱かかえ込みながら、再び地面へと着地した。着地点にいた女数人が、悲鳴をあげて場所を空ける。

　それに構っている暇ひまはなかった。得意げに笑い声を大きくする付け髭に、シャンクは向き直り、

「くそっ！」

　毒づくと、付け髭ベロはぴたりと哄こう笑しようを止めた。

「ふはははははは。来たか若造め。そこまで我わが輩はいの魅み力りよくに取り憑つかれるとは……恐おそろしい奴やつ」

　ざわ、と動どう揺ようの声を発する周囲の群衆に、シャンクは拳こぶしを振ふり上げた。

「誰だれがだっ！　わざわざこんな目立つところに逃げ込んで、どういうつもりだ！」

「どういうって……我が輩の悲願が成じよう就じゆしたのだ。できる限りたくさんの人に知ってもらいたいではないか」

「それが危険なんだって言ってるんだよ！」

「なんで？」

「だから……」

　ここで息が切れ、シャンクは口をつぐんだ。胸中ではその続きを叫さけんでいる。

（正騎士が来てるんだよ！）

　それを合図にしたように。

　広場に騒ぎが、もうひとつ加わった。

「あれは……！」

　遠くから、叫ぶ声がする。見やるとそちらから、群衆を押しのけて進んでこようとしている法衣の一団があった。

「浮かんでいるぞ！」

「魔ま法ほう使つかいなのか!?」

　フードを落として、顔にも見覚えがある。先ほどの正騎士たちだった。この騒ぎであれば、すぐに駆けつけてきても不思議はない。

「……なんだ。あれがお前の言う、セイキシとやらか？」

　額の上に手をやってそれを眺ながめ、付つけ髭ひげベロは小こ馬ば鹿かにするように鼻で笑った。

「あんなものがなんだというのだ。地べたを歩いて奴らが来るまでに、我が輩はまた空を飛んでいけば絶対に捕つかまらん」

　と、これもまたそれを合図にしたように。

　──ひゅんっ！

　風切り音。そして、激げき突とつ音を経て、オロボイの身体からだが後方に吹き飛んだ。なにか飛来してきたものに撃うち抜ぬかれたらしい。

「オロボイ!?」

　付け髭はともかく、宿主となっている秘ひ儀ぎ商の名前をシャンクは呼んだ。オロボイの身体はいきなり落下して地面に転がった。

　正せい騎き士しの登場に群衆も逃げまどっている。魔法とほんのわずかな関かかわりがあるだけでも、正騎士の処しよ罰ばつ対象になりかねないのだ。魔法に関心を持っているだけで、正しい人間の生を送るのに害になるというのが正教会の見識だった。走り回る群衆に、場はすっかり混乱している。その中で、シャンクは落下したオロボイの身体に駆け寄った。

　すると、付け髭ベロは仰あお向むけに、目を丸くして硬こう直ちよくしている。老人の手は矢を摑んで、胸の前で震ふるえていた……そのまま進めば喉のどに突き刺ささる位置で。

　ひくっ、と老人がしゃっくりする。シャンクはその矢を取り上げると、脇わきに放ほうり捨てた。

「分かったか？　今のは速そく射しや弓きゆうの矢だ。どこか、見えない位置に狙そ撃げき手を配置してる。この群衆の中に撃ち込むくらいだ。よほど腕うでに自信があるんだろう」

「むむむ……正確な射しや撃げきそれ故ゆえに予測はしやすい……」

「どんな理り屈くつだそれは」

　とりあえず、逃げまどう群衆よりも頭を低くして、シャンクはうめいた。

「こうして隠かくれていても、正騎士が近づいてくる。言っとくが、奴やつらは魔法使い殺しの精せい鋭えいだ。魔法の強力さを知った上で、それを封ふうじる手を打ってくる。そういう訓練を受けてるんだ」

「たとえば？」

「たとえば正騎士は、まず魔法使いの優位を利用する……」

　話の途と中ちゆうで、振り返る。

　ふたりの正騎士が、人々をはね除のけながら突進してくるところだった。どちらも長ちよう剣けんを抜き、一直線に突き進んでくる。

　法衣を着た騎士、つまり正騎士は、僧そう職しよくの者と同じ権限を持つ。つまりは僧と同じ戒かい律りつの中で生きているとも言える。全身を神に捧ささげる僧との違ちがいは、正騎士は身体の一部だけを神に捧げ、そして残った不ふ浄じようの肉体で現世の問題に関かん与よする。そこにあった。

　正騎士が神に捧げるのは心臓より生える腕うで、左腕一本だった。彼らはその証あかしとして、左腕には決して武装しない。鎧よろいすら、左腕に着けることはなかった。

　結果として彼らが使用するのは片手用の中型刀剣か、もっと小さな武器に限られている。重量のある武器を右腕一本で使用することには無理があった。今、そのふたりが振ふりかぶってきているその剣もまた典型的な広ひろ刃は刀剣である。

　奥歯を嚙かみしめ、シャンクは自分のマントに手をかけた。街中で、当然武器など用意していない。丸まる腰ごしで、武装した正騎士に対たい抗こうしなければならなかった。

　相手もまた、こちらが武器を持っていないことを即そく座ざに見抜いたらしい。剣を上段に構え、大きく振りかぶる。接せつ触しよくした瞬しゆん間かん、一撃で決めるつもりなのだろう。

　シャンクはふたりの正騎士のうち、わずかに先行する一方を見定めて跳とんだ。遠く、高くにではない。前転するように地面へと両手をついて足を蹴けり上げる。

　こちらが倒とう立りつし、狙ねらうべき急所が位置を下げたことで迷ったのだろう。正騎士の剣がタイミングを逃のがして虚こ空くうに彷徨さまよった。シャンクはそこからさらに、正騎士の手元を狙って足を振り上げた。正確に剣の柄つかを蹴り上げると、剣が騎士の手からすっぽ抜けて空中に舞まう。

　二人目のほうはといえば、さらに難題だった。遅れて来た分、余よ裕ゆうを持っていた二人目の正騎士は、こちらの体勢の変化を見て取って構えを下げ、すくい上げるように剣の一撃を放ってきている。シャンクは舌打ちすると、その流れのままに両腕で頭を抱かかえ込んで腹筋に力を入れた。一回転する要領でその一撃をかわしつつ、そのまま足から着地する。

　ふたりとすれ違った形で、シャンクは背後を一いち瞥べつした。ふたりの正騎士は秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくの突とつ破ぱは甘かん受じゆし、まずは魔法使いにプレッシャーをかけることを優先したようだった。突進を続け、付つけ髭ひげベロへと詰つめ寄っていく。

「お前らごときのなにが恐ろしいものか！」

　ベロは頑がん固こに余裕を見せつけながら叫ぶと、空中へと舞い上がった。正騎士の武器がとどかない高さへと、程ほどなく到とう達たつする。

　シャンクは蹴り上げた騎士の剣が放物線を描えがいて、自分のほうに落ちてくるのを見み据すえていた。手を伸のばし、それを摑つかみ取る。そして、

「慢まん心しんにつけ込んで力を使わせた上で」

　小さく、シャンクはつぶやいた。摑んでいたマントを広げる。

「必殺の伏ふく兵へいで仕留める！」

　シャンクは跳び上がると、白いマントを空中に広げた。ばんっ、と立て続けに音が響ひびき、マントに弾はじき返された無数の矢が地面へと散る。

　すべて、ベロを狙っていた矢だった。

（これだけの矢を放ったなら……さすがに次の射撃までには時間がかかるはず）

　シャンクは満足すると、正騎士たちへと視線を落とした。策が破られたことに呆ほうけたのか、正騎士はこちらを見てそろって口を開けていた。

　が、シャンクが手に入れた剣を持ち上げてみせると、さすがに顔色が変わる。

「それを返せ……」

　剣を奪うばわれたほうの騎士の突進にあわせて、シャンクもまた進み出た。摑みかかってくる騎士の手を避よけながらその脇を通り過ぎ、

「返したよ」

　囁ささやく。

　ぎょっとした表情で、騎士の動きが止まった。彼が慌あわてて見下ろすと、腰よう間かんの鞘さやに剣がもどっている。

　その隙すきにシャンクは跳ぶと、もうひとり、早はや業わざに啞あ然ぜんとしている正騎士の肩かたに飛び乗った。そこからさらに踏ふみ出して跳ちよう躍やくし、浮ふ揚ようしている付け髭ベロの足にしがみつく。

　ベロが迷めい惑わくげに罵ば声せいをあげるのが聞こえたが、シャンクは構わず叫さけんだ。広場はますます混乱を広げて人が入り乱れているが、その中に新たな正騎士の姿は見あたらない。

「逃にげろ！　今なら射程外に出られる！」

「なんてこった……まったく、我わが輩はいの悲願はどうなるのだ！」

　付け髭ベロは不服そうに答えながらも、さらに高度を上げた。




「いや、安心したぞ。お前に触ふれられていても我が輩は魔ま法ほうを使えた。つまりはお前には、我が輩への敵意はないということであるな」

　広場から離はなれ、建物の陰かげに下りてから付け髭ベロはそう言った。

「まあ、当面はな」

　シャンクはため息をついた。広場の騒さわぎからは距きよ離りをおいたものの、正せい騎き士しが魔法使いの姿を見てそう簡単にあきらめるとも思えない。

（逃げた方向から位置を特定されるのも時間の問題だな。ブリアンとどむーんは、まあ自分たちでなんとでもするだろうけど、こっちはどうやって逃げたもんだろうな）

　面めん倒どうな状じよう況きようを作ってくれた付け髭ベロに、せめて非難の視線を投げようと、シャンクが向きやると。

　既すでにそこに、オロボイの身体からだはなかった。

「な!?」

　悲鳴をあげるが、もう遅おそい。

　馴な染じみの秘儀商人。その身体を乗っ取った付け髭ベロは、既に屋根の上の高さまで浮うかび上がっている。

　慌ててシャンクは、あたりを見回した。誰だれが見えたというわけでもないが、空に浮かんでいる老人の姿は広場からも見えるに違ちがいない。そうでなくとも人が騒げば、正騎士がすぐに殺さつ到とうしてくるだろう。

　それを知ってか知らずか、付け髭ベロは自信たっぷりに言ってきた。うなずきながら、

「うむ。安心したのだ。つまりは、もう我が輩の邪じや魔まはせんということだろう？」

「え？」

　動きを止め、聞き返す。だが空中の付け髭ベロは片手をあげると関係のないことを聞いてきた。

「鎧よろいを着てるのに川に沈しずまない。それは？」

「魚」

　反射的に答える。と。

「ふははははははは。どうだ。つい答えてしまうだろう」

　老人が笑いながら腕うでを振ふり下ろし、光の球が飛び出してくる。シャンクはマントを前にかざし、衝しよう撃げきに備えた。光球が地面に触れると、小屋を吹ふき飛ばしたのと同じ爆ばく発はつが起こった。威い力りよくは大したこともないが、建物が揺ゆれ、砂すな埃ぼこりを舞い上がらせる。

　それだけに留とどまらなかった。付つけ髭ひげベロの手の上に、さらに数個の光球が残っているのを見てシャンクは舌打ちした。オロボイの姿をした魔法使いが、オロボイのものとしては見慣れた嫌いや味みな笑えみを浮かべながら、その光球を連続して投げつけてくる。

　立て続けに起こる爆発の中、舌を嚙まないよう注意しながら、シャンクは叫んだ。

「なに考えてるんだ！　正騎士が追ってるんだと言っただろう！」

　一通りの爆撃が終わった後、空っぽの手をぶらんと下ろして、ごく当然のように付け髭ベロは言ってきた。

「いや、だって我が輩の悲願だし……我が輩、したいことはしたいわけであるし」

「危険なんだってさっき思い知ったろ!?」

「それはそれとして、我が輩はするから」

「うわああ魔法使いなんてそんなもんだって分かってたはずなのに」

　地じ団だん駄だでも踏む思いで、シャンクはうめいた。と、背後に怪あやしい気配を感じて振り返る。

　付け髭ベロがどうして無駄に光球など投げてきたのか。シャンクにはあまり怪しんでいる時間もなかったが、その時になって答えも知れた。自分を狙ってきたのではなかった。背後にあるアパートの土台が根こそぎ抉えぐられ、まさに倒たおれようとしている。

「うわああああっ！」

　倒とう壊かいに巻き込まれないようその場から逃げ出す。ばらばらになって崩くずれる建物は、屋根板やベランダの植木を雪崩なだれのように派手にこぼした。足元をすくおうとする屋根板をかわしつつ、シャンクは手近な家の軒のきに飛びついた。

　なんとか崩ほう壊かいをやり過ごし、一息つく。シャンクは家具の破片やらなにやらでごった返している地面に飛び降りた。見回して探すと、付け髭ベロがこちらに背を向け遠ざかっていくのが見える。

「あんにゃろ……」

　憎にく々にくしくつぶやき、追つい跡せきを開始する。今の倒壊で騒ぎはますます拡大しているが、ベロはわざわざ人の気配が多い方向へと向かっているように見える。

（なんなんだ、いちいち……くそっ、ブリアンはどこだ？）

　広場ではぐれた黒くろ猫ねこは、もちろん見当たらない。あの猫がいてそれほど役に立ったということも今までなかったが、それでも空を飛ぶ魔法使いが相手となると、シャンクひとりでは文字通り手がとどかない。おまけに、武器の入った鞄かばんもどむーんに預けてしまった。街中とはいえ、正騎士に包囲されれば必要になるかもしれない。状況は既に、そうした最悪の事態を想定せざるを得なくなりつつある。

「知らないとはいえ、正せい騎き士しを侮あなどるなんて。奴やつらはただの僧そう職しよくなんかじゃない。魔法使いを討とう伐ばつするための剣けん客かく集団だぞ」

　小さく声に出し、毒づく。幸いにしてベロの飛ぶ速度はそれほどでもなく、道を走って追いかけても見失うことはなかった。もっともそれは、飛び道具で容易に狙そ撃げきされる速度ということでもあったが。

「付け髭はともかく、オロボイの命が危ない。どうすりゃいいんだ？」

　正騎士は六人。それを全員倒せば良い。正騎士の包囲さえなくなれば、なんとか姿をくらまして教区から脱だつ出しゆつすることも可能だろう。

「…………」

　自らの思いつきに、シャンクは速度を落として両手を見下ろした。

（可能か？）

　問いかける。これも、自らに。

　答えは分かっていた。

　既に一度やったことなのだから、結果は分かっている。

（まさか。正騎士を倒すには剣が要いる……剣を使うということは、必ず殺すということになる。そんなのは冗じよう談だんにもならない。正騎士はただ務めを果たしてるだけだ。なにも悪くない。俺が教えてもらった剣は、そんなことにだけは使ってはならない）
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　開いていた手を、握にぎりしめる。見えないものを握りつぶすように。

　顔を上げ、シャンクは再び足を速めた。

（……そもそも、虫が良すぎる。こんな街中で誰だれにも見られないように六人もの正騎士と戦って、しかも勝つなんて）

　どれひとつとして可能な要素がない。別の方針を考える必要があった。

（となると逃げるしかないわけだ。まずはオロボイを、あの付け髭から解放しないと）

　その後のことは、それがどうにかなってから考えるしかない。

　と。

「しゃーんく！」

　どむーんの声が響ひびき渡わたった。見ると、前方からこちらに向かって、どむーんが走ってきている。

　短い手足をばたばたと振ふり回し、どう見ても速度の出る走り方ではないにもかかわらず、信じがたいスピードで少女は接近してきた。

「追いつくまでの暇ひまがないー」

　彼女はシャンクに接せつ触しよくする寸前に、慣性を無視してくるりと回転すると彼と併へい走そうする格好に移った。預けていた鞄は背負い、ブリアンもその荷物の上に座っている。
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「あの付つけ髭ひげは、まーた広場にもどってきてたみたいだよ」

　その黒猫が、あくびしながら言ってくる。

　空からはオロボイの姿は見えなくなっていた。高度を下げたのだろう。あるいは、下げざるを得なかったか。

　絶望的に、シャンクはうめいた。

「正騎士たちは？」

「広場にふたりが残ってた。ぼくらがここまで走ってくる間にはひとりもいなかったよ」

「どうすればいい？」

　答えを求めてではなかったが、訊たずねる。黒猫は予想通りの返答をしてきた。

「正騎士たちは付け髭の抹まつ殺さつを優先してる。今なら、ぼくらは安全に街を出られる。回れ右するのが最良の道だ」

「次善の策は？」

「右折」

「その次は？」

「左折」

「さらにその次は？」

「飛ぼう」

「…………」

　あきらめて、シャンクは無言になり先を急いだ。ほどなくして広場にもどる。騒さわぎは一度は収束したのかもしれないが、魔ま法ほう使つかいが再び空に姿を見せたことで再燃している。人々の多くは逃にげ出して、先ほどよりはまばらになっていたが、正教会の罰ばつを恐おそれるより好こう奇き心しんを優先させた者がまだ残っているのか、無人ではなかった。魔法使いの足の下に、一ひと塊かたまりの聴ちよう衆しゆうが群がっている。

　その残った少数の人々に向けて、付け髭ベロはまた哄こう笑しようを繰くり返している。

「はーはははははついに我が悲願」

「もう分かってるってのに」

　広場に駆かけ込む前に足を止め、塀へいの陰かげに隠かくれながらシャンクはつぶやいた。どむーんとブリアンも、いっしょに物陰に潜ひそむ。シャンクがのぞき込んで観察すると、広場には正せい騎き士しがふたり残っていた。先ほど突とつ進しんしてきたふたりのように見える。正騎士たちは聴衆を守るように、付け髭ベロの足元に立ちふさがっていた。

　宙に浮うかぶ付け髭ベロのもとに、時折思い出したように矢が飛んでいくのが見える。が、どの矢も標的に触ふれる前に不自然に軌き道どうを変え地面に落ちていた。矢の軌き跡せきを目で追って、シャンクは射手の位置を確かめた。

（……射手がひとりに減ってる。残り三人がまたなにか別の手を準備してるってことか）

　不意打ちに失敗してしまえば、武器はほとんど魔法使いには通用しない。そういうものだった。そのため、正騎士たちは大たい抵てい、何重にも策を用意する。

（っても、飛び道具は既すでに警けい戒かいされてる。この広場じゃ姿を見せずに近づくのも無理。正騎士たちにももう打つ手がなくて膠こう着ちやくしてる……現状はそんなとこか）

　まだ策が残っているとすれば。

　想像をつけて、シャンクはブリアンを手招きした。ぴんと伸のびた黒くろ猫ねこの耳に囁ささやきかける。

「……俺をあの広場の真ん中まで瞬しゆん間かん移動させられるか？」

「できると思うけど。どうすんの？」

「あの聴衆の一番後ろに移動させて欲しいんだ」

「なんで常に最良の道の正反対を行こうとするんだろうね」

　ぶつぶつと苦言を混ぜながらも、ブリアンは唱え始めた。

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう」

　その呪じゆ文もんにあわせて、シャンクは息を潜めた。音もなく視界が入れ替かわり、人の背中が並ぶ後ろへとシャンクは移動していた。全員、魔法使いを注視しているせいか背後には気づかない。
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　それでも、遠くから状じよう況きようを監かん視ししている射手は気づいたかもしれない。あまりじっとしていられる時間はなかった。射手からなんらかの合図が正騎士たちに送られるよりも先に行動を起こさなければならない。

　聴衆を間近にすると、先ほど大おお騒さわぎしていた群衆と様子が違ちがうことは明らかだった。今は全員が魔法使いの言葉を聞きながら、無言でいる。背中からも緊きん張ちようが見て取れた。好奇心で集まっているのではない。

（やっぱりそうだ……この人たちは、ここにいるよう命令されてここにいる）

「全員、逃げろー！」

　シャンクは大声で叫さけび、マントの下から手を突つき出すと、背面から聴衆の群れに割って入った。突然のことに、集団が悲鳴じみた声をあげて逃げ出す。緊張の末、それが崩ほう壊かいすると脆もろいものだった。逃げる人には構わずに、シャンクはさらに突進した。群れの中にひとり、逃げずにいる者を見つけて、さらに踏ふみ込む。

　逃げずにいたのは長身の若い男だった。左右を見回して困こん惑わくの色を浮かべるのも一瞬のことだけで、懐ふところに隠していた銃じゆうを取り出すとそれを上空の付け髭ベロへと向ける。シャンクの使っているスプリング・ガンとは違った、火薬式の銃だった。火種を用意せずとも使うことのできる最新型である。そうそう見かけるものではない。

　追いつくまでに、シャンクはその男が昼間顔を見たあの正騎士だと悟さとった。騎士の装備を外し、平服になっている。通行人を集め、聴衆のふりをさせて刺し客かくを隠す壁かべにしていたのだろう。正騎士としてよくある策というわけではないが、考えられる手ではあった。

　最後に邪じや魔まになった若い女の横を回り込み、シャンクは銃を構えるその正騎士へと飛びついた。正騎士が引き金を引く前に銃を叩たたき落とす。大きく毒づきながらその正騎士は、こちらを睨にらみつけてきた。銃のほかには武器を持っていなかったのだろう。拳こぶしを突き出し殴なぐりかかってくるが、シャンクは飛び退のいてそれをかわした。落ちた銃を拾おうとする正騎士を、牽けん制せいのために蹴けりつける。これも相手にはかわされたが、こちらが飛び退いたのと同じ距きよ離りを、相手にも後退させた。銃との距離は、お互たがいに同じだった。

　が。

「また貴様かぁっ！」

　両りよう脇わきから、剣けんを構えた正騎士がふたり、声をあげるのが聞こえてくる。三対一。反射的にシャンクは腰こしに手を当て、そこにあるはずの剣がないことに悪お寒かんを覚えた。

　いや、安あん堵どもまた覚えていた。剣があったなら、抜ぬいてしまっていたかもしれない。

　刹せつ那な。

「我、羊の群の中に贖える者の位置を示しその力に乞う！」

　ブリアンの声が、広場中に響ひびき渡わたった。同時、小さなつむじ風がふたつ、剣を持ったふたりの正せい騎き士しの足元から砂を舞まい上がらせ、騎士らの顔面に吹ふき付ける。

　目に砂が入ったせいで感覚を失い、騎士ふたりが足を止めた。その時にシャンクは飛び出すと、残った平服の正騎士が今まさに拾おうとしていた銃を横に蹴り払はらった。砂の上を滑すべって、銃が転がっていく。

　さらにそれを追おうとする正騎士の背後から、シャンクは相手の左ひだり腕うでを取ると関節を捻ひねり上げて組み敷しいた。

「隊長！」

　ようやく顔から砂を払い落とした騎士のひとりが、うつ伏ぶせに組み伏せられた男にそう叫ぶ。シャンクはその隊長とやらの腕をさらに際きわどく極きめながら、どぎまぎとつぶやいた。

「え、えーと……」

　迷いつつ、誤魔化すように続ける。上空の付つけ髭ひげベロを指さして。

「今の呪文は……あの魔法使いが唱えていたんだと……思うなー」

「当たり前だろう。なにを言っている」

　不ふ機き嫌げんにつぶやく正騎士隊長の言葉に、シャンクはほっと息をついた。この近辺に魔法使いがふたりもいると知られれば、それこそ大げさな討とう伐ばつ軍ぐんが組織されかねない。

　付け髭ベロにしてみれば濡ぬれ衣ぎぬだったろうが、秘ひ儀ぎ商の身体からだを借りたその魔法使いが顔面を真っ赤にして怒おこっているのは、そのせいだというわけではないようだった。

「ええい、お前のせいで、また人がいなくなってしまったではないか！」

　叫んでくる。

　うんざりと、シャンクは言い返した。

「助けてやったんだろーがっ！」

「なにを言っておるか。我わが輩はいのどこが危険だったのだ」

「危険になる前に助けてやったんだろっ!?」

「ではつまり危険ではなかったということだな」

「うっわ腹立つ」

　言い合っていると、さらに新たにひとりの正騎士が広場の外から駆かけ込んできた。重装備のわりには速い。

「隊長ー！　オルトスメグが、人ひと垣がきの後ろに忽こつ然ぜんと例の秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくが姿を現したと……」

「遅おそいわっ！」

　現れた正騎士に、隊長が怒ど鳴なる。シャンクは頭の中で計算した。ひとりが射手および全体の監視役。これがオルトスメグだろう。そしてひとりが伝令。隊長。そして広場に残っていた正騎士がふたり。

（これで五人。正騎士は六人いたはず……）

　残りひとりは。

　胸中の問いに答えるように、声が聞こえた。

「隊長っ！」

　生き真ま面じ目めそうな声が、シャンクにとっては最も聞こえて欲しくなかった方角から聞こえてくる。さっきまで自分が隠かくれていた塀へいの陰かげから、正騎士がひとり姿を現した。どむーんの背中に剣を突つきつけて連れ出しながら。

「その秘儀盗賊の下宿にいた娘むすめです」

　黒くろ猫ねこのことは勘かん定じように入っていないようだったが、ブリアンがいないというわけではなかった。猫は変わらず、どむーんの背負っている鞄かばんの上に鎮ちん座ざしている。にゃあと、まるで猫のように鳴き声をあげた。呆あきれ声なのではないかと、シャンクには聞こえた。

　これで、六人。射手はもう狙そ撃げきをやめていたが、役目上、位置を変えることはあってもこの場に近づいてくることはないだろう。

　シャンクは正騎士たちの包囲を見回した。隊長を取り押さえているものの、有利な状況とは言えない。最後の正騎士がどむーんとブリアンを連れて広場の中央までやってくるまでに、かなり長い時間がかかった。

　その間、付つけ髭ひげベロの愚ぐ痴ちや、組み伏せられた隊長のうめき声、正騎士たちの強こわ張ばった表情などに取り囲まれ、シャンクは冷ひや汗あせが滲にじむのを自覚した。正騎士のひとりが、隊長の取りこぼした銃じゆうを拾い上げている。誤射を恐おそれてだろう。使うつもりはないらしく、その正騎士は銃を懐ふところに入れて剣けんを構えた。

（さて、どうする……？）

　動どう揺ようを面おもてに出さないよう必死に、シャンクは敵の隙すきを探さぐっていた。とはいえ、この状じよう況きようは、ちょっとやそっとの隙で取り返しがつくものではないことも知れていた。

　さらに……

「お前たち、なにをしている」

　苛いら立だちを声に含ふくんで、語り始めたのは正騎士隊長だった。うつ伏せに地面に押しつけられた格好のまま、威い厳げんある教師のようにもったいつけて言葉を続ける。

「やるべきことは分かるだろう。まずこの秘儀盗賊を罰ばつせよ」

「しかし……」

　躊ちゆう躇ちよする正せい騎き士しを、その隊長は声で制した。

「訪おとずれる結末を考えろ。このままこいつらを逃にがすつもりか？」

（まずいな）

　シャンクは気まずく唇くちびるを嚙かんだ。殴りつけてこの男を黙だまらせようかとも思い浮うかぶが、それをすればそれこそ正騎士たちが殺さつ到とうしてきそうではある。膠こう着ちやくを望んでいたわけではないが、考える時間は欲しかった。

　だが正騎士隊長は着々と、部下をたしなめてその時間を削けずっていく。

「この秘儀盗賊は丸まる腰こしだ。触ふれているわたしには分かる。わたしは最悪でも腕うでを折られるだけで済む。だが魔ま法ほう使つかいと秘儀盗賊を逃のがせば、我々の名めい誉よは地に落ちる。我々は、まっとうに生きる人々のために最良の結末を選ばねばならない。誇ほこりある正しき生のために」

「…………」

　その言葉を聞いて、正騎士たちの顔つきが変わった。

（本気でまずいな、これは）

　横目で、どむーんの背負った鞄の位置を見やる。そこに武器がある。だが、もし剣を手にできたとして……使うならばこの場にいる全員を皆みな殺ごろしにしなければならなくなる。ブリアンも、どむーんも含めて。論外だった。
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　同じく、ブリアンを見やる。あるいはこの黒猫の魔法ならば、この窮きゆう状じようを打破できるかもしれない。しかしそれをすれば、この猫を狩かるために正教会から本格的な討伐隊が派は遣けんされるだろう。それは現在のこの状況より好転したと言えるものではない。

　と。悩なやんでいるうちに。

　伝令役の正騎士が、左手を頭に当てているのが見えた。どうということもない仕草だが、隊長が訓辞めいたものを話している最さい中ちゆうとしては奇き妙みような動作ではある。

（……射手への合図だ！）

　咄とつ嗟さに判断して、シャンクは飛び退のいた。射手は既すでに位置を変えていたらしく、殺気は感じても矢が飛びだしてくる方角は読めない。シャンクはマントで身体からだを隠しながら飛び退き、そしてようやく飛来する矢の姿を見定めた時には、その矢はもう地面に突つき刺ささっていた。

　シャンクのいた位置を通過し、その下に組み敷しかれていた隊長の頰ほおをかすめ、地面に。

　一いつ瞬しゆん前と比べて、たいした変化があったわけではない。

　それでもシャンクは奈な落らくの底に落ち込むような心ここ地ちを味わった。正騎士隊長はゆっくりと起きあがり……頰についた一筋の傷きず痕あとから血を拭ぬぐってみせた。神に捧ささげた聖なる左腕で。

　準備は必要なかった。正騎士はいつでも飛びかかれる体勢を取っている。そしてまた号令も必要とはしない。正騎士らの構えるすべての剣がこちらを向いた。

　瞬間。

　どすんっ！

　と派手に、物音が響ひびいた。

　なにかが見えた気がして、シャンクは振ふり向いた。見えたものは、なにかを蹴けり上げるような格好で足を振り上げているどむーん。そしてその背中であくびをしているブリアン……傍かたわらにいたはずの正騎士はいない。

　残像だけが見えた。ような気がした。目で追うと、空中を奇き麗れいにくるくると回転しながら、重装備の正騎士が飛んでいる。とうに気を失っているのだろう。悲鳴も抵てい抗こうもなく、真まっ直すぐに空中の付け髭ベロに激げき突とつした。

　これもまた悲鳴はなかった。だが重量物が直ちよく撃げきして、魔法使いも騎士ともども、あっさりと地面に落ちる。

「ひげー」

　その声とともに初めて時間が動いた。どむーんが歓かん声せいをあげ、落下した魔法使いへと駆かけ寄っていく。その背中の鞄から、ブリアンがぴょんと飛び降りるのが見えた。

「…………」

　シャンクはただぽかんと、それを見つめていた……あとになって気づいたが、大口を開けたまま。正騎士らはそれでも訓練の賜たま物ものだろう。事態が理解できているとも思えないが、どむーんに先んじて魔法使いへと斬きり掛かかろうと剣を振り上げている。位置的に、どむーんは間に合いそうにない。そう見えた。が。

「ひげのものわたしー！」

　冗じよう談だんとしか言いようのない速度で、どむーんが正騎士ふたりを突き飛ばす。人形遊びでもするような手つきだったが、騎士たちは為なす術すべもなく広場の隅すみまで転がっていった。

　ことここに至って、ようやく正騎士たちは自分たちが少女ひとりに圧あつ倒とうされている事実を自覚したらしい。素すっ頓とん狂きような悲鳴があがる。全員が一いつ斉せいに剣を構え、どむーんに向き直った瞬間……

　すべて、吹ふっ飛ばされた。

「……た、隊長……なんだかわけの分からない少女に片かたっ端ぱしから蹴り倒たおされるというのはどういった結末……」

「さ、さすがに分からん……ぐっ」

　力ちから尽つきた騎士たちが、昏こん倒とうしていく。

「ひいいい！」

　付つけ髭ひげベロが再び浮ふ揚ようし、逃げようとするも。

「よく待つひげー！」

　既に気を失った騎き士しをどむーんが担かつぎ上げ、またベロへと投げつけて魔法使いを地面に落とす。それを何度か繰くり返し、どむーんはようやく、完全にずたぼろになった付け髭べロを捕つかまえた。オロボイの身体からだごと持ち上げて、満足そうに叫さけび声をあげる。

「ひげー！」

　とりあえず、それを見る頃ころには、シャンクはぐったりとうなだれて、地面にくずおれていた。

「せ、正騎士が……最強の剣けん客かく集団が……」

　小さく、繰り返しぼやく。

　と、近寄ってきたブリアンが聞いてきた。

「なんでシャンクが落ち込むのさ」

「うるさいな！　お前がなんかやったんだろう。なにやったんだ!?」

　半ば以上やつあたりではあったが、本気で理解できないことでもあった。どむーんは少なくとも今までは、能力的には普ふ通つうの少女と変わったところはなかった。正騎士の一隊を蹴け散ちらすというのは、あまりにも並はずれている。

　が、黒くろ猫ねこはこともなげに前まえ脚あしを舐なめてから、

「いや別に。ただ、どむーんに付け髭を手に入れる方法を教えてあげただけだよ」

「……そんだけ？」

「そんだけって言うけど、魔ま力りよく結けつ晶しようをその気にさせたってことは呪じゆ文もんと同じくらいの効果があるよ。それにあの連中も女の子ひとりに蹴散らされたなんて上に報告できないだろうし、これでこの件はうやむやになってくれるんじゃないかなぁ」

「…………」

　言葉もなく。声もなく。

　ただシャンクは、腕うでからも力を抜ぬいて顔面から地面に突つっ伏ぷした。




　脱だつ力りよくから回復しさえすれば、街から離はなれるのには意外なほど手間がかからなかった。教区から離れるとなれば、またしばらく歩く必要があったが。

　それでも確かく認にんしたいことがあって、シャンクらは街外れの森にいったん身を隠かくした。

「あれ？　魔法が使えんな」

　意識を取りもどしての、付け髭べロの第一声はそれだった。付け髭は、オロボイにつけたままになっている。

　その老人の腕を力を入れて握にぎりしめ、シャンクは憮ぶ然ぜんと返答した。

「俺が摑つかんでるからな」

　付け髭ベロは、納なつ得とくしたように顔を輝かがやかせてから、だがわずかに希望は捨てずに聞いてくる。

「敵意あり？」

「もう満々だな」

「ひどくない？」

　妙みように気楽な調子で非難してくる魔法使いに、シャンクはさらに声を尖とがらせた。

「うるさい。だいたい、お前の悲願ってなんなんだ。復活が悲願なら、いちいち吹ふい聴ちようすることはないだろ」

　聞きたいことはそれだった。彼の肩かたでブリアンも、気になったのかうなずいている。どむーんはオロボイの傍かたわらで、付け髭をじっと見ながら落ち着かずにそわそわしている。

　質問は、必ずしも興味本位だけというわけではなかった。この付け髭の動機が分からなければ、人の身体を乗っ取るような代しろ物ものを迂う闊かつに持ち続けて良いものなのかどうか判断できない。

　付け髭ベロは、声を明るくした。むしろ話したいらしかった。

「吹聴。いや、それこそが大事なのだ。ていうか復活などどうでもいいのだ」

「……ほう？」

「いいか。古今東西、魔法の装身具といえるものはそれこそ腐くさるほど造られた」

　付つけ髭ひげをつけた顔で誇ほこらしげに胸を張り、魔法使いベロが講こう釈しやくを始めた。

「剣、指輪、衣類……だが魔法装具の危険性もまた知れ渡わたっている。呪のろいや伝染の流言が溢あふれるほどだ」

「流言てお前が言うか」

「我わが輩はいはそうした装身具の研究をしておった。装身具に人格を与あたえ、身に着けた人間に一時的に憑ひよう依いする」

　そこまではとうに分かっていることだった。促うながすため、うなずく。

「ほほう」

　と、その瞬しゆん間かん、付け髭ベロはしかめ面つらになった。感情が動いたというよりは単に話している内容が難題なのだと示すためのポーズには見えたが。

「問題があるとすれば、その装身具を見つけた者が、なんの防ぼう御ぎよ策もなく無防備に身に着けてくれるという保証がどこにもないということだ。へたをすれば身に着けられることもなく、どこぞに捨てられてしまうやもしれん」

　一息で言うと、またさらに胸を張る。逃にげられないようシャンクは腕を握る手に力を入れたが、ベロにはそのつもりはないらしい。そのままなにごともなく先を続けた。

「だが我が輩は考えた。あらゆる装身具の中で、最も人が身に着けようとするものはなにか。警けい戒かい心しんを持たずに、手に取ったらつい着けてみたくなってしまうものはなにか」

「剣けんっていうのはよくあるパターンだけど」

　ブリアンが口を挟はさむ。

　ベロは、小こ馬ば鹿かにするように口をすぼめてかぶりを振ふった。

「駄だ目めだ。武器を持つ者は限られている」

「指輪とか、衣類とかもよくあるかな」

　これはシャンクだった。同じく魔法使いは首を左右にし、

「サイズや趣しゆ味みの問題があるから駄目。下着は論外だな、言うまでもないが」

　と、一いつ拍ぱくおいて自じ慢まんげに付け髭ベロ。

「我が輩は研究に研究を重ね……そしてひとつの結論に辿たどり着いた。付け髭だ」

「ええー……」

　不満な声が、シャンクとブリアン、双そう方ほうから重なった。が、付け髭は気にも留めずにどんどん先を続ける。

「付け髭を見て、それを着けずにいられるような奴やつはおるまい。だって付け髭だぞ。つい着けちゃうだろ人としてどうしても」

「うう、まあ真実の一面……いや側面……じゃなくて、斜ななめ後ろあたりなら突ついてるかもしれないけど」

　うめいてから、シャンクは訊たずねた。今までの説明は、本題に近いようでまったく遠い。

「それで、それを身に着けると一体どうなるんだ？　身体からだを乗っ取って不死を……」

「いや、そこまでいけば完成だったのだが」

　急に決まり悪く消しよう沈ちんしながら、付け髭ベロが嘆たん息そくしてみせる。

「そのぅ……つまり、無理だった。これでは、我が輩の力の一割も使えんのだ。だいたい、ほら、たかだか付け髭だしなぁ」

「だしなぁって……じゃあ、結局その付け髭作った目的はなんなんだよ」

「いや。つまり、これを着けた人間にこう言いたかったのだ。引っかかったなバーカ。やーい」

「…………」

　しばし、めまいに耐たえてから。

　顔を上げ、シャンクは指し摘てきした。

「でもそれ、着けてる本人に言わないと意味ないよな」

「はっ!?」

　言われて初めて気づいたのか、付け髭が慌あわてて左右を見回す。

「ど、どうしよう」

「バーカ。やーい」

　告げながら、シャンクは呆ぼう然ぜんとしているオロボイの顔から付け髭を引っ剝ぱがした。
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「さて、行くぞ」

　窪くぼ地ちの縁ふちから身を乗り出して、シャンクは遺い跡せきへと近づきかけた。その時だった。

「そこまでよっ！」

　女の声で、制止される。

（同業者……だよな）

　秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞく。

　のちに知ることになるが、彼女の名前は〝カーニバル〟のミーティー。

　彼女との出会いは、必死実験場と呼ばれる遺跡の目の前でのことだった。




　その、数分前。

「ここか……その必死実験場ってのは」

「うむ」

　シャンクが聞くと、彼の横に並んでいるどむーんが同意を返してくる。ふたりが眺ながめているのは、荒あれ果てた野の窪地に沈しずみ込んでいるかのような、崩くずれかけの建物だった。窪地は、ひとつの街ならば収まりそうな大きさを持っている。そしてそこにある必死実験場なる遺跡もまた、かなりの規模だった。自重で崩れてもおかしくないほどの石造りの巨きよ大だい建造物である。

　窪地の縁から見下ろしているため、正規の入り口は分からない。あるいは本当に地面に沈んで、埋うもれてしまっているのかもしれない。実際、窪地は建物の重さでめり込んだようにも見える。

　人の疎まばらな辺境、しかも人里からは遠いとはいえ、これだけの遺跡が手つかずで眠ねむっているというのは信じられないことではあった。

　思わず身み震ぶるいしながら、シャンクは自分の荷物を点検した。いつもの定位置にある、マント、剣けん、そしてスプリング・ガン。今回はそれだけではない。大きめの手て提さげ鞄かばんに、円えん筒とう形の炸さく裂れつ弾だん、ロープと巻き上げ機、各種ツールなどが詰つめ込まれている。

　そして。

　どむーんもまた、ある意味でフル装備だった。胸には黒くろ猫ねこを抱だきかかえ、そして顔には思い切り不似合いな付つけ髭ひげをつけている。こんな荒れ地には危険極きわまりないようなスカート姿だが、それについては転んだところで怪け我がをするのかしないのかも自分の気分次し第だいという魔ま力りよく結けつ晶しようの身体からだである。どうでもいいのかもしれない。

　なんにしろ黒猫が、なんとか少女の腕うでの中から抜ぬけ出そうと身をよじりつつ、どむーんに、いや付け髭に向かって声をあげた。

「ぼくは聞いたことないぞ、必死実験場なんて」

「そりゃあ、お前が未熟だからだ。ここは不死の秘法の完成を目前にした魔法使いシーカーが、その成果を試ためすための施し設せつだからの」

「誰だれが作ったのさ」

　不満げに、猫、ブリアンがうめく。

　と、付け髭は少女の顔で澄すまして答えた。

「五人目のイモータル、サーリバンゲストール。伝説に言う〝枕まくらの王〟である」

「……あんま凄すごそうじゃないね」

「なにを言うか。枕元に現れる死神ほど恐おそろしい存在などないぞ」

　付け髭は誇ほこらしげに言うと、今は朽くちた必死実験場を指で示した。

「残ざん忍にんな完全主義者として知られたサーリバンゲストールが『この実験場をくぐり抜けたならばそれは不死である』と喧けん伝でんした由ゆい緒しよ正しい実験場なのだ。我わが輩はいも、できれば生あるうちに訪おとずれたかった」

「それってつまり……」

　と、鞄の口を閉めながらシャンクは訊たずねた。

「中には殺人のための罠わなや装置が山ほどあって、不死者でなければそれをクリアすることはできない、って意味か？」

「そういうことになるな」

「じゃあ、俺たちが入ったら死んじまうんじゃないか？」

「…………」

　得意げなポーズのまま、付け髭の（どむーんのだが）表情がぴたりと凍こおる。

　弱気に眉まゆ根ねを寄せて、付け髭は言ってきた。

「そうなの？」

　よほどその通りだと言ってやりたいという気持ちはあったものの、シャンクは指でこめかみを押さえてなんとかこらえた。

「……まあ、もう放置されてから百年も経たってるんだし、中に誰もいないのなら罠も全部動くわけじゃないだろう」

　鞄を抱かかえ上げ、告げる。

「それに、本当に不イモ死ータ者ルになった奴やつが絡からんでるのなら、確かに有望だろうしな」

「どうだかね」

　ブリアンが憎にくまれ口を叩たたいた。

「枕の王なんて、ぼくの母上に比べれば小物だよ。ちんぴらみたいなものだ」

「ほう？」

　興味を持ったのは付け髭だった。目をぱちくりしながら黒猫を見下ろし、訊きく。

「ちなみにお前の母上とは？」

　猫は訊かれるのを待っていたのだろう。前まえ脚あしを畳たたみ嬉き々きとして声をあげた。

「十二人目のイモータル、月光館のミンシストルといえば、誰もが恐れる究極全能のムーンウォーカー……」

「知らんのう」

「なんでさ！」

　一気に毛を逆立て、黒猫が叫さけぶが。

　付け髭のほうはといえば、困こん惑わくしてうめくだけだった。

「まあ、我が輩が生きていた頃ころはまだ有名ではなかったのではないかな」

　と、目をとろんとさせて首を振ふる。

「むむ。案内のために時間を使い過ぎたかの。我が輩はそろそろ疲つかれてきた。休むぞい」

　そして数秒ほどまぶたを閉じてから……

　再び両りよう眼めを見開いた時には、少女の発する声も変わっていた。軽くあくびしてから、

「起きたてしゃーんく！」

「いや、俺は寝ねてないけど……」

　どうでもいいことではあったが、つぶやく。

　どむーんは寝て起きていきなり風景が変わっていることが楽しくて仕方がないように、はしゃぎながら（ついでに猫ねこを振り回しながら）あたりを見回し始めた。

「よく起きたら岩だらけになっていた場所ー！」

　なにを報告したいのかはいまいち不明だが、叫んでいる。

　彼女が付つけ髭ひげを手放そうとしなかったここ数日で、判明したことがあった。付け髭に魂たましいを封ふうじた過去の魔法使いベロは、その髭を着けている者に憑ひよう依いする。ただしさほど長時間をそのままで過ごすことはできず、大した力も使えない。さらには魔法に精通している相手には憑依すること自体が難しいらしい。秘ひ儀ぎ商人オロボイに憑依した時よりも、魔力結晶であるどむーんに取り憑つける時間のほうが明らかに短かった。また付け髭ベロは、どむーんに取り憑いている時には魔法の力はほとんど使えないともこぼしていた。

　どむーん自身は付け髭をひどく気に入っているようであり、食事時にすら外そうとしない。たまに意識を乗っ取られることも、あまり気にならないらしい。理解できていないのかもしれない。

　シャンクはといえば、まさか自分で着けてみたいとは毛ほども思っていなかった。

（まあ、とりあえずは、生き字引とか自じ称しようする魔法使いの知識は役に立つか……）

　改めて必死実験場を見下ろしながら、シャンクはつぶやいた。この遺い跡せきの情報も、付け髭ベロの長く長く長く長くひたすらに長い無む駄だ話ばなしの中に、ひょいと現れたものだった。数日前の騒そう動どうから、どうせしばらく教区にはもどる気になれないため、適当な場所でオロボイと別れてこちらに向かってきたのである。

「しかし、恩は売るもんだな」

　助けた礼として秘儀商人からせしめた荷物の重さを確かめつつ、シャンクはどむーんに合図した。

「さて、行くぞ」

　窪くぼ地ちの縁ふちから身を乗り出して、シャンクは遺跡へと近づきかけた。その時だった。

「そこまでよっ！」

　女の声で、制止される。

　警けい戒かい心しんは半分、残りはただ驚おどろきながら、彼は振り向いた。そこに、その女は立っていた。

　いや、女というのも少し違ちがう。彼自身と同い年くらいだろう。腰こしに提さげた長ちよう剣けんの柄つかに手をかけ、勝ち気にこちらを睨にらみつけてきている短たん髪ぱつの娘むすめ。

　丈たけの短いマントは、抜ぬき手てを邪じや魔ましないための工夫だろう。居合い使いか、とシャンクは即そく座ざに見当をつけた。本来ならば剣の長さを悟さとられないため鞘さやは身体からだの後ろに隠かくすものだが、彼女の身体は細すぎてあまりきちんと隠せていない。厚手の革かわ鎧よろいに、頑がん丈じようそうな靴くつ。これもまた見ればすぐに分かる、遺跡荒あらしの出いで立たちだった。

（同業者……だよな）

　秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくということになる。

　シャンクは横目で、どむーんとブリアンの位置を確かく認にんした。少し離はなれているが、現れたその秘儀盗賊の娘よりは近い。いきなり相手が剣を抜いたとしても守れない位置ではなかった。

「君は？」

　白いマントの下でスプリング・ガンを確かめながら、シャンクは問いかけた。秘儀盗賊の女は、尻しつ尾ぽのように剣の鞘を上げ、名乗りをあげた。

「あたしはミーティー」

「名前？」
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「そうよ。あんたは？」

「シャンク・アーバロン」

　と、名前を告げると彼女は早口にまくし立ててきた。

「そのマントから両手を出して。もちろん武器はなしよ。手は頭の後ろに……」

「なんで？」

　遮さえぎって、気楽にシャンクは聞き返した。

　ミーティーは不ふ審しんげに眉まゆを顰ひそめた。

「なんでって……あたしが、必勝の機で仕し掛かけてるのは分かるでしょ」

　自分の位置を示すように体勢をまた低くして、続ける。

「気配を絶って待っていたのよ。あんたは崖がけぎりぎりに立っていて、後ろには逃にげられない。あんたが武器を抜くより、あたしの抜ばつ刀とうのほうが速い。勝負は始まらずに終わりよ」

「それはどうだろう」

　彼が言い終わるやいなや。

　きんっ、と小さな音が空を切り裂さいた。目にも留まらない速度でミーティーが剣を抜き放ち、シャンクの鼻先をかすめて再び納刀するまで、確かに一いつ瞬しゆんのことでしかない。

　また同じ体勢にもどって、ミーティーは笑えみを強くしてみせた。

「……どう？　あたしの速さ、分かった？」

「うん。よく分かった。多分、君が気づいてないことまで分かった」

「え？」

　疑ぎ問もん符ふを浮うかべる彼女に肩かたをすくめて、シャンクはどむーんたちへと目を向けた。

「さ、遺跡に行くぞ。こっちはもう心配ない」

「この……！」

　あっさりと挑ちよう発はつに乗って、ミーティーの手が先ほどと同じ軌き跡せきで剣を抜き放とうとする。

　が。

　来ると分かっている居合いならば反応するのは容易だった。視線をそらしたのも、相手に気取られないよう半身の構えを取るためである。シャンクは素す早ばやく足を蹴けり上げると、来きたるべき衝しよう撃げきを待った。ミーティーが放った白はく刃じんを抜いた瞬間に靴底で受け止める。威い力りよくを発揮する切っ先ではなく鍔つば元もとを押さえ込む形で、シャンクの足は彼女の剣をぴったりと止めていた。

　靴底に刃はを食い込ませる形で、ふたりとも静止する。その姿勢のまま、シャンクは告げた。

「速いのはいいけど、気が急せくと刃が傾かたむく癖くせがあるみたいだね。それじゃあ、荒れ地用の靴底を両断はできないだろうよ」

　さらにマントの下からスプリング・ガンの銃じゆう口こうをのぞかせ、あとを続ける。

「もうひとつ。君が、ちゃんとした教えを受けた剣けん客かくじゃないことも分かった。必勝の機で仕掛けたと言いながら、抜いたのに殺さなかった。殺す気がない剣客は怖こわくない」

「あんた……何者よ」

　表情を険しくして、ミーティーが訊いてくる。

「秘儀盗賊だよ。決まってるだろ」

　言いながらシャンクは銃を相手に突つきつけた。

「さて。今、君は両手ともふさがってる。勝負は始まらずに終わりだ」

「くっ……！」

　彼女は、大きく下した唇くちびるを嚙かんで口くち惜おしげに身体を震ふるわせてから、

「いやぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　唐とう突とつに、叫さけびだした。

　ただ叫んだだけではない。駄だ々だをこねるように地団駄を踏ふみ、涙なみだを流して大口にわめき続ける。

「いやいやいや絶対にいやこんなのいや。認めないからね。あたしは負けてないわよ分かったそうでしょ!?」

「……え……？」

　呆あつ気けに取られ、シャンクはぽかんとつぶやいた。彼女が剣を引いても、引き金を引くことをうっかり忘れてしまう。どのみち、もう危険はないようだった。ミーティーは居合いの体勢にもどることもなく、抜き身の剣を振ふり回しては結末の理り不ふ尽じんに対して文句を叫んでいる。

　と、そして。

　ひとしきり声をあげて、彼女はようやく息をついた。剣を納め、びしとこちらに指を突き出す。涙も拭ふかないまま、彼女は言ってきた。

「可哀かわい想そうだからあんたにもう一度チャンスをあげるわ！　言っとくけど次はないわよ。せいぜい怯おびえて生きなさい。じゃあね！」

　言うだけ言って、背中を見せて駆かけ出していく。シャンクが呆ぼう然ぜんとしている間に、彼女の姿は荒こう野やに消えた。

「なに？　今の」

　ブリアンに訊きく。黒くろ猫ねこはどむーんの胸に抱だかれ、ぶらんと足をぶら下げた状態で、さほど関心もなくつぶやいてみせた。

「さあ」

「変な人ー。よく変だからとても変ー」

　付つけ髭ひげの下から、どむーんが言うのも聞こえてきていた。




　遺い跡せきに近づくと、やはり建物は地面に沈ちん下かしているらしかった。彫ちよう像ぞうの台座のように、ふたつ並んで背の低い円柱が立っているのは、門の頭の部分だけなのだろう。おかげで、入り口らしい入り口は見当たらない。

　とはいえ、遺跡の内部に侵しん入にゆうする通路にこと欠くこともなさそうではあった。建物は古く傷いたんでおり、壁かべに亀き裂れつもうかがえる。

「ぐるりを調べてみるか……でもこの大きさだと、昼までかかりそうだな」

「おべんとーが用意されたのですかー？」

　疑問なのかどうなのか不明だが、どむーんは食事の入ったバスケットを掲かかげながらそう言ってきた。バスケットの上に丸くなって居座っているブリアンが、さらに続ける。

「イモータルの造ったものにしては、ボロすぎやしないかなぁ」

　猫なりに顔をしかめて建物を見上げるブリアンに、シャンクは聞き返した。

「そうなのか？」

「不死っていうのは、魔ま法ほうの究極だよ。魔ま法ほう使つかいたちは独立独歩、どういう手段を使って力を引き出すのかはみんなひとりひとりバラバラだけど、その行き着く先だけは決まってるんだ。それが不死の秘法とされてる」

「ああ」

「逆に言えばイモータルは、必ず力を極きわめてるんだ。この実験場とやらがサーリバンゲストールの発展の途と上じようで建てられたものなんだとしても、百年やそこらでここまで壊こわれるっていうのはお粗そ末まつな気がする」

　猫は金色の瞳ひとみを輝かがやかせて、懐かい疑ぎ的てきに尻しつ尾ぽを一振りしてから締しめくくった。

「あえて、誰だれかがここを破は壊かいしようとしたとかなら分かるけどね。それも、イモータルに戦いを挑いどむシーカーなんているかなぁ。どうやったって勝てっこないのに」

「ふうむ」

　砂だらけの遺跡の壁へき面めんに指で触ふれ、シャンクは黒猫の言うことを考えていた。壁材は石だが、風雨にさらされ表面は砂化している。建物が形を保っているのは、腐ふ食しよくが内部には及およんでいないか、形成自体が魔法で維い持じされているのか。

　規模が大きいとはいえ、単に建造物を創造することだけであれば、少し気の利きいた魔法使いにとっては至難というほどのことでもない。イモータルならばもう一歩先のこともできるはずだというのが、ブリアンの主張なのだろう。

「じゃあ、お前はあの付け髭の言うことを疑ってるのか」

　どむーんのつけている髭を見ながら、訊たずねる。

「……どうだろうね。イモータルが手て抜ぬきの創造をしないとも言い切れないし」

　猫は断定を避さけて、そっぽを向いた。言葉に反して感情には強い否定が含ふくまれている。

　つまりは、あのベロとかいう魔法使いが気に入らないのだろう。母親のことを知らなかったせいかもしれない。

（イモータル、か）

　胸中で、シャンクはつぶやいた。

　そもそもすべて、真実かどうか分からない。

　ただ魔法使いシーカーらは、この世界には不死の秘法に達した不死の者が、十二人存在すると信じているらしい。

　一人目のイモータル。つまりは史上初の不死者となった永遠の賢けん者じやガンバンワロウンは「不死の実証はこの世界を永遠に呪のろうだろう」と言い残し、自ら弾だん劾がいの図書館と名付けた次元の狭はざ間まへと姿を消したという。

　確かに世界をとは言わずとも、その事件は一時代を呪った。不死の可能性を見み出いだした魔法使いたちは、こぞって不死秘法の探究に乗り出した。人体実験、互たがいの研究を奪うばい合う抗こう争そう、実験の暴走、そして大いなる混乱……暗黒の時代を幕開けさせたのである。

　長らく続いたその暗黒期は、正教会が武力を以もつて教区を切りひらくことで一応の沈ちん静せいを見せた。現在、不死の秘法は正教会によって実在を否定され、魔法に関かかわろうという意思を持つだけでも処しよ罰ばつの対象となる。

　人間は正しい生き方を実じつ践せんする環かん境きようを得た。習うべき教えを得た。そこにもう魔法は必要とされない。

　それでも、十二人のイモータルが本当にいるのならば。

　彼らはまだ生きていることになる。不死者なのだから。

　この世界、いや、あらゆる世界のどんな力にも害されることなく、無限永久に。

　あるいはそれが、賢者の言い残した呪いの真なる部分なのかもしれない。

「まあとにかく、ここがイモータルゆかりの実験場でなかったとしても、魔法使いの造った物には違ちがいないさ」

　シャンクは告げると、鞄かばんの中から組立式の万能棒を取り出した。大層な名前がついているものの、実際はただの鉄棒である。五本を繫つなげると身の丈たけほどの真まっ直すぐな棒になった。魔法使いの住居には通路にすら罠わなが仕し掛かけられていることがあるため、これで行く手を確かく認にんしながら進むのである。

　ほかにももちろん、単純な棒には使い道が多い。テントの支えにすることもあるし、ロープと併へい用ようして通路の長さや崖がけの高さを測ることにも使う。危険のありそうな箇か所しよにはまずこの棒で触れる。もちろん、キャンプに近づいてきた野犬をひっぱたいて追い払はらうこともできる。秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくが多用するツールのひとつだった。

「まずは入れそうな場所を探そう」

　棒を一ひと振ふりして確かめてから、つぶやく。

「探されていこうー」

　どむーんが声をあげて答えてきたが、ブリアンは無言だった。

　遺跡の周辺を探さぐるために、あたりを見回す。

「これだけの広さがあるんなら、遠とお眼鏡めがねでも持ってくればよかったな」

　そんなことを悔くやむが、ないものは仕方ない。

　地道に歩いて探たん索さくするしかなかった。歩き出すと、身体からだを動かすのが楽しいのか、どむーんが気楽に走って先行していく。

　危ないから後ろをついてこい、と言いかけて、シャンクは軽く嘆たん息そくした。言っても無む駄だなのだろうし、ブリアンがいっしょにいるのならばそうそう危険でもないだろう。さらにはどむーん自身、外見は少女でも魔ま力りよく結けつ晶しようである。通常の意味での身の危険を案じる必要はない。

　はしゃぎながらくるくる回るどむーんからは目を離はなして、シャンクは探索に集中することにした。入り口となる破損箇所を見つけようとするだけではない。外観からの遺跡の構造を、想像も含みながら頭の中に組み立てていく。

　巨きよ大だいな建物だった。これで内部も入り組んでいるようならば、調査には一年や二年では足りないかもしれない。ましてや踏とう破はしようと思えば数年がかりになるだろう。

（そこまで時間はかけられない……最短で中心まで進んで、ここに不死の秘法があるのかどうか結論を得るしかないな。学術調査をしようってわけじゃないし）

　と。物思いは、叫さけび声で中断させられた。

「あー！」

　どむーんの声である。

「どむーん？　なにか見つけたか？」

　自分より先に入り口を発見したのかもしれない。期待して見やると、そこにはどむーんとブリアンだけではなく、もうひとり少女がいた。

「…………」

　棒を片手に、シャンクは足を止めた。どむーんたちがいるのは数歩先。それなりに距きよ離りがある。その位置で、バスケットと猫ねこを抱かかえたどむーんが立ち止まり、その首根っこを摑つかまえ喉のど元もとに剣けんを突つきつけているのが……さっき逃にげていった秘儀盗賊の娘むすめだった。

「初めてお会いするわね。わたしの名前はミーティー」

　再度名乗られて、シャンクは名前を思い出した。ミーティー。間違いなく、先ほどの秘儀盗賊である。どむーんを捕とらえて首筋に剣を当てているため当然居合いの構えではないが、表情に表れた自信は先刻より増している。

「しゃんく危あやうしー」

　言ってくるどむーんに手を向けて適当にうなずきながら、シャンクはとりあえずミーティーに指し摘てきした。

「いやさっき会った……」

「そんな過去はないわ。ないったらないの」

　きっぱりと、秘儀盗賊が言ってくる。

「でも」

「あんまりしつこいと、もう一回やり直すわよ」

「ええと……分かった」
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　なにが脅おどしになっているのかは分からなかったものの、無駄な面めん倒どうくささを感じて同意する。

　ミーティーは気を取り直して言ってきた。

「いい？　あたしはミーティー。本当ならあんたごとき軽く一刀両断できるけど確実な勝ちのために非情な手段も取るクールな女」

「一応確かく認にんしておきたいんだけど、君、なにがしたいんだ？」

「決まってるでしょ。ここはあたしが先に目をつけた魔法使いの遺い跡せきよ。命が惜おしくば立ち去りなさい」

「うーん……」

　シャンクがうめいていると、彼女は不ふ審しんげに睨にらみを利きかせた。

「なに。なにその悩なやめる姿は。選べるような二択たくじゃないでしょ」

「君が悪いわけじゃないんだけど。ついこの前、今と似たようなシチュエーションがあってね」

「いいの。斬ざん新しんさなんていらないの。地道が一番。そうよホントに」

「いや、俺が心配してるのは……」

　バスケットの上であくびをしている黒猫を見ながら、言いかける。

　そこまでだった。

　猫はたっぷりと伸のびをしてから、

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう！」

　呪じゆ文もんの声をあげた。

　刹せつ那な、どむーんと黒猫もろともに、巨大な火柱が立ち上る。

　天を焦こがすほどに噴ふき上げたその炎ほのおは、閃せん光こうと轟ごう音おんをひとたび極大まで膨ふくれ上げさせた後、跡あと形かたもなく消失した。

　どむーんは無傷だった。ブリアンもである。

　だが、やや遅おくれて。

　ぼて。

　と倒たおれたのは、やはり焦げ目ひとつないミーティーだった。よほど驚おどろいたのだろう。意識もないのか、引きつって痙けい攣れんしている。

「なんだ、今の？」

　シャンクが訊きくと、ブリアンは鼻高々に答えてきた。

「幻げん覚かくだよ。苦痛に訴うつたえる。魔法使いには効かないし、もちろん魔力結晶であるどむーんには幻覚なんて見えない」

「さて……」

　倒れている秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくを見下ろし、シャンクはつぶやいた。

「どうしようか、こいつ」

「縛しばっとけば？」

　などと無責任に発言するブリアンに、うめく。

「ロープは貴重品だろ。こんなことに使えるか」

「なら埋うめとく？」

「……いいよ。ほっとこう。どうせしばらく目を覚まさないだろ」

　と、構わず通り過ぎようとした時。

　どむーんとすれ違ちがった。彼女はそのままミーティーの元へとかがみ込むと顔に耳を近づけて、

「なにを言ってるー？」

「え？」

　彼女が訊いているのは、倒れているミーティーに対してであるらしい。シャンクも近づくと、確かに秘儀盗賊は意識を失いながらもなにかを口走っていた。

「ま……ま……」

「ま？」

　相手が気絶していることは分かっていたが、シャンクもつい聞き返していた。と。

　唐とう突とつに、ぎん、とミーティーの両りよう眼めが開く。血走った眼で、彼女は叫びだした。

「負けてなぁぁぁぁぁいっ！」

　声をあげただけではない。信じられないほどの速度で一気に立ち上がると、その時には既すでにどむーんの襟えり首くびを摑んでいる。倒れても手放していなかった剣けんを再び少女の首筋に当てて、

「お、おおおおおおお」

「お？」

　またもやシャンクは聞き返した。

　ぱん、と自ら頰ほおを平手で軽く叩たたいてから、ミーティーは言い直してきた。

「お初にお目にかかるわねっ！」

「うわ。やっぱりそこからなんだ……」

　ぐったりとシャンクがうめくが、彼女は聞く耳ないらしく、

「うふふふふふふふ。人呼んで負けなしのミーティー。認めないわ。認めないわよぉ」

「……だんだん変な人になっていくなぁ」

「黙だまっててちょーだいっ！」

　叫ぶ秘儀盗賊のすぐ近く、つまりは相変わらずどむーんの抱かかえるバスケットの上で丸くなったまま、ブリアンが納なつ得とくいかない様子でつぶやいた。

「おかしいなぁ。ダイレクトに痛覚を刺し激げきされて、ショック状態のはずなのに……」

　とはいえ、ミーティーが無事に立っていたというわけでもない。

　正面から見ているシャンクには丸分かりだったが、ミーティーは足をがくがくと震ふるわせて、どむーんを摑まえているというよりは縋すがり付いているのに近い。一押しすれば簡単に、いやむしろほっとけばすぐに倒れそうですらあった。

　歯の根も合わない状態で、しゃべれていることは不思議といえば不思議だが、そのあたりが限界のようである。ミーティーは猫ねこを見下ろして、非難するように言ってきた。

「ていうか、なんなのこの猫は！　しゃべるし変だし」

「変態なのだけど猫だから勘かん弁べんー」

「違うー！」

　便乗するどむーんの声も含ふくめて否定し、黒猫が毛を逆立たせる。

「ぼくは魔法使いシーカーだ！　猫じゃないし変でもない！」

「魔法使いが猫なら十分に変でしょ！」

「だから猫じゃない！」

　ブリアンはとうとう跳とび上がると、どむーんの頭まで駆かけ上ってミーティーの眼前に対たい峙じした。

　その猫に正面から、秘儀盗賊が叫さけび返す。

「間近で見たらますます猫だしっ！」

「猫じゃないったらない！　ぼくが認めないんだから猫じゃない！」

「だってさっきからにゃーとかフーとか言ってるじゃない！」

「言ってない！」

　言い合うふたり（？）に……

「なんか似てるなぁ、お前ら」

　シャンクがうめくと、ふたりそろって、きっ、とこちらを睨にらみつけてくる。

　両者が口を開くより先に、シャンクは手を打ち鳴らして制した。

「分かった分かった。とりあえず話し合おう。妥だ協きよう点てんがあるからきっと」

「ないわそんなもの。勝負は勝つか負けるかよ」

　即そく座ざに言ってくるミーティーに、シャンクは腕うで組ぐみし、

「うーん。そうかな……君はこの遺い跡せきを探たん索さくしたいんだろ？」

「そうよ」

「それはこっちも同じ。で、これだけの遺跡だと、お互たがい、ひとりじゃ大変だよな」

　だんだんとこちらの提案が読めてきたのか、ふと考え深げな表情を見せ、ミーティーがうなずいてみせる。

「……そうね」

「なら協力できるだろ？　問題は取り分だけど」

　当然、ここで折り合わなければ話にならない。シャンクは慎しん重ちようにあとを続けた。

「こういうのはどうだ？　この遺跡で見つかったものは、君のものにしていい」

「え？」

「その代わり、だ。本当の不死の秘法が見つかった場合は、それは俺がもらう」

「…………」

　言っていることが理解できなかったのか、ミーティーはそのままを繰くり返してきた。

「つまり、この遺跡で真の不死秘法が見つかったらそれはあなたのもの。そのほかは全部あたしがもらっていいの？」

「だからそう言ってるだろ」

　同意も、彼女の理解の助けにはならなかったようではある。もはやどむーんに刃はを突つきつけることも忘れ、ミーティーは額に手を当て思案のポーズを取ってみせた。

　そのまましばし黙もつ考こうの末、視線だけをこちらに向けると、彼女はつぶやいた。

「実際に不死秘法を盗ぬすみ出せた秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくなんて誰だれもいないって……知ってて言ってるの？」

「ああ。だけど、俺が狙ねらってるのはそれだけだ」

「変なこと言うのね、あんた」

　ミーティーが剣けんを納める。

　と、横から、

「ぼくも同意見」

　不服そうに、ブリアンも言ってくる。

　万能棒を左に持ち替かえ、シャンクはブリアンに言い返した。

「変じゃないだろ。オロボイに恩を売ったおかげでしばらくは懐ふところ具ぐ合あいの心配いらないし。俺たちに必要なものだけを手に入れられればいい」

「まあ、そうだけどさ。ていうかこんな女ひとり、適当にそこらに埋うめとけば……」

　なにげに怖こわいことを言う黒くろ猫ねこを、ミーティーが鋭するどく睨みつけるのが見えた。

　特になだめるわけでもないが、シャンクは割って入った。

「人手があったほうが楽だろ。これだけの遺跡となると」

「分かったわ。協力しましょう。ただし約束を反ほ故ごにすると、後々後こう悔かいすることになるわよ。なにしろ、あたしは〝カーニバル〟のミーティーだからね」

「カーニバル？」

　自信満々に彼女の差し出してきた手に触ふれる寸前で、シャンクは手を止め聞き返した。彼のかわりに横からどむーんが、ミーティーの手を両手で握にぎって面おも白しろげに振ふり回しているが、それは別にどうでもいいことではある。

　ミーティーの反応も、どむーんではなくシャンクの言葉に驚おどろきを見せた。

「知らないの？」

「ああ」

　肯こう定ていしてから、どむーんの頭上にいるブリアンを見やる。見合わせて、黒猫もまたその呼び名に心当たりがない旨むねを小首を傾かしげて伝えてきた。

　まだどむーんに手を振り回されながら、ミーティーが口を尖とがらせる。

「どんな田舎いなか者ものよ。秘儀盗賊団〝カーニバル〟を知らないなんて」

「いや、知らないことを責められても……ていうか君、仲間がいるのか？」

　となると、場合によれば事情が変わってくる。

　多少警けい戒かいしながら訊きいたのだが、そもそも仲間がいるのならば彼女が単独で仕し掛かけてくることも変ではあるし、こちらの提案を吞のむこともないだろう。筋の通らない話ではある。

　が、彼女自身はそのあたりの機き微びに自覚がなかったらしい。しかめ面つらで答えてきた。

「まだ手下が持てるような身分じゃないわよ。ノルマだって大変だし」

「ああ、そうなんだ」

　秘儀盗賊の言葉を鵜う吞のみにするのは危険だろうが、その実際の行動と考え合わせても、彼女の言葉には噓うそは感じられなかった。

　ミーティーは遺跡を見上げ、うっとりとつぶやいてみせる。

「これだけの遺跡を攫さらえば、今期のナンバー１は間ま違ちがいなし。頑がん張ばって頑張って頑張りぬいて幹部になったら、部下をこき使うだけでのんびり安あん泰たいに暮らしていくのよ。わんだふる・じーんせーいせーっけーい」

「安泰な盗賊っていうのもなんだかなぁ」

　正直な感想を述べながらシャンクは、次し第だいにミーティーの手を振り回す勢いを増しているどむーんを引きもどした。この少女が夢中になると、突とつ然ぜん魔ま法ほうを発揮してとんでもない結果をもたらしかねない。例えば、腕うでをちぎったほうがより大きく振り回せそうだと思いついたりすれば、本当にそれをしてしまうかもしれない。

　とにかくそうなる前に引き離はなし、シャンクはあとを続けた。

「ここの遺跡について、なにか情報を持ってるのか？」

「あるに決まってるでしょ。当てずっぽうに辺境を歩き回ってるようじゃ、ただの暇ひま人じんよ。あたしは最短で幹部になるんだから。効率主義なの」

「じゃあ情報交こう換かんといこう。ここについて、君はなにを知ってるんだ？」

　万能棒で遺跡を指して、訊たずねる。

　こちらの情報から渡わたせと反論してくるかと思いきや、それどころか情報交換のルールすら決めていないうちに、彼女は素す直なおに言ってきた。

「ここには魔ま法ほう使つかいの造り出した世界の縮図があったらしいのよ。この世の楽しみ、怒いかり、悲しみ、すべてを備えた理想郷だとか」

「それは……俺たちの情報とだいぶ違うな」

　疑問に思って、シャンクは告げた。答えてくることはないと知りつつも、どむーんの付つけ髭ひげを見やる。

「俺たちの摑つかんだ情報では、ここは不死秘法の実験場だったらしいって」

「あたしのは、大枚はたいて手に入れた情報よ。信しん憑ぴよう性せいには自信があるわ」

「うーん……」

　少し迷って、シャンクはうめいた。信憑性という話ならば、当時の魔法使いから直接聞きだした自分たちの情報のほうが上だという気もする。

　が。

　なにしろ付け髭から聞いた話である。

　そう思った瞬しゆん間かんに、特に擁よう護ごする気も失うせるのだった。

「まあ、その件に関してはそれほど重要なことでもないか。中に入ればすぐに分かるだろうし。ただ理想郷ってのは少し曖あい昧まいじゃないか？」

「そうね。あたしもあたしなりに具体的な部分を想像したんだけど。もしかしたら魔法使いたちにもなんだか宗教のようなものがあって、その大聖堂みたいなものがあるんじゃないかって」

　ミーティーは言いながら、物もの陰かげまで入っていって荷物の詰つまったナップザックを引っ張り出してもどってきた。

　それを待ち構えて、ブリアンが皮肉を発する。

「『のような』とか『みたいな』とか、どこが具体的なんだか……」

「なによ猫ねこのくせに」

　ぎろりと眼まな差ざしを細くして、ミーティー。

　睨にらみつけられてもブリアンが動じるはずもなく、どむーんに関しては言うまでもない。黒猫は少女の頭の上でくつろぐ姿勢を取ると、嫌いや味みたらたらにあとを続けた。

「だいたい魔法使いシーカーには生き方の教えなんかない。あるとしたら不死秘法の存在、ただそのひとつだけだ。すべてのシーカーは魔ま法ほうを探究して、それを全部自分のためだけに使う。ましてや原始人みたいに一所に集まって互たがいの脆ぜい弱じやくさを慰なぐさめ合ったりしない」

「つまり身勝手で傲ごう慢まんで欲深で嫉しつ妬と深い人種だってことを自じ慢まんしてるのね。あまり羨うらやましがれないけれどごめんなさいね」

　ブリアンはなおも冷静に無視しようとしたのだろう。それは見て取れた。が、それでも自制しきれないところで尻しつ尾ぽがぴんと立ったことも一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「魔法使いには、世界の在り方を命じる資格がある。魔力を従える者、それが真の魔法の使い手、つまりムーンウォーカーだ。下々の者がどれだけ不平を覚えようと、支配者たる資格があるから魔法使いは支配するのさ」

　ぴりぴりとした雰ふん囲い気きを拡大させようとしている両者から離れようと、シャンクは視線を外した。どのみち、あまり有益な情報は得られそうにない。

　と……

　割れた岩が並ぶ崖がけ下したに人工の石柱が混ざっていると、ふと気づく。遺い跡せきと同じく汚よごれているがまだ形を残してはいた。形状は平たく、石柱というよりは石板だった。それが地面に突つき刺ささっている。恐おそらく、遺跡の壁かべから剝はがれて落ちたのだろう。

　表面には模様があり、なにかが刻み込まれている。文字のようにも見えた。

「なあ。これ標識じゃないか？」

　振ふり向くと、局面は先ほどより多少際きわどいものへと加速していたようだった。ミーティーは居合いの構えを、ブリアンはどむーんの頭の上で威い嚇かくの姿勢を見せている。

　が、どちらも呼びかけにはすぐに反応した。全員駆かけ寄ってくると石板を注視して、

「……読めないわね」

　最初につぶやいたのは、ミーティーだった。石板に刻んであるのはシャンクにとっても同様に理解できない言語だった。どむーんは黙だまりこくって文字をじっと見つめているが、そもそも文字は読めるものという概がい念ねんがこの少女にあるものかどうかすら怪あやしい。

　一番望みがありそうな黒猫の様子を、シャンクは見やった。ブリアンは、やはり黙って石板を眺ながめている。

　と。唐とう突とつに、つぶやいてみせた。

「魔法使いになら読める」

「え？」

「というより、魔法使いの中でもムーンウォーカー……高度な魔力理を解する者になら、読める。月軌ムーン暗語ワーズだ」

　珍めずらしく説明に自慢げな様子がない。淡たん々たんと話しながら、ブリアンはその文字にひどく気を取られているようだった。よほど難解なものなのか、それとも警戒せざるを得ない内容だったのか。

　覚かく悟ごを決めて、シャンクは訊たずねた。

「それで、なんて書いてあるんだ？」

「…………」

　ブリアンは答えてこない。

　はっとして、シャンクはうめいた。

「まさか、お前も読めないとか言い出すんじゃないだろうな」

　と、ホホホと笑いながら口元に手を当て、ミーティーが勝ち誇ほこる声をあげた。

「仕方ないわよ。四つ足だもの。にゃーにゃー鳴くしかできないの。餌えさ皿ざらを床ゆかに置いた時だけまっしぐらに突進してくればいいのよ」

「そんな猫みたいなことするわけないだろ！」

　ブリアンが怒ど鳴なる。ミーティーはそれでも笑うのをやめなかったが。

　なんとはなしに疲つかれを感じはしたものの、解決法も思いつかない。シャンクはとにかく、話の先を急いだ。

「いや、もうそれはいいから……読めるのか読めないのかだけ教えてくれ」

「読めるよ。だけど……」

　黒くろ猫ねこはまた困こん惑わくの眼まな差ざしで、石板を見やった。その脚あしの下で、どむーんが退たい屈くつしたのかあさっての方向を向くが、ブリアンはそれに逆らって石板へと身体からだの向きを変えると、また黙り込む。

　いつになく返答を渋しぶる黒猫を、シャンクはなんとか促うながした。

「だけど？」

「急速に自信がなくなってるんだけど」

「そうよね、やっぱり……ほら、ここで爪つめといでいいわよ」

　ざくり。

　ミーティーが差し出したマントの裾すそを無視して、彼女の手の甲こうを、ブリアンが前脚の爪で思い切り引っ搔かいた。

「ぎゃー！　血が！　血がー！」

　思いのほか派手に血液を噴ふん出しゆつさせながらミーティーが叫さけんで走り出すのは無視して。

　シャンクは根気よく繰くり返した。

「……で？　なんて書いてあるんだ？」

　ブリアンは、こちらを見上げた。やはり迷いのある表情で。聞いても後こう悔かいするなよとでも言いたげに。

「『夢いっぱい！　みんな集まれ！　わくわくモリモリ不死ハイランドパーク！』って書いてあるように見える」

　ブリアンの声に。

　シャンクは、とりあえず沈ちん黙もくした。

　が、真っ先に言いたいことがひとつだけあった。嘆たん息そくとともにシャンクは口を開いた。

「モリモリってなんだ……」

「そこかよ」

　予想通り、ブリアンに突つっ込まれた。尻尾で。

























「わーい！」

　はしゃぐどむーんと、ブリアン、ミーティーの三人を乗せて、丸っこい馬の像が飛んでいく。

　右から左へ。シャンクはそれを見送った。

「…………」

　とりあえず、頭を抱かかえている。彼の横にはピンク色の派手なボックスに、ひょろひょろと腕うでだけ長い人形が入っていた。

　しばらくして。

「うわーい！」

　先ほど飛んでいった馬が、同じ三人を乗せて帰ってくる。

　左から右へ。シャンクは今度は見送らなかった。段差になっている入り口に腰こし掛かけ、うつむいて動かずにいた。

　ぽかぽかと陽気は暖かい。風も清せい涼りよう、これは舗ほ装そうされた地面に塵ちりひとつ落ちていないからだろう。また近くに噴ふん水すいもある。石造りだというのに羽は衣ごろもをひらひらたなびかせる女によ人にん像ぞうは、掲かかげた両掌てのひらから澄すんだ水を絶やすことなくこぼしていた。

　どれほど待っただろうか。

　やがて、飛び回っていた馬が空気を噴出させるような音を立てながら着地する。

「終わったことがあるやいなやー！」

　威い勢せいよく声をあげて、真っ先に飛び降りたのはどむーんらしい。彼女はぱたぱた足音をさせてこちらへと駆かけ寄ってきたようだった。それより遅おくれて、ぺたぺた猫ねこの足音と、てくてくミーティーの足音とが近づいてくる。

「びっくりねー、自分で飛ぶ方向変えたりできたらもっと良かったのに」

「そうだね」

「高いところっていいわー。心が洗われるわよね。眼下のものが全部ゴミに見えるもの」

「それはなにかに汚お染せんされてると思うよ」

「つくづく思うの。あたしって、天下を取るために生まれてきたのねって」

「言うだけ言ってれば、惨みじめな人生も少しはマシなものになるかもね」

「猫って口んとこのたぷたぷが面おも白しろいのよね」

「なにをするー！」

「…………」

　途と中ちゆうで取っ組み合いを始めたふたりの騒さわぎに、ようやくシャンクは顔を上げた。猫を捕つかまえようとして四よつん這ばいになっているミーティーと、毛を逆立たせて逃にげ回っている黒猫とを、少し離はなれて口くち髭ひげをつけたどむーんがぽかんと眺ながめている。

　止めようとシャンクが腰を浮うかせると、突とつ然ぜん、後ろから襟えり首くびを摑つかまれた。見ると、ボックスの人形が腕を伸のばして作り物の口をカタカタ震ふるわせている。

「お代をドーゾ」

「ええと……」

「お代をドーゾ。支し払はらいは価値ある品物で。お代をドーゾ」

「じ、じゃあ今度はこのロープで……」

　鞄かばんの中からロープを取り出し、おずおずと差し出すと、人形の手がひったくるようにそれを受け取った。

「ありがとございマース」

　唱えてから、腹にある穴にロープを詰つめ込む。中に大したスペースがあるようにも見えないというのに入れたものが跡あと形かたもなく消え去るところを見ると、なにかしらの別空間にでも繫つながっているのだろう。

　空っぽになりつつある鞄を見下ろしてシャンクが呆ぼう然ぜんとしていると、突然に、ミーティーが歓かん声せいを発した。

「あ、次はあれいってみよー！」

「待てぇぇぇぇっ！」

　あたりに広がる、正体不明のオブジェクトが多数。そのひとつを指さしてやる気満々に瞳ひとみを輝かがやかせているミーティーに、シャンクは全力で制止の声をあげた。

「なに？」

　本気で理解できていないのか小首を傾かしげて聞いてくる彼女に、シャンクはつかつかと詰め寄って鞄を広げてみせた。

「あのな！　なんか知らんがさっきから、お前らが妙みような乗り物で遊ぶたびに装備を取られて！　どーすんだよ道具もなしに調査なんかできるのか!?　なぁおいどーするんだよ！」

　シャンクが指さした人形のボックスには、表で見つけたものと同じく、月軌暗語とやらが記されている。ブリアンによれば、その意味は『料金所』だという。聞かずとも想像はついていたが。

「やーねー遊んでるなんて。調査よ調査」

「到とう底ていそうは見えなかったぞ」

「いちいちお約束なこと気にするのねー」

　少しムッとしたように顔をしかめて、この秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくの娘むすめはあたりを指し示した。

「じゃああんた、ここで他ほかにどんな調査をしようっていうのよ」

「…………」

　答えられなかったのは、それが多少なりとも正論だったからではある。

　ミーティーを睨にらみながら近づいてきたブリアンが、不ふ機き嫌げんにぽつりと言ってきた。

「今の乗り物も、魔ま法ほうの罠わなの類たぐいは感じられなかったよ」

　ブリアンはその気になれば、話そうとする相手以外には聞こえない声で会話することもできる。が、今は特に隠かくすつもりはなかったのだろう。聞こえていたらしいミーティーが得意げに笑ってみせた。

「ほら。ここには危険なんてないのよ。魔法使いたちの遊び場ね。だったらあとは機能を確かめて、持って帰れるものだけ持って帰って叩たたき売れば大おお儲もうけ。もーんだーいなーし」

「うーん……」

　シャンクはうめきながら、恨うらめしい思いでどむーんの付つけ髭ひげを見やった。付け髭に魂たましいを封ふうじた魔法使いベロは、まだしばらくは目覚めないだろう。当時の情報をまだしも持っているのは、あの付け髭だけなのだが。

　空を見上げる。観念したわけではない。青々と晴れ渡わたった眼めに優やさしい光を降らせている。が、そのことがむしろシャンクを不安にさせた。

　実はここは屋内なのだ。




「よーし。状じよう況きようを整理しよう」

　入り口、というより彼らが侵しん入にゆうしてきた壁かべの亀き裂れつまで後退して、シャンクは手書きの地図を広げた。一応、今まで見て回った限りのここの情報が書き込んである。

　と、それを見てミーティーが嫌いやそうに声をあげるのが聞こえた。

「なに、この地図。殴なぐり書き？」

「分かればいいだろ、分かれば」

　遊んでばかりいた相手に文句を言われ、多少カチンときてシャンクは言い返したが、ミーティーはますます呆あきれた顔を見せる。

「こんなんじゃ分からないから言ってるんでしょ。ちょっと貸して、ほら」

　彼女は地図を書いた紙を取り上げると、手慣れた調子でペンを走らせた。それほど手を加えたようにも見えなかったが、

「はい」
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　と言ってもとの場所に地図をもどすと、確かに見み違ちがえるほど見やすい略図が仕上がっている。

　思わず感かん嘆たんして、シャンクは告げた。

「すごいな」

「ふふふ」

　ペンを鼻に乗せ胸を張って、ミーティー。が、ふと怪け訝げんそうに顔をしかめると、

「あんたも変ね。秘儀盗賊のくせに地図も描かけないなんて。さっきは結構腕うでの立つ奴やつなのかなーって思ったのに」

「その遭そう遇ぐうはなかったことになってるんだろ？」

「はっ!?　そ、そうだった」

　簡単に誤魔化される彼女のことはそのままにして、シャンクは改めて地図を指し示した。

「ここが、俺たちが今いる場所だな」

　巨きよ大だいなこの施し設せつの、外周の一点である。ついでに視線を、その亀裂へと向ける。奇き妙みような光景ではあった。もっとも、魔法などというものを追いかけていれば、この程度のことにはちょくちょく出会うことにはなる。

　外から見ると、この建造物は巨大な直方体に見える。その下半分が、重量のためか地面に沈しずみ込んでいた。彼らが入ってきたのはその外がい壁へきの亀裂のひとつ、今いる位置から見上げると、空の中に、さらに色の異なった青空を覗のぞかせる空間の隙すき間まがあった。そこからロープが垂れている。

　内部は、またひとつの空が広がっていた。まるで絵に描いたような晴天である。

「あの空は」

　天を指さし、シャンクは続けた。

「あの亀裂の位置から触ふれようとしても触れられなかった。本当なら壁があるはずなのにだ。幻げん覚かくとかそういう類たぐいのものじゃないらしい」

「箱の世界だ。限定された空間に小さな世界を詰つめる。まあまあそれなりに高度な魔法には違いないけど真性のムーンウ魔法使いオーカーにとっては驚おどろくほどの技術じゃない。ましてや、イモータルになら朝飯前だろうよ」

　ブリアンが口を挟はさんできた。ベンチに正座しているご機嫌どむーんに捕つかまり、口のたぶたぷで遊ばれているため話しづらそうではある。

　うなずいて、シャンクは続けた。

「それでも地上は柵さくで広さを限定されてる。柵の上は妙な力で封ふう鎖さされてて越こえられなかった。エリアは大別して二種類あるみたいだ。今までうろついてた、妙な乗り物がたくさん用意された区域と、奥のほうにある大きめの建物が並んだ区域」

「お城っぽいのとか館やかたっぽいのとか、いろいろあるのよねー」

　遠くを眺ながめるようにしながら、ミーティーが同意する。

　建物は大小どころか造りにも統一感なく、でたらめに建っているように見える。どこに中心があるのでもない。探たん索さくには厄やつ介かいだった。

「魔法使いが研究を隠かくすような場所があるとしたら、あの中のどこかかな……」

　シャンクがつぶやくと、ミーティーは再び呆れ顔を見せた。

「まーだそんなこと言ってんの？　ここってどう見たって研究するような場所じゃないでしょ。いくら魔法使いがネジの飛んだ倒とう錯さく者しやだからってぃいぎゃあああああっ!?」

　ブリアンが聞きとがめて呪じゆ文もんでも唱えたのだろう。いきなり背後から現れた毛だらけのべとべとした怪かい人じんに押し倒たおされ、ミーティーの言葉はそのまま悲鳴へと化けた。また例によって幻覚なのだろうが。

「決めつけるのはまだ早いだろ」

　言いながら、自分でも半信半疑でどむーんの付つけ髭ひげを見やり、シャンクは嘆たん息そくした。地図を懐ふところに入れて立ち上がる。

　用済みになった鞄かばんをその場に残すと、装備はもう剣けんとスプリング・ガンくらいしかない。いつものマントで身体からだを覆おおい、シャンクはにわかに身軽になった手を握にぎりしめた。と、ふと思いついて顔をしかめる。

「ていうか、考えてみたらお前らが遊ぶのになんで俺の装備で支し払はらってんだ」

　ミーティーの装備はまだ手つかずで残っていた。彼女の鞄に触れると、いまだ幻覚の怪人と格かく闘とう中の彼女が抗こう議ぎの声をあげてくる。

「だってあたしの荷物はレンタルだものうぉうひゃああっ！」

　怪人が口からこぼす虫の混じった粘ねん液えきをまともに浴びて、ミーティーがかなり正気を危あやうくした叫さけび声をあげている。

　その頃ころになってようやく怪人は消えた。ミーティーは仰あお向むけに倒れたまま両手足をぴんと上に伸のばし、ひくひくと痙けい攣れんしている。

「まったく」

　隙すきを見てどむーんの手を抜ぬけだしたブリアンが、すとんと地面に下りてつぶやく。

「魔法使いのどこが倒錯者なんだ」

「いや、今のは……」

　シャンクは言いかけたが、それが今さらどうでもいいことだということにも気づいていた。ブリアンは尻しつ尾ぽをぴんと立てて勝ち誇ほこった表情を見せながら、改めて言ってきた。

「ここだって魔法使いが造ったからには、少なくとも当人にはなにか必要なものだったはずなんだ。それが本当に不死者サーリバンゲストールの造ったものなら、不死秘法に関かかわるなにかだという可能性はあるよ」

「必死実験場、か……あの付け髭の言っていたことを信じれば、ここの実験をくぐり抜ければ不死者として認められるとかいう話なんだよな」

「そう思って警けい戒かいしてたけど、今のところ危険そうな罠わなもなにもなかったよ」

　これはやや不満げに、ブリアン。実は期待していたのかもしれない。

「こうなってくると、あの付け髭が言っていたことは全部噓うそだったって気が」

「途と端たんにこうしてみたくありましたことがー！」

　また猫ねこを捕まえようと飛びかかるどむーんをかわせずに、ブリアンの話も中断する。

「うーん……」

　さっぱり分からないまま、シャンクは順番にあたりを見回した。追いかけっこを始めたブリアンとどむーん、失神しているミーティー、意味の分からない巨きよ大だいな実験場。

「だいたいよく分からないよな。ここがただの遊び場だったとしても、魔法使いにとっちゃ俺たちの装備なんて支払われても意味ないだろうに……まあ支払われるものはなんでも良かったみたいだけど」

「単に装備を消しよう耗もうさせることだけが目的かもね」

　ぽんとシャンクの頭の上に飛び乗って、ブリアンがつぶやく。どむーんは猫が背のとどかない場所に逃にげてしまったため、シャンクの近くでぴょんぴょん跳とんでいる。

　ひとまず落ち着いたのか、ブリアンは続けた。

「ここがなにかを知ろうと思ったら、とりあえずあるものを使用してみるしかないでしょ。まだ試ためしてないけど、支払いを拒こばんだらなにか新しい展開があるかも」

「それってつまり、攻こう撃げきを受けるってことじゃないのか？」

「それよっ！」

　いきなり起き上がって、ミーティーが叫ぶ。会話の最後だけ聞いていたらしい。指先をこちらに向け、

「支払い拒きよ否ひとくれば、次は支配人登場！　それを捕つかまえればもうここにある魔ま法ほうを一いち網もう打だ尽じんじゃない！」

　言うやいなや、駆かけ出していく。

　およそ信じがたい速度で一番手近にある休きゆう憩けい所じよに入っていくと、両手に氷こおり菓が子しを山ほど抱かかえてすぐ飛び出してくる。

　その後を、扉とびらを蹴け破やぶりわらわらと例の支払い人形が追いかけていく。やたらと腕の長いそれらの自動人形たちはどれもその手に斧おのを掲かかげていた。

「ひぃやああああっ！」

　声をあげ、あらぬ方向に走って逃げていくミーティーと、それを追う無数の人形を見送って、思わず他人ひと事ごとのようにシャンクはつぶやいた。

「……そりゃまあ、支配人の前に警備員だよな」

「そだね」

　同じ口調でブリアンも同意する。

　だが、それだけでは済まないようだった。ほんの短時間眺めたこの間だけでも人形の数は増えていく。さらにはあちこちから、人が乗れる空飛ぶ馬、回転する皿、噴ふん水すいの彫ちよう像ぞうまでもが動き出そうとしていた。それらがすべて、ミーティーの走るほうへと向かおうとしている。

　さらには。

「それを待つことが走るのー！」

　よく通る声を響ひびかせて、どむーんまでもが走り出す。人形たちのさらに後ろから、ミーティーを追って。

「あれは？」

「多分、食べ物狙ねらいだと思う」

　シャンクが問うと、ブリアンが答える。

　ミーティーが山ほど抱えている氷菓子のことだろう。それはまあ、わざわざ疑問に思うほどのことでもなかった。

「さて……」

「いや待って。その先の言葉はぼくあまり聞きたくない」

　雲うん霞かのごとく、あちこちの建物からこぼれ出てくる自動人形や魔法装置、それらを眺ながめて、静かに言い合う。

　黒くろ猫ねこの気持ちが分からないわけではなかった。だがそれでもシャンクは、引きつる声でなんとかあとを続けた。

「な、なんとかしないと……」

　口に出した途端に、虚むなしくなる言葉というものはある。

　踏ふみ出す気力がそこで尽つき、シャンクは指先を額に当てた。

「何体いるんだ、あの人形やらなにやらは」

「たくさん」

「おおよそどれくらいなんだ」

「およそたくさん。言っとくけど自動人形には、ぼくが今使えるような呪じゆ文もんは通じないからね」

　淡たん々たんと、ブリアン。気になってシャンクは聞き返した。

「今？」

「ぼく本来の力なら……」

　言いかけて、猫は顔を背そむけた。

「まあ説明しても意味ないよ。ぼくは呪のろいのせいで真性の魔法に対たい抗こうできるような力は引き出せないんだから」

「どうせ役に立たないってことなら、今さら言われなくても知ってるさ」

　会話を打ち切ると、シャンクはようやく前に出た。ベルトに吊つったスプリング・ガンに触ふれるが、手に取ることは躊ちゆう躇ちよした。弾だん丸がんは二発。撃うてば、もうバネを巻き上げている時間はないだろう。本当に必要な時以外は使えない。どのみち、際限なく現れる相手の数を考えると戦うのは愚おろかとしか言いようがない。

　駆け足で石段を下りていくうちに、頭上のブリアンが左ひだり肩かたに移る。慣れた位置で黒猫は前まえ脚あしを振ふると行く手の一方を示した。

「シャンク、あれ！」

「ああ」

　彼も同じものに目をつけていた。まずは石段の手すりに飛び乗ると滑すべるようにその上を駆かけ抜ぬけていく。勢いをつけて、そこからさらに高い休憩所の屋根上に飛び移った。

　目の前を、空飛ぶ木馬の一団が通り過ぎようとしている。

　もう一段跳ちよう躍やくして、シャンクは木馬の一頭にしがみついた。なんとか身体からだを引き上げ、木馬の背に立ち乗りする。

　摑つかみ上げられるような高所の目め眩まいと速度に耐たえながら、シャンクはなんとか平へい衡こうを保った。見ているうちにも地面は遠くなり、揺ゆれ、突とつ風ぷうが身体を攫さらおうとする。彼が飛び乗ったのは飛んでいく木馬の最さい後こう尾びだった。意を決し、足を踏み出す。次々と木馬を乗り換かえ先頭まで達してから、ようやくシャンクは地上を見下ろした。

　見てみれば、さほどの高度でもない。屋根よりは高いがその倍よりは低いというあたりだろう。駆け下りてきた石段ほどの高さもないかもしれない。それでも立つ地面のない開放感からか、見晴らしは良好だった。

　空を飛ぶこの木馬は操作こそできないものの、人形たちより速度があった。地上を走る自動人形を次々と追い抜いていく。この分ならば、程ほどなく先頭まで辿たどり着きそうではあった。

　だが。

　一いち抹まつの不安とともに、シャンクはつぶやいた。

「っても、ミーティーのほうがとっくに捕つかまってる気が……」

　見下ろして先頭を探す。と。

　状じよう況きようは少し変わっていた。どうやらとっくの昔にミーティーはダウンしていたらしい。だがいつの間にかどむーんが追いついていた。ぐったりしたミーティーをどむーんが両手で頭上まで持ち上げ、その体勢のまま猛もうスピードで後続を引き離はなしている。

　ミーティーは自分で氷こおり菓が子しを食べながら、別の菓子をどむーんの眼前にちらつかせている模様だった。

　実際に、それで速度が上がっているようにも見える。

　どむーんの足は極きよく端たんに速く、このままでは誰だれも追いつけそうにない。だが安全なゴールもないため逃にげ続けるしかない。場合によってはこのまま永遠に続きかねない均きん衡こうが生まれつつある。

　とりあえず木馬の背にまたがり、全体を見回してシャンクはつぶやいた。

「……なんなんだろ、この状況」

「さあ」
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　妙みように冷めた調子で、ブリアンがつぶやく。黒くろ猫ねこはさらに言ってきた。

「でも、だんだん分かってきた」

「なにが」

　聞き返す。

　ブリアンはシャンクの肩かたから木馬の頭の上に移動した。

「ここの役割だよ」

「え？」

「分かってみれば理解しやすい仕組みだよ。あの自動人形とかこの木馬とか。見せかけの魔ま法ほうなんか通じないとしたら、真性の魔法でないとどうにもできない」

　ぺんと掌てのひらで木馬の表面を叩たたき、ブリアンが説明を始める。

　よく分からないながらもシャンクは同意した。

「それで？」

「つまりこういうことだ。もし魔法使いがこの施し設せつに入ってなにかを利用したり買ったりしたら、支し払はらいを要求される。そいつが支払えば、魔法使いの持ち物が手に入る。支払わなければ、その魔法使いの技が見られる」

　と、一区切りして呼吸を整えてから、

「ここは、魔法研究を盗ぬすむための場所なんだ」

　三角の耳を奇き麗れいに揃そろえて上に向けているのは、誇ほこっているのか澄すましているのか。

　ともあれ黒猫の輝かがやく瞳ひとみに向かって、シャンクは疑問を投げた。

「……なんでこんな遊び場になってるんだ？」

「サーリバンゲストールの実験場だと言って魔法使いを呼び寄せ、それがこんなわけの分からない場所になってたら、とりあえずでも利用してみるしかないんじゃないかな。ぼくらみたいにさ」

「じゃあ、その触ふれ込みは……」

「全部噓うそだよ。きっと」

「だー！　また空から振ぶりかよ！」

　木馬の首を叩いて、シャンクは毒づいた。

　足元が揺れたせいでブリアンの首が傾かたむいた。すぐにもとにもどると言ってくる。

「だいたい魔法使いの研究を盗むっていうのが無理あるんだよね。不死秘法に近いほど手に負えない強い魔法使いってことだし。それに研究結果なんて記録に残さないんだ。魔法使いは自分のためにしか研究しないから。まあ、だからこそここの持ち主もこんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい仕し掛かけを作ったりしたんだろうけど」

「くぅぅ」

　うめくが、それも分かっていることではある。イモータルが十二人いるというのが真実ならば、不死秘法も十二通りあるはずだというのに、それもひとつとして書物になっていないという。

「とりあえずこれ、どうすればいいんだ。真性の魔法なんていったって、お前じゃ無理なんだろ」

「……まぁね」

　渋しぶ々しぶながらといった風ではあったが認めて、ブリアンが視線をそらす。なにか違ちがうことを考えているようでもあったが、猫の表情は読み取れない。

　先を見ると、どむーんは疲つかれ知らずに速度を維い持じし、ところせましと地上を駆かけ抜ぬけていく。道、屋根、壁かべすらも選ばず走行するため、ミーティーの悲鳴も途と絶だえなかった。が、自動人形や追っ手の数も増え続けている。

「でもこれ、そう長くは続かないよ」

「え？」

　ブリアンの不ふ吉きつな予言にシャンクが身を乗り出すと……

　それほど難しくはなく、その真意は理解できた。相変わらずどむーんの速度は落ちていない。さらに機き敏びんで目め敏ざとく、まるでどこを走れば捕つかまらないか先読みしているようなコース取りである。走り続けてさえいれば追いつかれることはなかったかもしれないが。

　そのどむーんが、唐とう突とつに足を止めた。なにもない道の真ん中で、ぽいとミーティーを放ほうり捨てる。

　苦笑いするミーティーが、空っぽの両手を振っていた。どうやら氷こおり菓が子しが溶とけてなくなってしまったらしい。

　目標が止まってしまったことで、相対速度が変化する。突とつ如じよとして加速したような錯さつ覚かくを覚えながらシャンクは木馬の首にしがみついた。恐きよう怖ふからだけではない。衝しよう撃げきに備える必要があった。集まってきた数百は下らない自動人形や飛行物が、たったひとりミーティー目がけて突進していく。

　咄とつ嗟さにマントで身体からだを包みながら、シャンクは覚かく悟ごを固めていた。いくらこのマントが衝撃を通さないとはいえ、これだけの大激突に対してどれだけの効果があるかは分からない。木馬から飛び降りれば自分が助かる可能性は上がるが、どむーんとミーティーを救える確率はゼロになる。意識を研とぎ澄まして取るべき行動を探さぐる。まずはブリアンをマントの下に入れなければならない。その次にこの木馬を蹴けって跳とび、木馬より速くどむーんらに辿たどり着き、ふたりを摑んで衝突地点より逃のがれられれば、人形を一いち網もう打だ尽じんにした上で安全も確保できる……可能性はある。

（どのくらいの可能性？）

　脳のう裏りに浮うかんだ疑問、いや、確かに覚えのある誰だれかに問いかけられたその疑問に、シャンクは否定の意志を突つき返した。

（できる！　俺はどんな呪じゆ文もんだって魔ま法ほうの罠わなだって切り抜ける……絶対にやってみせる！）

　ブリアンを摑んでマントの下に隠かくそうとする。

　が。彼の手は、空を切った。

「…………!?」

　理解できず、硬こう直ちよくする。シャンクの手をすり抜けるようにしてブリアンは、そのまま彼の肩かたの上へと移動した。これでは跳べない。

「ブリアーン!?」

　彼の悲鳴とともに、すべての追っ手が目標物に激突した。




　…………っ！

　無音だった。なんの音も立てず、見ることもできず、彼の手の中から木ぼつ剣けんが消えた。剣は弾はじき飛ばされたのではない。彼が手放したのだ。親指に、激しい痛みが残っている……見ると右手の親指があらぬ方向に曲がっていた。どのような魔法を使われたのか。彼には、それすら分からなかった。だが目の前のその男は木剣を一いつ閃せんさせ、彼の剣には一いつ切さい触ふれることなく親指だけを打ったのだ。

「〝交差必殺〟……これが秘伝だ」

　夢の中でその男は、ひどく大きく見えた。そう、それが夢であることは分かっていた。風吹ふく緑の丘おか。輝かがやく湖。群をなす水鳥の鳴き声。一本の木の下で彼は、その男の声をじっと聞いている。

　白い鎧よろい。長い髪かみ。ぼろぼろに汚よごれた法衣。左ひだり腕うでを失っているその男は水面から乱反射する光の中で、深く控ひかえめな声であとを続けた。

「無音剣、逃とう避ひ剣けん。我が神しん流りゆうの剣を言い表す言葉は多くある。見ることができず、触れることができないのであれば、逃れられぬのが道理。これは必殺の剣だ」

　一言一言を聞くたびに、彼の鼓こ動どうは高まった。折れた指の痛みも感じない。男の背後には館やかたが見える。まるで水鳥のように気高く美しい屋や敷しき。

　男は木剣を下ろすと、それをそのまま足元に置き、腰こしに下げた剣の柄つかを撫なでた。

「だが……わたしが好むのは、疾しつ光こう剣けんという呼び名だ。世間では絶えたと思われているこの神流の剣士となるならば、お前は誓ちかいを立てなければならない」

　無言で彼はうなずいていた。聞かれるまでもなく決まっていた。

　それでも男は言葉に出した。

「必殺を誓え。お前が神流の剣の使い手であることは何者にも知られてはならない。知られれば危険にさらされるのはお前でもわたしでもない。お館様だ」

　と、邸てい宅たくのほうを見やる。

「我々はたったふたりの騎き士し団だんだ。ふたりだけでお館様を守る」

「俺は……」

　なにをしゃべったのかは、覚えていない。ただ知っている限りの誓いの言葉を羅ら列れつした。どれだけ話し続けたか。やがて男が微笑ほほえんで首を下げるのを見てようやく口を閉じる。

　そして……

　少女の声が、問いを発した。それが誰の声なのかは知っている。が、彼女がその場にいたはずはない。水鳥の一羽が発したように、屋敷が語りかけてきたように、その声は夢の中全体に響ひびいた。

「それはどのくらいの可能性なのですか、シャンク・アーバロン。たったひとり残った、わたしの騎士……」

「できる！」

　彼は叫さけんだ。

「どんな呪のろいだって魔ま法ほうの罠だって、俺は切り抜ぬける。絶対にやってみせる！」

　返事はない。

　ただ怯おびえを含ふくんだ寂さびしい微笑みを、彼は見たように思った。

　それを叱しかり飛ばしたかった。否定したかった。だが、夢はそこで終わりだった。




「うう……う？」

　全身が痛むようで、痛みはなかった。

　あちこち打だ撲ぼくしたように、身体からだが熱を持っている。痛みがないのは朦もう朧ろうとしているからか。周囲どころか頭上までをも隙すき間まなく埋うめ尽つくしている木馬の残ざん骸がいや人形を間近に見やって、彼は息をついた。

　疼うずく脳の奥で、理性はかろうじて冷めた部分を残している。まず、自分は死んでいない。これは理解できた。手足も動く。

　腕うでを突き出すと、積み重なっている木馬は不思議に思うほど容易たやすくどかすことができた。彼はすべての残骸の下した敷じきになって地面に押しつけられていた。首だけ動かし見回すと、どむーんやミーティーのものらしき身体の一部も見えないこともない。狙ねらい自体は的中していたと言える。

　仰あお向むけになんとか上体を起こすと、シャンクは身体に糸のようなものがまとわりついていることに気づいた。いや、糸ではない。それは髪の毛のようだった。長い。薄うすい色だが、金きん髪ぱつとは違ちがう。むしろそれ自体が淡あわく輝かがやいている。

　髪は彼の身体を巻くようにして、残骸の隙間へと消えている。そんなことがあり得るとするならば、まるでその髪が彼を守ってくれたようだった。人間のものではない。なにか、魔ま性しようの……

　彼はそれを摑つかもうと指を伸のばした。

　だが、摑む前にその髪の毛は消えた。

「なんだ……？」

　訝いぶかっている間に。

「とおー！」

　どらがちゃごちゃぼかん、と。両手をぴんと伸ばした格好で、どむーんが潰つぶれた人形やらなにやらの大半を一気に持ち上げる。それを無造作に捨てると、とりあえず全員そこから抜け出せる程度には自由になった。

「走る気がしてそこそこにだったー」

　相変わらず分かるような分からないようなことを言って澄すましているどむーんはひとまず置いておいて、シャンクは自分の身体を見下ろした。次いで、のこのこ這はい出てきたミーティーを見やり、問いかける。

「無事……なのか？」

「ええ」

　ぴょんと立ち上がり、服から埃ほこりを落としつつ、ミーティー。表情は明るい。

　だがシャンクは笑う気になれなかった。

「この状じよう況きようで？」

「うん」

「なんで」

「さぁ」

「疑問に思えよっ！　おかしいだろこんなの！」

「あたしってつくづく無敵よねー。来年には支配できるわね。世界」

　気楽に嘯うそぶくミーティーもまた余よ所そに、シャンクはぶつぶつと残骸を見やった。人形たちはどれも余よ程ほどの勢いで突とつ進しんしたのだろう。壊こわれて動けなくなっているものも少なくない。その下敷きになって誰だれも無傷でいるというのは、どう考えても不自然だった。

　と、肩かたになにかが乗るのを感じる。見るとどこから出てきたのかブリアンだった。言ってくる。

「気にしたって仕方ないさ。いいじゃないか無事なら」

「まあそうだけど……」

　半信半疑にうなずきながらシャンクは、目をぱちくりした。間近で見た黒くろ猫ねこの胴どうに、毛並みが変色して見える部分がある。

　さらに黒く濡ぬれているようだった。そっと触ふれると、びくりと猫が身を竦すくめる。

　触れた指先に付着したものを見下ろして、シャンクは訊たずねた。

「ブリアン……これ血か？」

「違う」

　即そく座ざに、ブリアンが否定してくる。

　だがシャンクは構わず続けた。

「なんでお前だけ怪け我がして……いや無傷のほうが変なのか。待ってろ止血するから」

「だから血じゃないってば。ほら。怪我なんてしてないだろ」

　言われて再び見やると、確かに傷はない。なくなっていた……いや、もともとなかったのか？　血のようなもので濡れているのだが、それも乾かわいて固まりつつある。

「……ないな」

　仕方なく認めてシャンクは頭を搔かいた。腑ふに落ちないことが続いて、騙だまされているようにも思えてくる。

「あとさぁ」

「なんだ？」

　言ってくるブリアンに聞き返すと。

　黒猫は、あっさりとあとを続けた。

「なんとなく落ち着いちゃってるけど、まだ全然終わってないと思うよ」

　途と端たんに、どむーんが捨てた塊かたまりの中から。あるいはあたりの物もの陰かげから一いつ斉せいに、何十体もの人形が起き上がる。

「…………」

　思わず、見入ってから。

　シャンクはゆっくりと、どむーんおよびミーティーの襟えり首くびをそれぞれ両手で摑み上げた。叫ぶ。

「ブリアーン！」

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう！」

　同時にブリアンの呪じゆ文もんが重なり、シャンクらは空間を越こえ、その場から少し離はなれた場所に現れた。既すでに彼らがいなくなった場所に向かって斧おのを振ふり下ろす自動人形の群を背後から見つつ、急いで後退する。

「思うんだけどー……」

　ミーティーがぼやくのが聞こえてくる。

「これって誰のせい？」

「今さらだがお前だー！」

　シャンクは全力で叫び返した。別に会話に気づいてというわけではないだろうが、人形たちが数体こちらに振り向いてくる。

　三本ある脚あしを一いつ緒しよに踏ふみ出し、真っ先に躍おどりかかってきたのは二体。

　反射的にどむーんとミーティーを放し、スプリング・ガンを抜ぬく。もともと人間相手でも牽けん制せい程度にしか使えない武器ではあるが、至近距きよ離りから撃うち込めば人形の機き巧こうに亀き裂れつくらいは生じさせることもできる。シャンクはそのまま前に出ると、人形の一体に肉にく薄はくした。人形の振るう斧を半はん身みでかわすと、その斧を持つ手首に銃じゆう口こうを触れさせる。

　ふたつある銃身のトリガーを同時に引き絞しぼる。バネの弾はじける音とともに弾だん丸がんが放たれ、人形の手から斧を叩たたき落とした。その斧が地面に落ちきる前に、シャンクはつま先を差しだしてブーツの上に斧の柄えを引っかけた。

　さらに。

「おりゃあー！」

　思い切り脚を振り上げ、人形の顔面に斧の刃はを叩きつける。

　顔を割られた人形が動きを止めた。そして、

「ちゃあっ！」

　ミーティーの気合いが響ひびく。見るともう一体の人形の首を、彼女が居合いで打ち落としていた。

　撃ち終わって用をなくしたスプリング・ガンをベルトにもどし、シャンクは奪うばった斧を手に取った。重さを確かめる。なんとか使えないことはなさそうだった。

（武器がこれなら、剣けんの癖くせもそれほど出ない……よな）

　あまり自信はなかったが。

　続けて襲おそい掛かかってくる自動人形の斧を、同じ斧の重量で打ち払はらう。手て強ごわい相手というわけではまったくないが、その後ろに控ひかえている人形の数にシャンクは悲鳴をあげた。

「きりがないぞ！」

「となれば、大元を潰つぶすべきだね」

　ブリアンの声は、肩かたから聞こえてきたのではない。気づかなかったが、いつの間にか下りていたらしい。振り返ると地面の一点を示して、黒猫があとを続けてきた。

「この真下に、人形を修理補修する中ちゆう枢すうがある。どむーんも無意味に走ってきたわけではないみたいだね」

「えらーい」

　胸を張り、自分で讃たたえるどむーんを見てから、再びブリアンへと視線をもどし、シャンクは顔をしかめた。

「……どうしてそんなことが分かるんだ？」

　とはいっても手を休めることができたわけではない。こうしている間にも人形の攻こう撃げきを二度、三度と防いでいる。ブリアンが挟はさんだ沈ちん黙もくで、さらにもう一度斧を受け止めなければならなかった。

「別に。さっき調べたんだよ」

　自画自賛のどむーんとは対照的に、ブリアンは誇ほころうとしなかった。それはこの黒猫には、珍めずらしいことなのだが。

　新たに人形の身体からだに斧を突つき刺さす。刺さった斧は取り返せず、シャンクはまた武器なしになっていた。そのことに苛いら立だちつつ、彼はさらに問い質ただした。

「さっき？　さっきっていつだ」

「我、羊の群の中に贖える者の位置を示しその力に乞う！」

　こちらを無視して唱えたブリアンの呪文は、いきなり足場を崩ほう壊かいさせた。砂化した地面はシャンクの足を膝ひざまで吞のみ込むと、そのまま地下深くまで引きずり込んでいく。

「ひぃーあー!?」

「砂でもったりとしてますー」

　ミーティーの悲鳴、どむーんの……まあなにか分からない声を聞くに、引き込まれているのは自分だけではないようだった。恐おそらくは、ブリアンもだろう。人形も何体か、砂に転てん倒とうしそのまま沈しずむのが見える。

　抜け出す暇ひまもなく、シャンクは膝から腰こし、腰から胸まで埋うまっていた。さらに奥へと沈んでいく。覚かく悟ごを決めて彼は肺に息を溜ためた。鼻をふさぎ、目を閉じるとすべて砂に包まれるその暗黒へと身を浸ひたす。

　長くはかからなかった。むしろ早すぎると言いたくなるほどに早く、彼は砂から脱だつしていた。地上から引きずり込まれ、そのまま突き抜けて新たな空間に放ほうり出される。当たり前だが、そこは天てん井じようだった。

　地下施し設せつなのだろう。天井から床ゆかまでの距離を、どうすることもできずに落下する。受け身を取るまでもなく砂がクッションになってくれた。

　なんとか転がって起き上がり、シャンクは成り行きに備えた。ここが中枢だというのならば、侵しん入にゆう者しやを駆く逐ちくするなんらかの仕し掛かけがあって然しかるべきである。

　作業場らしく、寝しん台だいのような石の板がずらりと並んでいる。そのうちのいくつかには修理途と中ちゆうの人形が乗っていた。彼と一緒に降ってきた大量の砂が空気に混じり、視界を狭せまいものにしているが、天井に開いた大穴から差す光で全体を見ることはできる。

「ぼふーん！」

　口から砂を吹ふきつつ、どむーんが砂から飛び出すのも見える。それよりは幾いく分ぶんか元気なくよろよろと剣を杖つえにしたミーティーの姿もあった。ブリアンは……

　黒くろ猫ねこは多少分かりづらいところにいた。垂直に差してくる光と影かげの境界に。

　金色の瞳ひとみだけを輝かがやかせて、闇やみの奥を見ている。

　その視線に導かれシャンクも目を凝こらすと、広い作業場の一番奥に巨きよ大だいな祭さい壇だんのようなものがある。実際それは祭壇なのだろう。奉たてまつられているのは巨大な卵形の球体だった。目算だが、高さならばシャンクの三倍はありそうだった。なんの支えもなしに静止している。

「あれは……」

　ただならぬ気配にシャンクがつぶやくと、ブリアンが瞳を輝かせてあとを続けた。

「あれだけ大きさがあって力を発してればぼくにでも分かる……シャンク、あれは魔スプ力レツド結・ム晶ーンだ！」

「力の源か」

　感じた気配はそれだけではない。

　砂の中から例の自動人形が次々と起き上がってくるのみならず、闇の中に白い光が灯ともった。その光はくるくると渦うず巻まいてから白い布の塊かたまりになる。ちょうど子供が頭からシーツを被かぶったような格好になると、布は宙に浮うかび上がった。広がったシーツの裾すそからにゅっと二本の触しよく手しゆを伸のばすと、その先せん端たんに短たん剣けんを持っている。

　同じものが二体、三体と現れるのを見み据すえながら、シャンクはとりあえず手近にいる自動人形を蹴けり倒たおした。包囲を抜ぬけ、砂上を駆かけて祭壇へと向かう。

　まだまだ距離があった。新たに現れた白シーツの亡ぼう霊れいが近寄ってくる。亡霊は奇き怪かいに触手を振ふり回すと、持っていた短剣を二本同時に投げつけてきた。それをマントで弾はじくと、さらに別の亡霊が同じ攻撃を仕掛けてくる。それをかわすと、その時にはもとの亡霊が再び短剣を用意している……きりがないのは、これも同じだった。

「ブリアン！　援えん護ごを……」

　叫さけぶと、ブリアンはまたも唐とう突とつに肩かたの上に現れていた。ぼそりと囁ささやいてくる。

「今のぼくの呪じゆ文もんは真性のムーンウ魔法使いオーカーや、そいつが造ったり召しよう喚かんしたものには通じない。力の桁けたが違ちがうんだ」

「対たい抗こう手段はないのか？」

　小声で訊きくと、猫は眼めを細めた。笑ったのではない。魔ま性しようを深めた表情に見えた。

「どむーんを捕つかまえてた魔法使いを覚えてる？　今のぼくでも、使える魔力結晶があれば、真性の魔法に近いことができる」

「その力で、この遺い跡せきを脱だつ出しゆつできるのか？」

「余よ裕ゆうだ。跡あと形かたもなく壊こわすことだってなんだってできる。真性の魔法っていうのはそういう力だ」

　そう言ってくる黒猫の口調には、いつもの大言とは違った響きがある。

　息を吞んで、シャンクは念を押した。

「分かった。俺は、お前をあの魔力結晶のところまで連れて行けばいいんだな？」

「うん」

　返事を待つまでもなく、彼は駆け出していた。またもや近寄ってきた亡霊を警けい戒かいしながら。

　刹せつ那な、銀光が閃ひらめいた。亡霊の足元から半月の光がその触手を二本とも両断する。放った剣を鞘さやに納めながら、ミーティーが叫んできた。会話を聞かれてしまっていたらしい。

「ちょっと待ってよ！　約束だと、あの祭壇の馬ば鹿かでかくて凄すごそうなのってあたしの取り分でしょ！　勝手に使われちゃ……」

「我、羊の群の中に贖あがなえる者の位置を示しその力に乞こう！」

　ブリアンが呪文を唱えるとミーティーを火柱が包み、炎ほのおが収まるとまたもや無傷の彼女がぽてんと倒れる。

　それは無視することにして、シャンクはミーティーが作ってくれた包囲の隙すき間まに逃にげ込んだ。降り注いでくる短剣の雨をマントで弾き、祭壇を目指す。

　容易なことではなかった。床を自動人形に、頭の上を亡霊たちに邪じや魔まされている。おまけに使える武器も装備もなかった。が。

（いける……）

　奇き妙みような確信が、胸を占しめた。

　なにが変わったわけでもない。ただひたすらに相手の攻こう撃げきをかわし、逃げ回るだけで進みも遅おそい。幾いく度どとなく、右手は剣の柄つかを探さぐった……が、その頻ひん度どは減っていった。

　疲ひ労ろうで足が重くなっても、気と心は軽くなっていく。

（剣が要いるような状じよう況きようじゃないさ、こんなのは。そうだろ？）

　夢の中で再会した男に、告げる。

（俺は今は、秘ひ儀ぎ盗とう賊ぞくなんだから！）

　駆け寄ってくる自動人形の足元に、スプリング・ガンを投げつける。

　銃じゆうを踏ふみつけ転倒した人形の上を、シャンクは低く跳ちよう躍やくして越こえた。頭上をかすめる短剣は、首を下げて回かい避ひする。

「我！　羊の群の中に……」

　続けざまに唱えるブリアンの声すら、頼たのもしく思えてくる。

　やがて、祭壇の下に辿たどり着く。登り口もない最後の距きよ離りは、ブリアンの呪文が詰つめてくれた。瞬しゆん間かん移動して、祭壇の上に現れる。

　魔力結晶は脈動し、怯おびえているようでも、なにかを求めているようでもある。間近にしてシャンクはようやく息をついた。かわしきれなかったいくつかのかすり傷を撫なでながら、卵に近づく。

「良かった……間に合った。これで、見られたダメージを回復できる……」

　ブリアンの安あん堵どに満ちたつぶやきは、肉声ではなかっただろう。

　どこから漏もれたものなのか。それは分からないながらも確かに聞こえた。
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「…………？」

　シャンクが疑問に思う間もなく。

　黒くろ猫ねこの声が響ひびいた。

「あっ」

　見ると。すぐ横にどむーんがいた。どこから現れたのかは分からないが、ブリアンと同じように瞬間移動してきたのかもしれない。それは別に良いのだが。

　猫よりも先に、どむーんがその魔力結晶に触ふれていた。その指先が、卵の表面に融ゆう合ごうし、既すでに一体化しようとしている。

「ど……」

　シャンクとブリアン、同時に疑問の声をあげた。

「どうなるんだ、これ？」




「がおー！」

　大きな魔力結晶を取り込み、見上げるほどに巨大化したどむーんが、その腕うでを振ふるって建物を薙なぎ払はらっていく。

　既に力の源を失った施し設せつではあるが、自動人形はまだ動いていた。わらわらとその巨大どむーんに群がっていくのだが、どむーんの拳こぶしの一撃、もしくは一踏みでもろくも蹴け散ちらされていく。飛来する乗り物部隊も、蚊かトンボのように撃げき墜ついされるだけだった。

「しゃぎゃー！」

　どむーんは心の底から楽しんでいるのか、陽気に声をあげていた。この分ではほどなく、この必死実験場、いや、わくわくモリモリ不死ハイランドパークは機能を停止しそうではある。こうなると脱出も難しくはないだろう。

　とりあえずそれを眺ながめながら、シャンクは限界まで肩かたを落としていた。全体を見み渡わたせる石段の上で、気絶したままのミーティーを足元に横たえて。

「俺が普ふ通つうに秘儀盗賊らしく仕事できるのって、いつだろう……」

「さぁ」

　ブリアンの返事は、とことん冷たかった。
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　お初にお目にかかる方もいらっしゃるでしょうか。なのにいきなりページ数の都合であとがき一ページしかありません。ていうか十一行で書けって言われてしまいました……ひぃぃぃ。それではスタート。
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